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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　少女は、天使に見えた。

　少女は、悪魔にも見えた。

　背中に生えた一対の翼つばさの根ね元もとは漆しつ黒こくの鴉からすのような濡れ羽ば色いろ。だがその羽は先に進むにつれて、その翼は雪のように純じゆん白ぱくに染まっていた。

　黒と白のグラデーション。

　少女の背中からは、悪魔と天使の両方の特徴をそなえた翼が覗のぞいている。

　その姿を喩たとえるとするならば。

　……天魔？

　否。そんな種族など存在しない。

　天使も悪魔も、少年の知る世界では、はるか過去に地上から姿を消したはずだった。

　ならばこの少女は何者なのだろう。

「────」

　じゃらり、と。

　少女を繫つなぎとめる鎖くさりの音に、少年──カイは我に返った。

　翼の少女は円柱に磔はりつけになっていた。

　両手と両足を鎖で縛いましめられて、決して逃げだせないように。

「……っ？…………」

　項垂うなだれていた少女が顔を上げた。

　目元さえ鎖で覆おおわれて、それでも、少年が近づいてくる気配を感じとったのだろう。

「……そこにいるの……だれ……」

　少女が口にする人間の言葉。

　明らかに人間ではないはずの少女が、人間の少年の方へと顔を向けた。

「誰って……」

　お前こそ何者だ。

　そう言いたくても緊張で言葉が出ない。少年が息を吞のんで見上げるうちに。

「リンネ」

「……リンネ？　それ、お前の名前か？」

　こくんと頷うなずく少女。

　その拍子に、目元から頰ほおにかけてを小さな滴しずくが伝っていく。

「……お願い……」

「お願い？」

「…………助けて。この鎖くさりを外し……っ──────」

　言い終える前に、少女は意識を失って項垂うなだれた。

　助ける？

　人間ではない種族が、人間に解放を乞こうというのか。

　少年のいた世界では。

　人間は、天使や悪魔をはじめ他種族と壮絶な大戦をくり広げた歴史がある。

　いわば敵対関係。少女を助けた瞬間に──態度を豹ひよう変へんさせて襲おそいかかってくる可能性は、十二分に考えられることだろう。

　我が身の安全を優先するならば、彼女の正体を確かめるまでは放置するべき。

　……そのはずだった。

　だが。

「────わかったよ」

　少年は、右手に剣を握にぎりしめて少女に近づいた。

　これが罠わなだとしても。

　もうこれ以上、この世界に一人でいるのは限界だ。

　磔はりつけになっている少女へ。

　その悪魔と天使の翼つばさに刃やいばが当たらぬよう慎しん重ちように狙ねらいを定めて、剣を振り下ろした。




　──翼もつ少女の解放。




　ばらばらと鎖の破は片へんが床に散らばるなかで、解き放たれた少女が床にくずおれた。

「……何がどうなってる。ここは何ど処こで、この子は何者なんだ」

　少女を抱き起こす。

　驚くほどに軽く、そしてやわらかい肌の感触にわずかな躊躇ためらいを覚えながら。

　世界から忘れられた少年──

　カイは、歯を食いしばって嘆なげきの声を上げた。

「なんで誰も、本当の世界を覚えていないんだ……！」
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　赤茶けた大地。

　硬い岩盤にうっすらと砂さ礫れきが積もった荒野に、動物の気配は一切ない。灌かん木ぼくと草がわずかに生えただけの過酷な地で──

　一台の偵察戦闘車ガントラツクが停車した。

　運搬車トラツクに頑丈な装そう甲こうを施ほどこして、そこに機関砲を搭とう載さいした物々しい車両である。

「午後二時。定時ぴったりだ」

　その荷台から飛びおりて、偵察兵──カイ・サクラ＝ヴェントは双眼鏡を取りだした。

　年齢は十七。

　暗い群ぐん青じよう色いろの髪に、同系色の瞳ひとみをした少年だ。

　人類庇ひ護ご庁の戦闘衣を着用。日々の訓練によって鍛きたえられた身体からだは確かな力強さを備そなえ、そのまなざしも強い意志を感じさせる。

「これより『墓所』の監視を始める。サキ、アシュランも」

　カイが双眼鏡で覗のぞく地平の先、そこには奇妙な建造物がそびえたっていた。

　漆しつ黒こくのピラミッド。

　精密機械で描いたような完全な三さん角かく錐すい。その表面は墨で塗りつぶしたように黒く、この赤茶けた荒野では異彩を放つ存在だった。

「状況──」

「どーせ異常なしだって」

　車の助手席で。膝上にクリップボードを乗せた青年が、気け怠だるげな口調でそう返事した。

　アシュラン・ハイロール。

　カイより一つ年上の十八歳で、偵察兵の同どう僚りようでもある長身の青年だ。

「何もねーよ。そうだろカイ？」

「まだ七十秒。墓所の観察時間は三百秒と決まってる」

　墓所と呼ばれた漆黒のピラミッド。

　カイが双眼鏡で覗くものは高さ二百メートル。現代の超高層ビルに匹敵する高さである。その天辺から地上までを入念に観察していく。

「何もねーって。ほら、もう三百秒たっただろ？」

「いま百七十秒」

「あ────もうっ。いいじゃねえかそれくらい……俺、ずっと車に揺られて乗り物酔いだから、早く終わらせたいんだっての」

　報告用紙に早々と「異常なし」と記入したアシュランが、ぐったりと助手席のシートによりかかる。一方でカイは双眼鏡を離さずに。

「三百秒」

「……お、おう。相変わらずブレねぇ奴だな……」

「報告する。ウルザ連れん邦ぽうの墓所は異常なし。悪魔は正常に封印されている」

「……はー」

　深々と溜ため息いきをついて、助手席のアシュランが運転席へとふり向いた。

「おいサキ、お前も言ってくれ。昨日も今日も異常なし、ついでに明日も異常なしだって」

「んー？」

　サキと呼ばれたオレンジ色の髪の少女が身を起こす。

　好物のガムを嚙かみながら、運転席のハンドルに寄りかかって寛くつろいだ格好で。

「いいじゃん、カイが真面目まじめにやってくれてるからアタシらも気楽にできるんだし」

「程があるって話だよ。百年だぜ百年。大戦で封ふうじこめた四種族やつらが逃げだしたなんて記録、一度だってあるか？　なあカイ」

「ない」

「だろ？」

「その一度を起こさないのが俺たちの監視だ」

「…………正論。だけど肩こらない？」

　追加のガムを嚙みながら、サキ。

「アタシらの地域だけ真面目にやってもダメでしょ。墓所は世界に四つもあるし」

「ほかの三箇所でも真剣にやってるに決まってる」

　決まり文句のように応じ、カイは偵察戦闘車ガントラツクへと靴先を向けた。

「大事な任務なんだ。万が一にも墓所から悪魔が逃げだしたら大惨事になる」

　世界に四つ存在する漆しつ黒こくのピラミッド。

　墓所と呼ばれるこの建造物は、かつて人間が戦った他種族を閉じこめる監かん獄ごくである。

　──強大な法力を振るう悪魔族。

　──天使やエルフ、ドワーフといった亜人種の勢力たる蛮神族。

　──ゴーストなど、特とく殊しゆな肉体をもつ聖霊族。

　──竜を頂点とする、巨大な獣たちの勢力である幻獣族。

　人じん智ちを越えた強大な四種族に、人間は長らく脅おびやかされてきた。

　だが百年前を境に、反撃に成功する。

　人間を含む五種族が入り乱れ、史上最大の争乱となった五種族大戦。この戦いを経て、人類は黒きピラミッド「墓所」に四種族を封ふう印いんすることに成功したのだ。

　以後、人間は墓所をこうして徹てつ底てい管理し続けている。

「そうそうカイ、大事なこと忘れてたんだけど」

　運転席からサキが身を乗りだした。

「来週のジャンヌの昇しよう進しん祝いよ。プレゼントの件でさー」

「任務中だ。悪いけど後で」

「……もーっ。どうせ何もないってば！　いいじゃん今でもぉ」

　声を上げて抗こう議ぎするサキ。

　隣の助手席では、アシュランがぼんやりと車の座席によりかかっている。これが現代における一般的な認識だ。すなわち「世界は平和である」と。

　四種族が墓所から逃げだせるはずがない──

　サキやアシュランだけではない。世界共通で定められている二年間の兵役につく若者の、ほぼ全員が公然と口にする本音。

　一方で、その極きわめて珍しい例外がカイだと言えるだろう。

「何も起きなくても油断したくないんだよ。半分、意地みたいなもんだけど」

　サキとアシュランが怠なまけ者ものなのではない。

　二人の主張の方がむしろ正論。百年も封印を保っている墓所が、明日いきなり音を立てて崩れ落ちることなど普通はありえない。

　が。

　墓所の封印を気にかけずにはいられない特別な理由が、カイにはあった。

「俺は見たから」

　十年前、悪魔族の墓所に転落。

　漆しつ黒こくのピラミッドの内部で、そこに蠢うごめく悪魔たちを目撃したのがカイだからだ。

「またその話するぅ？　アタシもアシュランも二十回は聞いてるけど」

「お前の気のせいだって。墓所に転落して助かるかっての。悪魔の巣そう窟くつだぜ？」

　アシュランの言うとおり、生きているのは奇き蹟せきだとカイも思う。

　だが現に自分は生きている。無数の悪魔に襲おそわれて意識を失ったものの、気がついたら墓所の外に倒れていたのだ。

　ただし、記憶を証明するものが何もない。

　……あの悪魔たちの重圧感。

　……あれが俺の勝手な妄もう想そうのはずがないんだ。絶対に夢なんかじゃない。

　悪魔たちを前に感じた恐怖。

　たとえ周囲から同意を得られずとも、あの強大な種族が墓所の封印を破って現れることは「あり得る」とカイは直感したのだ。

　そして悪魔族の逆ぎやく襲しゆうに備そなえなければならない。

　ゆえにこの十年、カイは誰よりも愚ぐ直ちよくに訓練を重ねてきた。

　寸すん暇かを惜しんで訓練を続け、食事や入浴中もイメージトレーニングに没ぼつ頭とうする。上司からも半なかば呆あきれられた「訓練狂」、それがカイだ。

「その時ってカイが七歳とか八歳の頃でしょ。墓所の入り口は一つきりで、カイが墓所に入って転落したら見張りの兵が見てなきゃおかしいもん」

「しかも監視カメラ付きでな。なあカイ、映ってなかったんだろ？」

　カイの転落を証言する目もく撃げき者しやもいない。

　正確には、一緒にいた大人たちが口を揃そろえて「覚えてない」と言うのだ。

「だから夢だってば夢。子供の頃に見た怖い夢！　前に、カイが大おお真面目まじめな顔で教官にソレを言って変な顔されたの忘れちゃった？」

「いや、覚えてるよ」

「でしょー？」

　うんうん、と頷うなずくサキ。

「カイの記憶違いってことよ」

「それはそれとして、墓所を見張る任務を放ほう棄きしていいわけじゃない」

「だ─────っ!?」

　サキとアシュランが悲鳴を上げる。

「本部に連絡しよう。午後二時の監視、完了。墓所に異常なし」

　そんな同どう僚りよう二人を気に止めず。

　カイは、墓所をふり返ってそう言った。





　　　　　　　２






　人類庇ひ護ご庁──

　五種族大戦を終えた人類が、有事もしもを想定して設立した対他種族機関である。

　もしも墓所に異変が起きたら。

　もしも墓所から四種族が脱出して襲おそってきたら。

　もしも五種族大戦が再発したら。

　事態に備えての高火力兵器の開発から道路・鉄道といった輸送設備インフラの構築を、世界各国に代わって請うけおうのが人類庇護庁だ。そして兵役。国民の誰もが二年間、人類庇護庁の兵士として訓練に参加することを定められている。

　とはいえ古き制度である。

　兵役に真剣に取り組む者など、現代では皆無に等しい。

「あー、しんど。アタシもう休憩だから！」

　人類庇ひ護ご庁の鍛たん錬れん場じよう。

　その隅っこで、ランニングウェア姿のサキがベンチに腰かけた。

「相手、機械人形マシンドールよ？　殴ったらこっちの手がすりむけるし、向こうのパンチ避よけ損なったら下手すりゃ骨折。やってられないってば！　やるだけ無駄よ無駄！」

「…………」

「ねえカイ、聞いてる？」

「幻獣族がそういう種族だからしょうがない」

　カイの前には、体高三メートルという巨大な竜を模もした機械人形マシンドール。

　もしも幻獣族が墓所を脱出してしまったら。

　そのための戦闘訓練だが、サキの言うように「意味がない」と主張する者が大半だ。

　──勝てるわけがない。

　大戦の記録では、幻獣族の頂点に立つ竜の皮ひ膚ふは、戦車に搭とう載さいされたカノン砲でさえ傷一つつかなかったという。

「確かにやるだけ無駄かもな」

　言葉と裏腹に、機械竜の足下に潜もぐりこむ。

「ちょっとカイ!?」

　サキの絶叫。

　踏み潰つぶされれば背骨が砕ける。全身骨折の危機が目前に迫せまるなか、丸太のように太い足に向かってカイは身を沈しずめ──そして全力で体当たりした。

　四界戦闘式アーツ。人類庇護庁の訓練過程に採用されている対他種族戦闘術である。

　が、カイの一撃に機械竜はビクともしなかった。

「……だめか」

「なにやってるのカイ!?　踏み潰されたら死んじゃうでしょ！　教官のいない自主訓練は、そもそも幻獣型の機械マシンは使っちゃだめって言われてるのに……！」

「そういう覚悟でやらないと意味がない」

「……いやはや。カイってさ、生まれる時代を間違えたよねぇ」

　水の入ったボトルを口にあてながらサキが苦笑い。

　半分は感心で、もう半分は動物園で珍ちん獣じゆうでも見たようなぽかんとした表情だ。

「そう思わないアシュラン？」

「…………話……しかける、な……傷に……響く……」

　ベンチに座るサキの、その奥でうずくまっている長身の青年は動かない。

　カイとは別の機械人形マシンドールを相手に組み手を行って、脇腹を蹴けられて起き上がることもできなくなってしまっている。

「まあアシュランはほっといてさ。カイのこと教官も言ってたしね。大戦の時代に生まれていればって。あのシドのかわりに歴史に名前が残ったかもね」

「俺はそんな柄じゃない。訓練に手を抜きたくないだけだから」

　機械竜を見上げて、カイはごくごく当たり前の口調でそう返した。

　百年前のこと。

　悪魔族、蛮神族、幻獣族、聖霊族にはそれぞれ種族を率いる最強の個体がいたという。

　長老。首領。あるいは統率者など。種の頂点を意味する言葉は様々だが、人語を解する最強の四体はその中でもっとも強烈で強大な称号を好んだ。

　すなわち四英雄──

　悪魔族の英雄「冥めい帝ていヴァネッサ」。

　蛮神族の英雄「主しゆ天てんアルフレイヤ」。

　幻獣族の英雄「牙が皇おうラースイーエ」。

　聖霊族の英雄「霊れい元げん首しゆ・六リク元ゲン鏡キヨウ光コ」。

　強きよう大だい無む比ひなる力をほこり、四種族それぞれを率いる自負ゆえの「英雄」。そして人類は、四英雄によって窮きゆう地ちに立たされた。

　だが現れたのだ。

　五種族大戦下において、四英雄に対抗する人間の英雄が。

「預言者シドねぇ」

　ベンチで、ぼんやりとサキが天井を見上げる仕草。

「人間の英雄『預言者シド』。この世のものとは思えない輝きを放つ剣で四種族の英雄を倒し、墓所に四種族を封ふう印いんした────って逸いつ話わが残ってるだけでしょ」

「シドっていう男が百年前にいたのは間違いない。写真にも残ってる」

　ローブを着た男の写真。

　これが預言者シドであると言われている写真を、カイは資料で何度も見た。

「でもさーカイ？　シドの伝説って、歴史学者も疑うたがわしいって言ってるじゃん」

　サキが肩をすくめてみせる。

　人間の英雄「預言者シド」など存在しない。それが現代における定説である。

　まず言い伝えにある「煌きらめく剣」が現代に残っていない。さらにシドが四英雄を倒した戦いの記録が残っていないのだ。

「シドっていうのが四英雄と戦ったって証拠がないもん。戦った時の写真も映像もないし、シドの剣とか言われてる剣も残ってないんだから」

「……ああ」

　証明する記録がない。

　カイが悪魔の墓所に落ちたのと、奇しくも同じ状況なのだ。

　戦闘時の写真が一枚さえも残っていない。百年前とはいえシドが四種族の英雄と戦った時の姿がないのは不自然。ゆえにシドの活躍を信じる者は極きわめて少ない。

「そういうことよ。シドって人は実在しても、それが大戦で人間代表みたいな活躍はしてなかったってこと。どうカイ？」

「それは俺もそう思う。だけどさ──」

　汗で額ひたいに張りついた前髪をはらう。

「こうであって欲しいって願望は別でもいいだろ」

「そりゃね。ま、それはさておき話題は変わるけど……ほらアシュラン起きてってば」

「……ぐはっ!?」

　倒れている同どう僚りようを容よう赦しやなくサキが踏みつけた。

「昼間も話したけど、ジャンヌの昇しよう進しん祝いどうするの？　もうホントに時間ないって」

「あぁ？　昇進祝いって言ったら花束でいいだろ？」

　ようやく起き上がったアシュランがベンチに腰かける。

「定番でいいんじゃねえの」

「ダメダメ。だってジャンヌだもん。特待生で毎年表彰されて花束もらってるし。今さら花束あげたって意味ないって。ねえカイ？　カイもそう思うでしょ」

「…………」

「あれ、おーい。カイってば？」

　サキに背を向けていたカイの胸元で、通信機が鳴りひびいたのはその時だった。

「……ジャンヌ？」

　掌てのひら大だいの通信機に表示された名は、カイの幼なじみ。サキやアシュランと同じく徴兵生の同僚である少女のものだった。

「ん？　ジャンヌがどうかしたか？」

「あれれ、アタシんとこには来てないけど？　カイだけ？」

　同僚二人がベンチから腰を浮かす。ジャンヌからの通信内容を見せろと首を伸ばす二人の前で、カイは通信機の画面を表示させた。




『カイへ。

　明日は非番でしょ？　朝十時、第九主要駅ターミナルの子ネコ像の前に集合すること！

　ただしサキとアシュランには内緒でね？』




「…………」

　ちょっと待ってほしい。内緒と言われても、自カ分イの隣には、興味津しん々しんで今にも通信機を覗のぞきこもうとする二人が迫せまってきている。

「カイ、ジャンヌから何て？」

「俺にも連絡来てねぇし。珍しいよな、俺にもサキにも秘密で……おいカイ、お前まさかジャンヌと良からぬ関係なんじゃ」

「……待った」

　片手を前に出して二人を制せい止しした。

「俺の勘違いだった。ジャンヌからの連絡なんて来てない」

「ほほう？　じゃあ俺らが聞いた着信音は何だったのかなぁ？」

「アタシらに慣れないウソつくくらい、特別な着信があったってことなのかなぁカイ君」

　サキはニヤニヤ顔で。アシュランは鬼き気き迫せまる表情で。

　その通信機を見せてみろと距離を詰めてくる。

「……そういえば」

　通信機をしっかりと握にぎりしめて、カイは二人に背を向けた。

　そのまま全力で走りだす。

「今日はまだランニングをしてなかった。十キロくらい走ってくる」

「あっ、おい待てこの野郎!?」

「誰かーっ！　カイを捕まえるの手伝って。重罪よ、アタシたちに内緒でジャンヌと良からぬことをたくらんでるわ！」

「誤解だよ！……ああもう、俺は真面目まじめに訓練したいだけなんだっ！」

　ジャンヌ、人類庇ひ護ご庁の通信機を私的プライベート利用するな。

　内心そう叫びつつ、カイは追いかけてくる同どう僚りよう二人から必死で逃げた。





　　　　　　　３






　ウルザ連れん邦ぽう──

　王都ウルザークを中心に発展した広大な国家である。

　世界大陸の北部に位置するこの国は、悪魔の侵しん攻こうによって一度は壊かい滅めつし、悪魔の領りよう土どとなった。それを率いていたのが悪魔の英雄「冥めい帝てい」ヴァネッサである。

　しかし百年前。

　五種族大戦の勝利で、この領土を再び人間が奪うばい返したというわけだ。

「朝十時。ジャンヌが来るのは一時間遅れの十一時ってとこか」

　第九主要駅ターミナル。

　カイの寄宿舎から地下鉄道を利用して十五分。王都ウルザークからほど近いこの区域は、近代的なビルが建ちならぶ繁はん華か街がいになっている。

「カイ、おまたせ」

　弾む声。

　カイがふり向いた先には、手提げ鞄かばんを携たずさえた銀髪の少女が立っていた。

「ジャンヌにしちゃ時間どおりだな。あと一時間は待つと思ったけど」

「む？　失敬なー」

　頰ほおを膨ふくらませて。

　だがすぐに、その溜ためた息を彼女はふっと笑顔で噴ふきだした。

「もう来週から王都ウルザークに出向するんだし、こういう時くらいはね」

　ジャンヌ・Ｅ・アニス──

　同年代の女子よりいくぶん高い上うわ背ぜいに、すらりと細い体つき。伸ばした銀髪に凛り々りしい目鼻立ちもあいまって、雑誌の表紙を飾るモデルのような雰囲気の少女だ。

　カイの隣家に住む十七歳。

　穏やかな気候にあわせた長袖のシャツに、スキニーパンツ。ボーイッシュな格好を好むのがジャンヌの気質だが、それが逆に少女としての魅力を高めている。

「ほら行くわよ、歩いた歩いた。カイ下級兵、匍ほ匐ふく前進であの建物まで進みなさい！」

「この街中を？」

「冗じよう談だんよ。だって……」

　ジャンヌが指さすのはカイの着ている服だった。

　人類庇ひ護ご庁の戦闘衣。そして肩に担かついだケースには近接戦闘銃が収まっている。もちろん街中では銃が取り出せないよう施せ錠じよう済みだ。












「今日って非番よね。カイはどうしてそんな物々しい服装なのかな？」

「この買い物の前に自主訓練してきたから」

「……知ってるわよ。皮肉で聞いたの。やれやれよ」

　銀髪の少女が呆あきれ笑い。

「私と一緒に非番を楽しむって誘われて、動じないのは多分カイだけね」

「誰かと非番に外出を？」

「しないわよ。だから皮肉で言ってるの！」

　むすっ、と頰ほおを膨ふくらませたジャンヌが肘ひじでこちらの脇腹を突いてくる。

　可お笑かしそうに。

　とても楽しそうに声を弾ませながら、だ。

「……なんて。そういうカイがいいんだけど」

　人混みのなかを並んで歩きだす。

　立ちならぶ建物は、すべて有名な服飾店や菓子店が入った商業ビル。それをジャンヌは、真剣なまなざしで一つ一つ見比べていた。

「どのお店にしようかしら。久しぶりに来たけどお店がありすぎて目移りしちゃう」

「ちなみに今日はどんな風の吹き回しで？」

「買い物よ。サキとアシュランの分」

　同どう僚りようたちの名前が、ジャンヌの唇を伝ってこぼれた。

「それにカイもいれたら三人ね。その三人で、私が王都ウルザークに出向するから記念の餞別プレゼントを用意しようって考えてるところでしょ？」

「……それ俺に聞く？」

　餞別プレゼントの件はズバリ正解。

　ただしカイたち三人はジャンヌに餞別プレゼントをあげる側である。当日まで秘密にしたいのに、それを本人から聞かれて「考えてる」と言えるわけがない。

「いいのいいの。私だって同じこと考えてるもん」

「同じことって？」

「記念の贈物プレゼント。私が王都ウルザークに行く前に渡したいなって」

　ジャンヌの家系は代々、人類庇ひ護ご庁の幹部を輩はい出しゆつしてきた誉ほまれ高きエリート一家だ。

　父は人類庇護庁ウルザ本部きっての名将校で、祖父も本部の総そう督とくを務つとめた大軍人。その血を引くジャンヌも、同僚より遙はるかに早く昇しよう進しんが決まっていた。

　──十七歳の美少女が王都へ出向。

　歴代最速の抜ばつ擢てきとして、数週間前のニュースにも取り上げられたほどだ。いずれは父や祖父も越える大軍人になるだろうとも噂うわさされている。

「そういえば、ジャンヌがいなくなるって周りの男子たちが嘆なげいてたよ」

　戦いくさ乙女おとめ。

　同どう僚りようや教官からジャンヌは公然とそう呼ばれている。

　幼い頃から専属の退役軍人から学んだ組織指揮術と、代々継けい承しようされてきた指揮官適性。そしてその美び貌ぼうもあいまって、ジャンヌという少女は既に、ウルザ本部の上司たちも一いち目もく置く威光カリスマを備そなえている。そんな彼女が、今の配属先から王都に向かうという報しらせに、男の同僚たちがどれほど悲しんだことだろう。

「アシュランもかなり落ちこんでたっけ。サキもだけど」

「……あの二人と会えるの、最後だもんね」

「最後って大げさな。ジャンヌの出向はせいぜい二年だろ？」

　二年後、幹部候補となって戻ってくるジャンヌと再会できる。落ちこむことなどないと、カイはそう信じていた。彼女の返事を聞くまでは。

「私が戻ってきた時には、サキもアシュランも兵役が終わってるわ」

「…………ああ、そっか」

　義務兵役は二年。その二年を終えた若者はそれぞれ自分の道を進んでいく。

「私の友達だとカイくらいよ？」

「そうだろうな」

　兵役を終えた者たちが去っていく。

　そんななか自ら兵役の延長を志願し、人類庇ひ護ご庁の正式兵へと名乗り出るカイは、現代では異例と言えるだろう。

「俺は自分の好きで兵役やってるけど、そんな奴なかなかいないし」

「私はそうよ？」

「知ってる。親父おやじさんの階級を超えたくて、だろ。何十回聞かされたかわからない」

「一桁違うわ。何百回でしょ」

　木こ漏もれ日びのあたる歩道を歩くジャンヌが、可お笑かしそうに顔を上げた。

「カイには、耳にタコができるくらい話したもんね」

「ジャンヌが親父さんの階級を超えれば、親父さんも喜ぶよ。立派な娘になったって。……ただ、俺たちぐらいか。二年後も兵士やってるような変わり者は」

「カイは、墓所を見張るのが俺の義務だっていつも言ってるもんね。いつ悪魔の大群が出てきてもおかしくないって。それに、もう一回シドの剣を見つけるんだって」

「…………」

　預言者シドはいた。

　四種族の英雄と戦った人間は存在したのだと、カイは信じて疑うたがわない。

　……俺は見たんだ。

　……十年前、シドの剣をこの目で見たから。




　英雄の剣は実在する。




　悪魔の墓所で。

　漆しつ黒こくのピラミッドの内部に転落した時に、確かにソレを目撃したのだ。

　太陽のように周りを照らしだす煌きらめきの剣だった。大量の悪魔に囲まれ、死に物狂いで、縋すがる気持ちでその剣を手にとって────

　カイの記憶はそこで途切れている。

「まあ……その気持ちがないわけじゃないけど」

　悪魔を封ふう印いんした墓所の内部に、なぜシドの剣が隠されていたのか？

　その疑問こそ残っているが、あの時に見た「光を放つ剣」は、まさしく伝説にあるシドの剣の特徴とピタリと合がつ致ちするものだった。

　もっとも、それを信じているのはカイ一人だけなのだが。

「言ってもジャンヌにからかわれるだけだから」

「からかってないわよ？」

　そう言いながら楽しげにジャンヌが口元をほころばせた。

「俺は真面目まじめなのに」

「志こころざしはからかってないわ。からかってるのはカイの態度。そうやって膨ふくれっ面つらするカイの態度が可愛かわいいから、つい言いたくなるだけ」

「……ああそうですか」

「もう何年も前よね。カイがいきなり『シドの剣を見た』って言いだしたの。まだ私たちが十歳くらいの頃からかしら。その前からずっと遊んでたもんね」

　人混みのなかを歩いていく。

　十字の交差点のちょうど真ん中に来たところで、隣を歩く少女がふと足を止めた。

「カイだけね。子供の時から遊んでくれて、今も一緒にいてくれて。私が出向から戻ってきた時にもいてくれるのは」

　ふり向く横顔。

　ゆれる双そう眸ぼうが、まばたき一つなくこちらの顔を覗のぞきこんできた。

「ねえカイ。わたしたちこれから先、どうなると思う？」

「先って……ジャンヌは王都に行くんだろ。それから二年したら戻ってくるって」

「ううん。もっと後のこと」

　こくん、と息を吞のみこんで。

　幼なじみであり同どう僚りようである彼女が、さらに一歩足を前に出して。

「ねえカイ、もし私が──────」

　その瞬間に。




　──少女ジヤンヌの身体からだが、歪ゆがんだ。




「ジャンヌ!?」

「え？　どうしたのカイ？」

　水面に映る影が波は紋もんで歪むようになりながら、ジャンヌは何事もないかのように返事を返してきた。

　だが彼女だけではない。カイの見ている前ですべてが歪み始めたのだ。高層ビル、並木、周りの通行人すべてが歪わい曲きよくし、折れ曲がっていく。

　続いて突風。

　黒い微粒子が混じった砂嵐が吹き始める。

　……誰も気づいてない？　自分に起きてることも、この砂嵐も？

　……なんだ、どうなってるんだ!?

　カイが見上げる前で、空が黒く染まりつつあった。

　白はく雲うんが糸のように細く千切れながら一点に向かって凄すさまじい速度で流れだし、青空さえもまるで引き寄せられるように塗りつぶされていく。

　──黒点に空が吞みこまれていく。

　空だけではない。歪曲したビルが地面から浮き上がり、さらに地面の舗ほ装そうも次々と剝はがれて空へと吸い寄せられていく。

　並木も、道行く人間さえもだ。

　さながら巨大な重力点ブラツクホール。天上の大おお渦うずに、周りにあるすべてが吸いこまれていく。

　……みんな気づいてない？

　……まさか、この現象が見えてるのは俺だけか!?

　そして目の前で、幼なじみの少女が浮かびあがった。

「ジャンヌ！」

「え？　なによカイ、さっきから。こんな人前で名前呼ばれちゃうと……その……あの、私、いろいろ期待しちゃっていいの？」

　笑顔のまま浮かびあがっていく。何が起きているのかもわからないまま、カイの眼前で、幼なじみの少女の身体からだが空へと吸いこまれて。

「ジャンヌ、俺の手を──────」

　砂嵐のなか必死に手を伸ばす。

　同時に、カイの視界は黒に塗りつぶされた。














『世界輪りん廻ね』発動。




　世界の『上書き』を実行する──









　　　　　　　４






　砂嵐めいた風が消え去ったその後に。

　カイは、意識が暗あん転てんする前と変わらず第九主要駅ターミナルの交差点に立っていた。

　──たった一人で。

　目の前にいたはずのジャンヌがいない。

　交差点を歩いていた何十人という通行人も、高層ビルを出入りしていた何百人という買い物客もいなくなっている。

「……どういうことだ。おいジャンヌ？　ジャンヌ、どこ行ったんだ！　隠れて脅おどかすにしちゃタチが悪いぞおい！」

　無人の第九主要駅ターミナル。

　そしてこれは、どういうことだ。

　足下の舗ほ装そう路ろは何かとてつもない重量で踏み砕かれて、並木があった場所には巨大なクレーターができている。高層ビルは無む惨ざんにも窓ガラスが割れ砕け、さらにビル自体が大きく破壊されて倒とう壊かいしているものさえある。

　まるで廃はい墟きよ。第九主要駅ターミナルが、あたかも終末の世界のような光景に変わり果てている。

「どうなったんだ……ジャンヌもみんなもいなくなって……」

　人間が一人もいない。異常すぎる。

　理解を超えた現象が起きた──その予感に、カイは肩に担かついだ金属ケースを見やった。

　人類庇ひ護ご庁の銃じゆう剣けん。

　カイの所属するウルザ本部の鍵かぎでなければケースを解錠できないが、まずは自衛の手段がいる。本能がそう警けい鐘しようを鳴らしている。

　ジャンヌを探すのも、辺りを探索するのも全すべてはその後だ。

「そう近い距離じゃないけど、急ぐか……」

　人類庇護庁のウルザ本部へ。

　カイの背後のビル陰で、小石が跳ねたのはその時だった。

「音？　誰かいるのか!?」

　いっそ野良犬でも野良猫でもいい。生物がいれば、それは生息できる環境があるということだ。人間だってどこかにいるはずだと安心できる。

「おい誰か……」

　ビル陰からゆっくりとソレが現れた。犬でも猫でもない。

　その姿に、カイは喉が引き攣つるのを自覚した。

「え？」

　二本の足で地に立つソレは、頭上までは優に二メートルを超えていただろう。

　真っ黒な体表は、まるで装そう甲こうのように重厚。

　背部には大きな漆しつ黒こくの翼つばさと蛇へびのごとく蠢うごめく尾。三角型の頭部は明らかに人間と異なる構造で、その目にあたる部位は真っ白で瞳ひとみがない。

　……十年前と同じだ。

　……俺が墓所に落ちて、そこで見たアイツらと同じ。

　兵役につきながら一日も忘れたことはない。いつか、墓所からこの怪物が這はい出でてくる日が訪れるのではないかと。




　──漆黒の悪魔。




　カイが見上げる大きさの怪物が、そこにいた。

　……機械人形マシンドール……じゃないよな。

　……こんな街中に。

　人類庇護庁の開発した四種族の機械人形マシンドールは、鍛たん錬れん場じようでのみ起動を許された仮想の敵だ。こんなところで動いているわけがない。

『ニ────ニ……ゲ…………』

　耳まで裂さけた悪魔の口が開く。

　声帯の構造が異なるのか聞き取りづらいが、紛まぎれもなく人間の言葉で。

『──ニンゲン？　コノ地ニ？』

「喋しやべれるのか!?」

　悪魔族をはじめ四種族の英雄は、人語を理解できたという。

　だが言葉として発声できる個体は一握にぎり。それがカイの知る歴史だったが。

『人間ノ……兵……』

　光が灯ともった。悪魔の翼つばさにある捻ねじれた突起物から光が生まれ、それが徐々に火の粉となって虚こ空くうで大きさを増していく。

『消エロ』

　機関銃さながらの炎の射撃。

　カイの身体からだを掠かすめて後方のビル壁を穿うがち、壁面を焦こがして黒く染め上げる。咄とつ嗟さに動かなければ、炎の弾丸で全身無数の穴を開けられていたことだろう。

「法術か!?」

　カイは、その直前に後方へと跳んでいた。

　法術──古代において奇き蹟せきあるいは魔術と呼ばれていた力の総称である。

　強力な法術になれば人間の大型重火器に比類する破壊力があり、高位悪魔となればソレを五月雨さみだれのごとく放ち続ける怪物もいたという。

　初めて目にする「本物」。

　しかし自カ分イがこれを無傷で躱かわしたことが偶然かと問われれば、それは違う。

　──無意識に身体が動く。

　この日が来ると想定してきた。

　対悪魔の訓練に費やした数えきれないほどの時間。身体に染みついた回避行動が咄嗟に出た。それが命を救ったのだ。

「……何がどうなってるかわからないけど」

　確かなことがある。

　この悪魔は機械人形マシンドールなどではない。そして人間に明確な敵対心を抱いだいている。

「────────上等だ」

　バチン、と音を立てて金属錠が外れる。

　悪魔の放った炎の弾丸が穿ったのはカイではなく、カイが担かついでいた銃じゆう剣けんの格納ケース。その錠が砕けたことで、ケースから黒塗りの銃剣が姿を現した。

「相手してやるさ」

　刀身が取りつけられた銃を向け、その引き金に指をかける。

　汎用型強襲銃剣「亜竜爪ドレイクネイル」。幻獣族の一種である亜竜ドレイクの爪を模もしたもの。大戦の記録をもとに人類庇ひ護ご庁が開発した対他種族専用の武器である。

『…………人間ガ』

　宙に描かれる炎の軌跡。

　先の数倍にあたる数の「弾丸」が、悪魔の強大な法力によって生みだされた。

『目め障ざわリダ！』

「略式エルフ弾」

　白い火花。

　カイが亜竜爪ドレイクネイルで撃ちだした弾丸は半透明で、白く輝く水晶の欠片かけらのよう。

　それが──何十という炎の弾丸をことごとく消滅させた。

『ッッ!?』

　悪魔の目が膨ふくれあがるように肥大化する。

『エルフノ法術!?』

「いいや、これは人間の叡えい知ちの結晶だ」

　大戦後に研究された実験兵器だ。

　法術飛散効果のある鉱石を削って弾丸に加工し、法術にぶつけることでソレを飛散──すなわち消滅させる。

「大戦中は、蛮神族のエルフがこんな道具を使ってたんだってな？」

　ただしエルフが造った法具には、エルフの法力が込められている。

　法力を有さない人間はそれを技術と科学で補おぎなった。あくまで擬ぎ似じ的な代だい替たいであるがゆえの「略式」エルフ弾というわけだ。

「行くぞ」

　割れ砕けた路面を駆ける。

　そんなカイの足下に真っ赤な円えん環かんが浮かびあがった。直径五メートルほどもある環わがカイを包みこみ、真っ赤な炎が舌を覗のぞかせる。

『燃エロ』

　天へ昇る火柱。地面に生まれた円環から生まれた炎が噴ふき上がり、その内部にあるものすべてを焼しよう失しつさせる。

　略式エルフ弾を撃つ間もない。

　そう察した瞬間に、カイは地を蹴けって円環の外へと飛んでいた。

『…………躱かわシタ!?』

「悪魔おまえたちと戦うために訓練してきたんでね」

　悪魔の懐ふところへ潜もぐりこみ、カイは亜竜爪ドレイクネイルをその脇腹へと叩きこむ。

　──発破。

　亜竜爪ドレイクネイルの切っ先で、真っ赤な花が咲くように火花が弾はじけた。衝撃が悪魔の巨体をふるわせて、膨れあがる黒煙と炎がその身体からだを覆おおっていく。

「一つ教えてやる。人間が造ったのはエルフ弾だけじゃない」

　倒れゆく巨体の悪魔。

　この弾丸も、四種族との実戦で使われるのは史上初めてに違いない。

　──略式ドレイク弾。

　亜竜ドレイクが吐きだす炎の息吹いぶきを真ま似ねた爆弾だ。亜竜爪ドレイクネイルの刃やいばを叩きこむと同時に発破。ゼロ距離の爆発によって四種族を倒すよう設計されている。

「…………っ、ふぅ」

　悪魔が起き上がる気配はない。

　爆発の衝撃で痺しびれた手を見下ろして、カイは息を吐きだした。

　……たった一発ずつ。略式エルフ弾と略式ドレイク弾の引き金を弾はじいただけで。

　……緊張で全身がふるえてる。

　初めて戦う「本物」。先の法術もそう。一歩でも跳ちよう躍やくが遅れていれば炎に巻きこまれて軽傷どころではなかっただろう。

「だけど通じる！」

　無駄ではなかったのだ、今までの死に物狂いの修練は。

「いける。……相手が悪魔だって戦える」

　今ここで何が起きているのかは、まだカイにも理解できていない。

　だが証明できた。

　強大な悪魔にだって人間は抗あらがえる。修練次第で上回ることも不可能ではないのだと。

『なんだ、貴様は？』

　唐とう突とつに。

　奇怪な羽ばたき音が、勝利の余よ韻いんを吹き飛ばした。

　ばさっと唸うなるような翼つばさの音。鳥にしては大きすぎる羽ばたき音が、すぐ頭上から。

『人間……？　我ら種族が……人間に敗れた……？』

　二体目。外見は一体目と大差ないが、宙に浮かぶこの個体は「小さい」。

　カイと同程度の身長で、先の個体と比べれば非力にも見える。

　……だけど、この圧迫感。

　……大きさだけならさっきの方が上だけど、言葉遣いから感じる知性がまるで違う。

『貴様は』

「見てのとおり人間だ」

　一体目より危険。

　直感がそう告げるなか、カイはゆっくりと言葉を返した。

「お前こそ、ずいぶん人間の言葉が上う手まいんだな」

『────』

　じっとこちらを見下ろす瘦そう軀くの悪魔。

　翼つばさを広げたまま宙に静止する二体目が、頰ほおまで裂さけた口をわずかに動かした。

『悪魔族われわれも、他の種族も。人間の言葉を操あやつるのは都合がいい』

　それはどういう意味だ？

　続けて尋ねかけるカイの意思を嘲あざ笑わらうかのように、悪魔は言葉を続けた。

『奴隷への命令は、その奴隷の言葉がもっとも有効だ』

「…………っ!?」

　人間が奴ど隷れい化されている。

　その言葉は──

　なぜこんな変化が起きたのかという根源の疑問を抜きにするならば。

　この世界の有り様をもっとも非情に、だが見事なまでに表現しきっていた。




　人間は四種族に敗北した？




『奴隷は足りている。ヴァネッサ陛下はそう仰おつしやった』

「ヴァネッサ？」

　聞き覚えのある名に、カイは眉をひそめた。

　冥めい帝てい。悪魔族を率いる「悪魔の英雄」が、まさにその名前ではないか。

「……冥帝ヴァネッサ!?　まさかあの大悪魔が!?」

『人間、貴様は危険な臭においがする。消えろ』

　悪魔の指先に灯ともる環わ。

　紫色の禍まが々まがしい円えん環かんが一気に拡がった。そこから稲妻のごとく迸ほとばしる光が生まれ、円環を伝って膨ふくれあがっていく。

「────目を閉じて！」

　聞き覚えのある声。それが誰の声なのか思い至いたる間もなく、目を刺すほどに強烈な閃せん光こうがカイの視界を遮った。

『ッ！』

　悪魔のうめき声。目の前で炸さく裂れつした閃光を直視し、目を灼やかれたのだろう。

「……閃光弾か!?」

　人類庇ひ護ご庁でも正式採用されているものだ。

　特とく殊しゆな「目」をもつ聖霊族をのぞき、多くの種族に有効と推定されている。

　だが、いったい誰が？

「こっちよ！　早くしないと悪魔の群むれがやってくる！」

　人間？

　目を灼やく閃せん光こうに背を向けてカイは走った。手招きする人影の方角へ。

「乗って、あの弾は強力だけど十秒ちょっとしか保もたないし！」

　手を摑つかまれる。朧おぼろ気けな視界のなかに浮かびあがったのは一人の少女だった。

　そのまま装そう甲こう車へと強引に乗せられる。

「放浪者確保。アシュラン、出して！」

「おうよ」

　車輪が高速回転。

　甲高い摩擦音を撒まき散らし、車が悪魔から凄すさまじい勢いで離れていく。

「悪魔アイツらは空を浮遊できるけど速くは飛べない。この車なら絶対追いつかれない……もう大丈夫だから……あーだけどアタシらの方が寿命が縮んだわよ」

　後部座席で、隣に座った少女が大きく息を吐いた。

「まったくなんて命知らずなの。アンタ、どこの人。悪魔たちに囚とらわれてた捕ほ虜りよ？　脱走してきた捕虜にしちゃ服装がアタシらっぽいけど」

「…………サキ!?」

「え？　アンタ、アタシのこと知ってるわけ？」

　少女がきょとんと目を丸くする。

　年齢は自分と同じほどだろう。天然で収まりの悪いオレンジがかった短髪に、猫のように大きな目。口の端から覗のぞく八重歯に、頰ほおのそばかす。












　間違えるはずがない。同じ部隊の同どう僚りようだ。

「知ってるも何も俺だって。助かったよサキ、何が何だか……」

「だから、アンタ誰なの？」

「……え」

　まじまじと互いの顔を見つめあう。

　昨日まで共に訓練してきた相手だ。他人のそら似で見間違えるわけがない。

「サキだよな。サキ・ミスコッティ……でいいんだよな？」

「うん」

「人類庇ひ護ご庁の兵役についてた──」

「何それ」

　首を傾かしげる彼女が、ちらりと眼を向けた先は運転席だった。

「ねえアシュラン聞いた？　人類庇護庁って？　そんなのウルザ連れん邦ぽうにあったっけ」

「いいや全然しらねー」

　軽快なハンドル捌さばきを見せる青年。

　その横顔もまた間違いなく、同僚であるアシュラン本人のものだ。

「おいアシュラン!?　アシュラン・ハイロールだろ。お前まで悪い冗じよう談だんやめろって。俺だ、カイ・サクラ＝ヴェントだって！」

「どっかで会ったか？」

「…………」

　絶句。これほどまでに、その言葉に相応ふさわしい心境はなかっただろう。

「本当に……俺のこと覚えてないのか？」

「っていうかアタシと会ったことあるわけ。ああでも、アタシの名前は知ってるんだよね」

　当たり前だ。

　もう一年以上同じ部隊で行動してた仲じゃないか。

「好きなのはオレンジ味のガムで、嫌いなのは珈琲コーヒー味のガム。身体からだの柔やわらかさが自慢で、開脚なら百九十度以上も足を開ける」

「えっ!?　ちょ、ちょっとどうしてソレを？」

「アシュランは生まれつき乗り物酔いが激しくて、車に乗るときは酔い止めを欠かさない。それでも車の運転は……」

　そう言いかけて、はたとカイは我に返った。

　アシュランが運転している？　そんな馬鹿な。墓所までの運転はいつも自カ分イかサキ任せで、もっぱら助手席で寝ているだけだった男が。

「アシュラン……お前、乗り物酔いはどうしたんだよ」

「あぁ？　んなのとっくに克服したに決まってんだろ」

　荒こう廃はいしたビル群を高速で走りすぎていく装そう甲こう車。

　荒れはてた瓦が礫れき道を運転する技術は、カイより上かもしれない。

「こんな世界だ。車が運転できなきゃ悪魔どもに捕まって奴ど隷れいの身だぜ？　乗り物酔いだなんて言ってられるかっての。…………あれ？　お前さん、どうして俺が三半規管弱いこと知ってんだ？」

「アタシの好きなガムの味まで知ってるのも不思議だし」

　うんうんとサキが頷うなずく仕草。

「アンタ、何者なわけ？」

「…………本当に覚えてないのか」

　サキもアシュランも自分の記憶そのままだ。完全に本人たちで間違いない。

　なのに。

「待ってくれ。……いったい何が起きたんだ」




　自カ分イだけが、一方的に忘れ去られていた。
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「さあ着いたぜ。俺らの町だ。秘密基地っていう方が俺好みだがな」

　廃はい墟きよとなった街並みを走り続けて。

　無人の道路の一画で、ようやくアシュランが車を止めた。

　……走ってきた時間は三十分くらいか？

　……第九主要駅ターミナルから走ってきた方角と、それにこのビル。

　そびえたつ十階建てのツインタワー。窓ガラスが割れ砕けているものの、このビルの形状は見覚えがある。

「第十主要駅ターミナルビル？　じゃあここ、第十主要駅ターミナルなのか」

　ウルザ連れん邦ぽうの第十主要駅ターミナル。

　遊歩道と並木道に彩られた緑豊かな場所だったはず。

　それがどうだ、このビルが原形を留とどめていたからこそ判断できたものの、周りのビルは倒とう壊かいして瓦が礫れきの山となり、地面は舗ほ装そう路ろが割れ砕けて土の地肌が露ろ出しゆつしている。

「お？　このビル知ってんのか？」

「つくづく不思議よね。アンタ、この近くで暮らしてたんだ？」

　車から降りるサキとアシュラン。

「……ああ」

　カイは第八主要駅ターミナル近郊の出身。それを二人が知らないわけがない。

「まあ落ちつけよ。さっき悪魔に襲おそわれてただろ。軽い混乱状態なんだと思うぜ。ちっと休めば落ちつくはずだ」

「そそ。アタシらのことも詳しかったし。ただ、その服と銃……あんま見慣れないけど」

　二人が見つめるのはカイの服装と銃じゆう剣けんだった。

　人類庇ひ護ご庁の支給品であるのだが、サキとアシュランの服装はカイと違う。

　……いや、基調になってるデザインは同じ？

　……細部が違うだけだ。でも左胸についてる紋章が、俺と違う。

　カイの紋章は人類庇護庁のもの。

　だが二人の胸についてる紋章は、明らかに別物。

「ん？　俺らウルザ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいだからな。って、そんなことも知らないのかよ」

「人類反旗軍レジスト？」

「あー……これ、混乱状態とかじゃなくて一時的な記憶喪失の線もありそう。人類反旗軍レジストを知らないなんてあり得ないもんね」

　声を上げるアシュランの隣で、サキが大きく肩を落とした。

「とにかく入りましょ。外でうろついてたら悪魔の巡回に見つかっちゃうし。アタシらは地下に用があるの。この駅ビルの地下にね」

　先導するアシュランと、カイの隣を歩くサキ。

　ビルの扉はおそらく爆発の衝撃で吹き飛んだのだろう。拉ひしやげた入口をくぐり、地下へと続く階段を下りていく。

「地下の昇降機エレベーターは？」

「見りゃわかるだろ。電気が通ってると思うか？」

　薄暗くなっていく通路をアシュランが顎あごで指ししめした。確かに、割れた窓から太陽の光が差しこんでいなければここは真っ暗闇だろう。

「あのさ。頼みがあるんだけど……」

　こくんと息を吞のみながら、カイは二人に向かってそう告げた。

「俺が記憶喪失の患かん者じやだと思っていい。今の世界がどうなってるのか教えてほしいんだ。なんで都市が壊れてて。悪魔たちが我が物顔で徘はい徊かいしてるのかも」

　悪魔は言っていた。

　──奴ど隷れいへの命令は、その奴隷の言葉がもっとも有効だ、と。

　カイの覚えている世界とまるで状況が違う。漠ばく然ぜんとソレはわかるのだが、今はできるかぎり正確な状況を知っておきたい。

「見てのとおりだ」

　地下へと続く薄暗い階段を歩きながら。

　アシュランが、見るも無む惨ざんな姿となったビルの壁を指さした。

「この世界には人間の天敵の種族がわんさかいる。特にヤバイのが四つ。悪魔族、幻獣族、蛮神族それに聖霊族。人間オレたちはソイツらとの戦争に負けた。もう三十年前だがな」

「……人間が負けたって。そんな」

　人間が大戦に勝利したという記憶──ソレと逆の結果ではないか。

　悪い夢だと思いたい。ジャンヌと買い物をしていた時のあの現象前後で、いったい何があったというのか。

「…………続けてくれ。それで人間はどうなったんだ。無事なのか？」

「逃げ隠れてるわ。ギリギリでね」

　あとの言葉を継ついだのは、隣を歩くサキだった。

「四種族が世界大陸を支配してて、今も世界中で領りよう土ど争いを続けてる。ウルザ連れん邦ぽうは悪魔に奪うばわれたから、人間アタシらは都市を捨てて逃げるしかなかったの。こんな感じにね」

　階段の終わりをサキが顎あごで指ししめした。

　静まりかえった地下三階──ぱっ、とカイの瞼まぶたに照明の光が差しこんだ。

「眩まぶしっ？」

　天井から燦さん々さんと輝く光は、地上と見まがうほど。

　……そうか。悪魔に地上を支配されたから。

　……人間は地下に逃げたのか！

　巨大地下街を利用した人間の都。

　商店と住居、それにホテルや飲食店まで。親子連れがカイの目の前を歩いていくなか、視界の奥では銃を携たずさえた兵士が巡回している。

　何もかもが渾こん然ぜんとした雑多な空間ではあるものの。

　ここには、人間の都市が姿を変えながら確かに存在していた。

「ようこそ人類特区ヒユーマンシテイ『新ネオヴィシャール』へ。使わなくなった地下鉄のスペースを丸ごと地下都市に改造したんだが、まずまず立派なもんだろ？」

　ヴィシャールは元々この第十主要駅ターミナル近辺の地名である。

　その地上部分を悪魔に奪われてしまったならば、新しいヴィシャールを造ってしまえ。そんな意味合いなのだろう。

「悪魔どもは、人間おれらから奪った都市のビルを塒ねぐらにしてる。ならば俺たちは地下に隠れちまえってわけさ。どうよ？」

「……すごい。こんなに発展してるんだな」

　悪魔から怯おびえて逃げ暮らしている。その言葉からカイが想像したのはもっと悲惨で陰いん湿しつな光景だった。

　だがここには人間の暮らしの活気がある。賑やかで力強い。

「食料は？」

「もちろんここで生産だ。走らない電車のための路線を残したって仕方ねぇし、地下鉄の軌道を取っ払って、二本のレールを引っこ抜いて枕まくら木ぎを外せば立派な農地のできあがりだ。ちなみに、電気は地上の太陽光で発電してる」

「悪魔に壊されないのか？」

「廃ビルの屋上までわざわざ偵察にくる悪魔なんていねぇよ。いたとしても連中には太陽光発電なんて理解できやしねぇ。発電装置も瓦が礫れきも同じに見えるってわけだ。その電気で、破壊されずに残った生産プラントを動かして医療薬やら服やらを作ってる」

　電気を繫つなぎとめ、食料を生産する。

　四種族に支配されながらも、人間はこうして生きながらえているわけだ。

「サキとアシュランもここで暮らしてるんだ？」

「一年くらいここにいるかもね。アタシら傭よう兵へいで、この人類特区ヒユーマンシテイの護衛に雇われてるの。四種族に対する抵抗戦力、それが人類反旗軍レジストってわけ」

　サキが自分の腰に手で触れる。

　大型の自動拳銃。サキのような小柄な少女が扱うには本来あまりに大きすぎる大口径の拳銃がそこに収まっていた。

「悪魔からウルザ連れん邦ぽうの領りよう土どを取り戻すってのがアタシらウルザ人類反旗軍レジストの目標。もちろん世界中に人類反旗軍レジストがあるわ。どこも苦戦してるのが現状だけど」

「────あのさ」

　意を決し、カイは二人へと向きなおった。

　人間が五種族大戦に負けた。そう聞いて思い浮かんだ疑問がある。

「これは……二人を馬鹿にしたような質問に聞こえるかもしれないけど、俺は本当に何もわかってなくて聞きたいことがあるんだ」

　黙って先を促うながすサキとアシュラン。

　その二人へ。

「どうして人間は大戦で負けたんだ？」

「…………はい？」

「…………どうして。って」

　二人が固まった。

　魂が抜けたような惚ほうけた表情で。

「だって……勝てるわけないじゃん」

　おずおずと口を開いたのはサキだった。

「幻獣族のドラゴンはナイフも機関銃も効きかないし。聖霊族なんて弾丸がすり抜けるもん。悪魔族は法術一発で高層ビルを蒸発させるし、蛮神族のエルフが作る法具は人間の重火器よりも強力だし……でも一番の理由は四種族の長よ。桁けた外はずれに強くて……」

「それは四英雄？　冥めい帝ていヴァネッサとか牙が皇おうラースイーエとか」

「なんだ、カイも知ってるんじゃない」

　そう言った後に、彼女がじっとこちらを見つめてきた。

「そこまで知ってて、カイはどうして人間が勝てると思ったわけ？」

「……いや根拠なんてないんだ。俺、本当に疑問に思っただけだから」

　サキに真顔で答える。

「悪魔も他の三種族も、ぜんぶシドが倒したんじゃないのか？　それで墓所に閉じこめたはずだって思ったから聞いたんだ」

「シド？」

「誰だそいつ」

「……待ってくれ二人とも。預言者シドは、さすがに知ってるだろ……」

　四種族を倒したとされる人間の英雄だ。

　つい数日前も、カイは二人とシドについて話していたはずなのに。

「シドって名前だけならまだしも……ねえアシュラン知ってる？」

「預言者って言われてもな。悪魔を倒した？　そんな奴がいたら俺らはこんな地下でこそこそ暮らしてねぇよ」

　サキとアシュランが顔を見合わせる。

　その仕草は、彼の存在そのものを二人が認識していないことを告げていた。

　……知らないんじゃなくて。

　……そもそも預言者シドが存在しないことになってる!?

　徐々に、ごく僅わずかずつながら。

　カイの記憶と、今ここで聞く世界の乖かい離りが見えてきた。

「俺の記憶じゃ人間の英雄がいたはずなんだ。預言者シドが四種族の英雄を倒したから、人間は大戦に勝利した。って……」

　ならば。

　もしも歴史上に預言者シドがいない世界があったとしたら？

　四英雄に立ち向かえる者がいない。だから人間は敗北した。あたかも、そんな筋書きシナリオに沿ったような歴史ではないか。

　……あの時で間違いないはずなんだ。

　……ジャンヌと買い物に行ってた時に見た、あの現象から、何かがズレた。

　天にできた黒点にすべてが吸いこまれていった。

　雲も地面もビルも人も、ジャンヌさえも。自分一人が取り残されて。気づけば世界そのものの歴史が一変していた。

　と。

「あれ？　ねねアシュラン」

「おう。本隊の登場か。予定より一時間早かったな」

　人類特区ヒユーマンシテイ『新ネオヴィシャール』の奥から歓声がこだました。

　人ひと集だかり。

　通りを歩く民衆が一斉に足を止め、向こう側へと喝かつ采さいを送っていたのだ。

「俺やサキはここの駐ちゆう屯とん分隊。向こうはウルザ人類反旗軍レジストの本隊だ。月に一回、こうして人類特区ヒユーマンシテイを見回ってる。本隊むこうの役目は、一言でいえば『どうやってウルザ連れん邦ぽうを人間が取り返すか考える』ことってわけだ」

　地上を取り戻す希望。

　しかし人類反旗軍レジスト本部の部隊が来ただけで、ここまで喝采が上がるものだろうか。

「ずいぶん人気があるみたいだけど？」

「そりゃ人類反旗軍レジストの指導者がいるからな。住民にとっちゃ悪魔の脅きよう威いから救ってくれる守り神だ。あと、この黄色い歓声のとおり」

　甲高い喝采は、街の女性たちのものだろう。

　それを耳にしたアシュランがやれやれと肩をすくめてみせた。

「人気があるのは本隊じゃなくて指揮官な。俺らの一番偉い上司だよ。若くて優秀、しかも見た目も大人気だからな」

「──霊光の騎士」

　ぽつりとサキがそう口にした。

「悪魔の支配からウルザ連邦を解放する希望の象しよう徴ちようって呼ばれてるの。ウルザ人類反旗軍レジストだけじゃなくて、他の人類反旗軍レジストからも一いち目もく置かれてるんだから」

　人集りが近づいてくる。傭よう兵へいたちが数名。サキやアシュランと同じ服装で、左胸にウルザ人類反旗軍レジストを示す紋章がついている。

「その指導者ってのは？」

「ほら人集りの真ん中の男性。一人だけ騎士っぽい鎧よろいだからすぐわかるでしょ。あ、ほらこっちに来るみたい」

　一息ついて。サキが、ほぅっと憧れ混じりの口調で言葉を続けた。

「ホント格好いいよねジャンヌ様。男なのにそこらへんの女子より綺き麗れいな顔してるなんて、そりゃ人気も出るよ。名前も女性っぽいのが逆にいいよね」

「…………サキ、今なんて？」

　聞き違いだろうか。

　隣に立つ少女が口にした名前は──

「ジャンヌ様！」

「お待ちしておりました。本地区、異常ありません。引き続き警備に全力をつくします！」

　サキとアシュランが姿勢を正して敬礼。

　多くの民衆に囲まれた、騎士の鎧よろいをまとう指導者へ。

「ご苦労。貴き官かんらの奮ふん闘とうに感謝する」

　麗うるわしき微笑で返す指導者。

　それは、重量感のある鎧をまとった麗しい横顔の青年だった。

　おそらくはカイと同年代だろう。凛り々りしく端たん整せいな目鼻立ち。その柔にゆう和わな表情と顔の輪りん郭かくは、少女のような柔やわらかさをも兼ねそなえている。

　それはカイにとって──

　……肌全体に日焼けの化粧をして、顔も男っぽく仕上げてる。

　……鎧を着てるのは、線の細い体型を隠すためじゃないのか？

　声も、喉から無理やりに出しているように聞こえる。そして極きわめつきは銀髪だ。男では長すぎる髪を誤魔化すために後ろで結わえている。

　それは、子供の頃、カイの前でジャンヌがしていた髪の結び方だった。

　お転てん婆ばで走り回るから髪が邪魔で仕方ないと。

「ジャンヌ？」

「────」

　振りかえる銀髪の騎士。サキとアシュランに挟はさまれた自カ分イを見つめて、ウルザ人類反旗軍レジストの指導者が首を傾かしげてみせた。

「おや、そちらは？　見慣れない顔だが」

「地上で保護しました。カイという名だそうですが、この街には住民登録がなくて」

「ちっとばかし頭を打ったのか記憶が混乱してるんすよ。悪い奴じゃないんでジャンヌ様は気にしないでください」

　サキとアシュランが口早に。

　それを聞いたジャンヌが、承知とばかりに頷うなずいた。

「そうか。では──」

「待ってくれ！　ジャンヌ、俺だ！」

　左右の二人を押しのけて、カイは幼なじみへと叫んでいた。

　これだけは何かの冗じよう談だんであってくれ。

　悪魔に支配された世界。人間が地下都市にしか住む場所がなくて、サキやアシュランが自分を覚えていなくても。彼女は一緒に行動していたではないか。

「さっきまで俺と買い物してたじゃないか！　お前が王都に出向になるからって、だからサキやアシュランに贈物プレゼントを渡したいからって。何もかも覚えてないのかよ！」

　ざわざわと周囲の人ひと集だかりが浮き足立つ。

　それは同情の視線ではなく、人類解放の希望と期待される騎士に突然に怒鳴りかかった見知らぬ者への奇き異いのまなざしだった。

「すまない」

　ふっ、とジャンヌと呼ばれた騎士が首を横にふる。

　男のフリをした────そうとしかカイには思えない裏声で。

「どこかで会ったか？　人違いであるように思えるが」

「……本当に覚えてないのかよ」

「すまない。私も部下もこの後すぐに会議が控ひかえている。サキ、アシュラン、私のかわりに貴き官かんらが彼の話を聞いてやってくれ」

　部下たちに囲まれた騎士ジャンヌが背を向ける。

　……本当に？

　……ジャンヌまで俺のこと覚えてないのか。

　何かの冗じよう談だんであってほしい。つい今しがたまで一緒にいたのに。

「ジャンヌ！」

　唇を嚙かみしめてカイは地を蹴けりつけた。

　部下たちを押しのけ、背を向けた騎士の前に詰め寄った。

「お前……そんな男のフリして指導者顔して、それがお前の夢だったのか。そうじゃないだろ。娘として親父おやじさんを越えたいんだって言ってたじゃないか。そのことも覚えてないのか！」

「────っ!?」

　ジャンヌにだけ聞こえるよう押し殺した声。

　そして、人類反旗軍レジストの指導者が肩をふるわせた……ようにカイには見えた。

　だがそれも一瞬。

「貴様!?　ジャンヌ様に何をする！」

「離れろ。ジャンヌ様、ご無事ですか！」

　肩を摑つかまれ、カイは本部の部下たちに強引にジャンヌから引き剝はがされた。

「ちょ、ちょっとカイ!?　何してるのよ！」

「お前、いきなりジャンヌ様に詰め寄るなんて……すいませんジャンヌ様、こいつホント、悪い奴じゃないんですが！」

　サキとアシュランに挟はさまれながら。

　カイは、人類反旗軍レジストの指導者が去っていく姿を呆ぼう然ぜんと見つめていた。
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　新ネオヴィシャールに「夜」が訪れる。

　地下都市では、地上を照らす太陽にあわせて天井部の照明を切り替える。

　午前ゼロ時。地上の夜にあわせ、都市でもわずかな街路をのぞいて消灯するという。

「…………」

　ホテルの一室。

　蠟ろう燭そくを灯ともした薄暗い部屋で、カイは机にかじりついて本のページをめくり続けていた。地図と歴史書、それにウルザ人類反旗軍レジストの公開文書。いずれもサキやアシュランに頼みこんで借りたものだ。

「……なんてこった」

　やがて。

　溜ため息いきとも苦笑ともつかない、疲労まじりの息がこぼれた。

「これが世界の『常識』だっていうなら……この歴史は、俺の覚えてる歴史と違う」

　カイの覚えている歴史では、五種族大戦で人間が百年前に勝利した。

　だがこの世界は違う。

「人間が大戦で敗北した。それも今からたった三十年前に敗れたばかり……」

　歴史以外は、カイの記憶のとおりだ。

　世界の大陸や山脈といった地形はそのまま。

　人間についても、街の住民記録票で、カイの近所に住んでいた住民の名前も見つけた。さらに人類特区ヒユーマンシテイで用いられる貨か幣へいも、自分の持っている世界通貨がそのまま使用されている。

　……アシュランが乗り物酔いを克服してる。

　……そんな変化はあるけど、個々人の特徴も俺が覚えているままだ。

　一方で。

　謎に包まれているのは、なぜ自分が忘れ去られてしまったのかという理由だ。

　いないのは自分と預言者シドの二人。




　自カ分イと預言者シドの記録だけが存在しないことになっている。




　まるで歴史から抹まつ消しようされたかのように。

「……どうしてだ」

　預言者シドがいないのはまだ頷うなずける部分はある。

　彼がいないからこそ人類は大戦で敗北した。そう考えれば、世界の現状と英シ雄ドの不存在とに因いん果が関係が見えてくるからだ。

「俺がいないのはどうしてだ……!?」

　人類庇ひ護ご庁の仲間たちがいる。

　なのになぜ、自カ分イだけが世界から忘れ去られてしまったのか。

　自カ分イの両親や親戚は？　新ネオヴィシャールの住民票では見つけられなかったが、近隣にある別の人類特区ヒユーマンシテイに逃れている可能性もある。

　いま確実に「存在しない」と断言できるのは、カイと預言者シドだけなのだ。

「手がかり……何かないのか。預言者シドがいなくて、人間が他の四種族に支配された。それ以外に変化は!?」

　地図と歴史書を隅から隅まで眺め続ける。

「ウルザ連れん邦ぽうは悪魔の英雄ヴアネツサに敗北した。そうだろうな、シドがいないから敗北したんだろうさ。他に何かないのか!?　俺の記憶との違い。くそ、墓所だって黒いピラミッド型のまま。なら歴代の総そう督とくとか────……」

　違和感。

　めくったページを、恐る恐るカイは戻した。

　ウルザ連邦の地図。そこに写真付きで記載されているのは黒いピラミッドだ。

　悪魔の墓所。

　……待て。俺、何かとてつもない勘違いをしてないか。

　……何かを見落としてる気がする。この墓所について。

「っ!?　そうだ、どうして気づかなかったんだ！」

　椅子が後ろに転がる勢いでカイは立ち上がった。

「この墓所……この世界にコレがあること自体がおかしいだろ！」

　大戦で勝利した人間が、四種族を封ふう印いんするために造ったのが墓所である。

　だが、この世界で敗北したのは人間だ。

「シドがいないのに……人間が大戦に勝ったわけじゃないのに、何でコレがあるんだ」

　人間が敗北したのなら、四種族を封印するための墓所があるはずがない。

　この世界の歴史と矛む盾じゆんするではないか。

「────」

　薄明かりのなか、カイは唇を嚙かみしめた。
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　翌早朝。

　カイの広げた地図を凝ぎよう視しする二人が、やがて口を揃そろえてこう言った。

「……墓所？　ううん、何それ知らない」

「俺も初めて見た。何だこの気味悪い三角形の建物……悪魔が造ったんじゃねえの？　写真撮った奴も、悪魔の建物のつもりで撮ったんだと思うぜ」

「……わかった。ありがとう」

　サキもアシュランも墓所を知らない。

　予想どおりだ。五種族大戦で人間が敗れたなら、この墓所があるのは理り屈くつに合わない。

　調べる価値はある。

「アシュラン、使ってない車あるかな」

「ん？　どっか運転して連れていけってか。昨日ここに人類反旗軍レジストの本隊が到着したばかりだぜ。俺もサキも作戦会議で動けねぇよ」

「わかってる」

　その上で、カイはアシュランに向けて手を差しだした。

「俺一人で行くから鍵かぎだけ貸してくれ。最高速度で飛ばして正午までに戻ってくるから、人類反旗軍レジストの車を貸してほしいんだ」





　　　　　　　






　墓所の荒野。

　前の世界では実に一年半におよび、カイはサキやアシュランと偵察戦闘車ガントラツクに乗りこみ、この地を行き来してきた。

「一人で来たのは初めてだな」

　装そう甲こう車から顔を上げる。

　砂混じりの風に晒さらされる黒いピラミッドが、そびえ立っていた。

「ウルザ連れん邦ぽうは王都が悪魔に占せん拠きよされて、いたるところに見張りがいる。か……」

　第九主要駅ターミナルでカイが遭遇した悪魔二体は、見張り。

　この荒野にたどり着くまでも、悪魔らしき影を何度も見かけた。そのたびに道を迂う回かいし、ここまで辿たどりついたというわけだ。

「……行こう」

　高さ二百メートルの超巨大建造物へ。

　助手席に積んでいた亜竜爪ドレイクネイルを携たずさえて、カイは運転席から飛びおりた。

「入口は異常なし。当然なんだろうけど」

　墓所の内部にいたる唯一の扉だ。人類庇ひ護ご庁が所持する鍵でしか開かない。

　……俺も十年前に一度特別に入ったきりだもんな。

　……ジャンヌの親父おやじさんがウルザ本部の長官だから、付き添いで見学させてもらって。

　そして深部に転落した。

「っと、今はそれどころじゃないか」

　墓所の外周をゆっくりと歩きだす。

　燦さん々さんと照りつける太陽光は鋭するどく、肌が痛みを感じるほどに強い。

　うっすらと額ひたいに汗が滲にじむのを感じながら墓所の裏側へ。そこで、カイは信じられないものを見た。

「封鎖石が、外れてる……!?」

　巨大な円形の石が墓所の壁面から外れ、地面に転がり落ちていた。

　悪魔の脱出を防ぐ栓の役目を果たす特とく殊しゆ装置だ。機能そのものは生きているのか、石の表面がうっすらと緑色の紋もん様ようで光り輝いている。

「墓所に閉じこめられてた悪魔がこの石を外して脱出したって線は……ないか。それならサキもアシュランも『悪魔が墓所から脱出した』って言うはずだし」

　悪魔を封ふう印いんする蓋ふたである封鎖石が、悪魔を封印する機会がないため何百年と放置されたまま。そう考えるのが妥だ当とうかもしれない。

「ここから入るのは初めてだな……」

　墓所内部へ。

　それも表側にある入り口からではなく、裏側にある封鎖石のあった穴からだ。

　悪魔を封印する空間に直接通じている。

　カイが十年前に転落した場所はちょうどこの奥だろう。

　……だけど俺も、内こ部こに転落してすぐ意識がなくなったんだっけ。

　……気がつけば墓所の外に倒れてて。

　無数に蠢うごめく悪魔たちに取り囲まれたのは朧おぼろ気けに覚えている。

　そこで預言者シドの伝説にある「光を放つ剣」を見つけて、すがる思いで剣に抱きついた────カイの記憶はそこまでだ。

　太陽の光が差さない墓所の内部。

　踏み入った途端、ひやりと冷たい空気が首筋を撫なでて通りすぎていく。その先で。

「なんだ？」

　光。通路の角から、うっすらと光の線が覗のぞいていたのだ。

　……あの光。なんだ、この感覚。

　……懐かしい？

　無意識に、光の溢れる先へとカイは駆けていた。

　光の下へ。

　通路を折れ曲がった先の広場。その中心に──




　光を放つ剣が、突きささっていた。




　預言者シドの伝説──眩まぶしき剣を携たずさえて四種族の英雄を撃破した。

　だが逸いつ話わを証明するものが残されていない。ゆえに彼の活躍は、人々の英雄願望が生みだした幻であったと考えられていた。

　そんな英雄の剣が、再び目の前に。

「……シドの剣……？」

　それは、地上すべてにふりそそぐ太陽の光を凝ぎよう縮しゆくしたかのような剣だった。

　夜を照らす暁あかつきの色調──

　陽光色に輝き続けるシドの剣。

　喩たとえるならば神の後光とも言うべき神聖さ。また驚くべきことに、その剣は水晶のように透きとおっていた。柄つかも鍔つばも透明で、うっすらと奥が透けて見える。

「……本物、だよな？」

　十年前の記憶のとおりだ。

　英雄の剣は実在した。

「そうだよ、やっぱりシドの伝説は本物だったんじゃないか！」

　十年前と同じように剣へと駆けよって柄を摑つかむ。

　そして。

　厳おごそかな老人の声が、墓所に響きわたったのはその時だった。




〝運命の憎ぞう悪おに巻きこまれた者よ。この剣を手放すな〟

〝世界座標の鍵コードホルダーを──〟




「……世界座標の鍵コードホルダー？」

　カイの前で、陽光色の剣がふわりと浮かびあがる。

　剣先から放たれた閃せん光こうが薄闇色の虚こ空くうを薙なぎはらい、そこに光の軌跡を描きだす。

　光が凝縮して形づくられる扉。

　その扉が、開き始めた。




〝…………だれ……か……お願い…………たすけ…………〟




　先とは別の声。

　消え入りそうな儚はかない少女の声が聞こえた。そう認識した時には光の扉は開ききり、輝ける光の渦うずへとカイは引きこまれていた。

「ぐっ!?　おい……今の声、誰だ!?」

　光の奔ほん流りゆうに吞のみこまれながら。

　確かに聞こえてきた少女の声に、カイは全力で声を振りしぼって叫んだ。

　──誰かがいる。

　──泣きそうな声で助けを求めている。

　たったそれだけを理解して。

　カイは、英雄の剣に導みちびかれるまま「少女」の待つ場所を訪れた。
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　気づけば。

　カイは、無限に続く雲海の中にいた。

「……墓所……じゃない？」

　何度も何度もあたりを見回す。あの薄暗かった墓所の様相が一変し、全方位どこまでも、空の果てまで埋めつくす雲海が広がる世界。

　喩たとえるなら、地上すべてに綿を敷きつめたよう──

　そして雲は純じゆん白ぱくではなく、うっすらと七色に光り輝いている。

「なんだここ……それにこの回かい廊ろうもどうなってるんだ」

　どこまでも延びている石の通路。

　通路の端には、古代彫刻を想わせる見事な石柱が数十メートルほどの間かん隔かくで建ちならび、その様はまるで太古の神殿。

　いったい誰が、このような回廊を用意したというのか。

「人間？　あとは……蛮神族だっけか。エルフとドワーフが、人間の建物より大きい要よう塞さいを造ってたって記録にあったけど」

　だがここは悪魔の墓所だ。

　蛮神族の墓所とは別である上に、カイが見た蛮神族の遺跡とも違う気がする。

「……悪魔の特とく殊しゆ空間？」

　亜竜爪ドレイクネイルを提げて通路を進んでいく。

　分岐は無視。この空間の終わりを確かめるために無心で突きすすむ。

　どれだけの時間が経過したことか。一時間。それとも二時間は経過しただろうか。感覚が麻ま痺ひするまで歩き続けた先で。

「あれは？」

　陣を描くようにそびえ立つ姿が視界に飛びこんできた。

　祭さい壇だんのごとく盛り上がった広場。

　十段にも満たない階段を走りきった先に、一際厳おごそかな大理石調の円柱が三本、天を衝つくようにそびえ立っている。

　その中心に。

「……女の子？」




　円柱に磔はりつけになった少女が、いた。




　何かの儀式に捧げられた生いけ贄にえであるかのように。

　両手を鎖くさりで縛られて、目元まで細い鎖に覆おおわれた金髪の少女が。

「…………そこにいるの……だれ……」

　カイの足音を察知したのか。

　柱に縛りつけられた少女が顔を上げた。鎖に囚とらわれて身動きできない身体からだで。

「お願い」

　掠かすれた声で、そう言った。

「……助けて。この鎖を外して……」
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　柱に縛りつけられた金髪の少女。

「お願い…………たすけ…………」

　悲鳴にも似た掠れ声。

　その必死の呼びかけに、カイは一言も応えられなかった。言葉を失っていたからだ。

　……この女の子……。

　……人間じゃない。いったい何の種族だ!?

　少女の背中には翼つばさがあった。

　背中に生えた一対の翼の根ね元もとは漆しつ黒こくの鴉からすのような濡れ羽ば色いろ。だが翼の先に進むにつれて、その羽は雪のように純じゆん白ぱくに染まっていた。

　黒と白のグラデーション。

　悪魔族？　それとも幻獣族の天使種か？

「天使と悪魔……」

　天魔？　そんな種族など存在しないはずなのに。少女の翼つばさは、天使と悪魔が混ざりあった混血を連想させた。

「────」

　じゃらり、と。

　少女を繫つなぎとめる鎖くさりの音で、カイは我に返った。

「……あなたは……だれ……？」

　呼びかけに応えなかったことを、声が届かなかったと判断したのだろう。少女が再び、今にも消え入りそうな声を必死に唇から紡ぎだす。

「誰って……」

　カラカラに嗄かれた喉で、カイは必死に声を振りしぼった。

　聞きたいのはこちらの方だ。いったい何者なのだ。なぜこんな空間で、こんな痛ましい囚とらわれ方をしているのか。

「──リンネ」

「リンネ？　お前の名前か？」

「…………」

　こくんと少女が頷うなずいた。












「お願い……たす……け…………」

「お、おい!?」

　言い終える前に、少女は意識を失って項垂うなだれた。

　……だけど。助けろって、あの鎖くさりから解放しろってことだよな？

　……それを人お間れに頼むのかよ。

　近づいた途端に襲おそわれる可能性。これが罠わなであることも考えられる。

　だが、カイが逡しゆん巡じゆんにかけた時間はほんの数秒だった。

「────わかったよ」

　第九主要駅ターミナルで悪魔と直面した時は、身の毛のよだつ圧力を感じた。

　少女からはその邪じや気きを感じない。何よりこの奇怪な空間でようやく見つけた手がかりだ。この空間が何なのか知っているかもしれない。

「助けてすぐ襲いかかってくるのは無しだからな」

　リンネと名乗った少女を見上げて亜竜爪ドレイクネイルを振りあげた。彼女を柱に繫つなぎとめている鎖に狙ねらいを定め、力いっぱい振り下ろす。

　──金属音。

　堅い音が響きわたるなか、カイは目を見ひらいた。

「硬っ!?……この鎖、どんな強度してるんだ!?」

　鎖が、剣を弾はじきかえしたのだ。レンの小指ほどの太さしかない鎖が、亜竜爪ドレイクネイルの剣を叩きつけても砕けるどころか欠けることさえない。

「なら──」

　銃じゆう剣けんの引き金に指をかける。

　亜竜爪ドレイクネイルを振り下ろすと同時に、真っ赤な火花が鎖を起点に膨ふくれあがった。

　略式ドレイク弾の炸さく裂れつ。

　少女を傷つけないよう柱の裏側にあたる鎖を破壊する──だが、濛もう々もうと立ちこめる煙の中から現れた鎖は傷一つついていなかった。

「……噓うそだろ」

　悪魔を倒した炸裂弾でさえ傷一つ付けられない。

　無理やり引っ張れば人間の腕力でも引きちぎれそうな細い鎖が、まるで魔法でもかかったかのように硬いのだ。

「これで無理なら、どうしろっていうんだよ……」

　カイの手持ちの武器はこの銃剣のみ。

　それがまるで通じないとなると、他にどんな手段なら鎖を破壊できる？

「…………待て。そういえばさっきの声」

　墓所の内部にいた時のこと。

　リンネの声とは別に、嗄かれた老人の声を聞いた記憶がある。あの声はこう言っていた。剣を手放すな。その剣の名は────

「世界座標の鍵コードホルダー？」

　刹那。

　右手に握にぎっていた黒塗りの銃じゆう剣けんが、太陽のように眩まばゆい光を放ちだした。

「熱っ!?……っ。これは!?」

　亜竜爪ドレイクネイルが光り出したのだ。

　黒塗りの刃やいばが半透明の刃へと変化を遂げて。銃身であった部分や柄つかにあたる部分も何もかもが、墓所で見たシドの剣そっくりに変わっていく。

　──剣名に反応する憑依転生メタモルフオーゼ。

　放熱が収まった後に。

　カイの手には、淡あわい陽光色の剣が握られていた。

　うっすらと透ける刀身は、これそのものが至上の宝石であるかのごとく美しい。

　剣でありながらも巨大な一本の「鍵かぎ」にも見える。

　その神々しき刀身。

　亜竜爪ドレイクネイルでも傷一つ付かなかった鎖くさりだが、この英雄の剣ならば……？

「頼む！」

　世界座標の鍵コードホルダーを振り下ろす。

　──しゃらん、と。

　鈴のような音を立てて鎖の破は片へんが地に落ちていく。眩まぶしい軌跡が、少女の鎖を鮮やかに断ちきった。

　落下する翼つばさの少女。

「…………」

「お、おい!?……何がどうなってる。ここは何ど処こで、この子は何者なんだ」

　意識を失ったまま落下する少女をカイは抱きとめた。

　驚くほどに軽い身体からだ。手に伝わる柔やわらかな肌の感触に一瞬狼狽うろたえそうになったものの、少女を床に寝かせてやる。

「だけどこの子の耳」

　あらためて彼女を眺めて気づいたことがある。

「エルフ？」

　淡い金髪からうっすらと覗のぞく耳が、人間よりも尖とがっている気がする。

　……エルフの耳。いやエルフの耳って多分もっと長いよな。記録で見たかぎり。

　……人間とエルフの耳の、ちょうど間くらいか。

　蛮神族に分類されるエルフ種の耳。そして背中には天使と悪魔の翼。

「エルフも天使も蛮神族だっけ。ってことは悪魔族と蛮神族のハーフ？　だけどこの子、それ以外は人間そっくりだし……」

　そう。

　倒れている翼つばさの少女は、驚くほど人間の少女に酷こく似じしていた。

　愛らしく可か憐れんな面立ちに、上気した頰ほおと小ぶりな唇がまさしく年頃の少女の淡あわい色いろ香かを感じさせる。呼吸のたびに上下する胸の膨ふくらみが華きや奢しやな体型から意外なほど目立つ上に、白を基調とした薄地の服ごしに腰の曲線も覗うかがえる。

　翼さえ隠せば、十六歳前後の少女で押し通せるに違いない。

　それも神秘的な可憐さを湛たたえた少女としてだ。

「人間と蛮神族と悪魔族の……混血？　いやまさか」

　存在するわけがない。異種族間で子供が生まれることなど起きないはずなのだ。

　しかし、だとすればリンネと名乗るこの少女は？

「……っ、…………ぅ…………」

　少女の身体からだがビクンと跳ねた。

　肩が小さく震える。その後に、閉じていた瞼まぶたがゆっくりと開いていく。

　翡ひ翠すい色をした瞳ひとみ。宝石のような光沢と、宝石にはない深みのある色を湛えた双そう眸ぼうがこちらを見つめて。

「お、おい？　意識、戻ったんだよな？」

「────」

　前ぶれもなく少女が目をみひらいた。

　と思いきや、激げき怒どの形相で少女はその場に立ち上がった。

「ヴァネッサ────────────ッッ！　よくもわたしを閉じこめてくれたわね。負けてない、わたしはまだ負けてないんだから！」

　少女が、背中の翼を大きく広げて臨りん戦せん態たい勢せいへ。

　目の前のカイを指さして。

「こんな弱そうな下級悪魔でわたしを止められるとでも？　冗じよう談だんじゃないわ。隠れてないで出てきなさいヴァネッサ！　悪魔の英雄でしょ！」

「え!?　ちょ、ちょっと待て!?」

「勝負はここからよ！」

　少女が叫んだ名は冥めい帝ていヴァネッサ。

　ウルザ連れん邦ぽうの都市を破壊しつくした悪魔の名である。

　……悪魔に恨うらみがあって怒ってる。

　……だけど矛ほこ先さきを向ける相手が、俺!?

「待て勘違いだ、俺は悪魔なんかじゃない。そもそもお前を──」

「うるさいうるさい、さっさとヴァネッサを連れてきなさいってば！」

　激しく首を横にふった少女が両手を掲かかげる。

　その両の掌に、混色の光を放つ螺ら旋せん模様が浮かびあがった。

「法術っ!?」

　しかし、あの輝きは何だ。

　法術は種族によって色が違うとされている。悪魔族なら紫や黒。天使やエルフなら白を帯おびているというのが五種族大戦の記録である。

　しかし何十、何百という色が重なり合った法術はいったい？

「アンタみたいな下級悪魔、わたしの敵じゃないんだから！」

　法術の光が押し寄せる。

「っ、エルフ弾──」

　咄とつ嗟さに銃じゆう剣けんを構えようとして、カイは凍りついた。

　亜竜爪ドレイクネイルはシドの剣へと姿を変えている。内蔵されていた略式エルフ弾ごとだ。今のカイには法術に対抗する手段がない。

　法術の輝きが視界を埋めつくす。

　その刹那に。




〝世界座標の鍵コードホルダーは「運命」を斬る。無用なる死の運命サダメを世界から切り離しなさい〟




　剣から響く、淑しとやかな女声。

「くっ！」

　それに疑問を抱いだく余裕もなく世界座標の鍵コードホルダーを振りおろす。

　シドの剣。陽光色に輝く剣けん閃せんが、リンネの放った混色の法術を真っ二つに切断した。

　──リィン、と。

　鈴の音にも似た音を奏かなでながら法術が消滅。

　陽炎かげろうか蜃しん気き楼ろうか。まるで白はく昼ちゆう夢むのごとく、火の粉一つ残さず消えていく。

「……法術が消えた？」

　思わず呟つぶやいたのは、シドの剣を振るったカイ自身である。

　法術を斬る刃やいば。直撃していれば命に関わるであろう法術が、まるで「なかったこと」のように消滅したのだ。

　一方で、法術を放った少女は。

「…………うそ」

　リンネが呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

　カイと、カイの握にぎる世界座標の鍵コードホルダーを順番に見比べて。

「な、何よ今の!?　悪魔のくせにそんな武器を使うなんて知らないわ！」

「だから悪魔じゃないって言ってるだろ」

「え？」

「頭に血が上って聞いてなかったわけか。……ほら、人間だろ。悪魔の翼つばさも尻尾しつぽもないんだから」

　両手を広げてみせる。

　少女の全身から立ち上っていた敵意が消えていくのを感じながら。

「助けてやった身だし。俺に敵意がないことくらいはわかってほしいんだけど」

「……あなたが、わたしを助けた？」

「他に誰がいるんだよ。ここ、俺たちしかいないんだから」

「…………」

　開いていた翼が折りたたまれていく。

　カイから見えなくなるくらい翼を小さくする。それが「不戦」の意思の表れだろう。

「ごめんなさい。わたし、悪魔に恨うらみがあったからつい……」

　しゅんと萎しおれた声でリンネが口にする。

　だがすぐに、少女は小さくうめき声を上げてふらりと膝をついた。

「眩まぶしい……？」

「ああ。さっきまで意識を失ってたからな。急に光を浴びたから」

　額ひたいに手をあてる仕草のリンネ。

　明らかに人間ではないはずなのだが、その仕草からして人間そっくりだ。

「さっきヴァネッサって呼んでたよな。悪魔の英雄のこと？」

「…………」

　無言で、リンネがこくんと頷うなずいた。

「わたしを閉じこめた張本人だもん。だから、ここにいるのはアイツの部下だと思ったの」

「俺のどこを見たら悪魔に見えるんだ？」

「わ、わかんないわよ！　わたし……種族が違うし……気が気じゃなかったから」

　そう言うリンネの翼は、長髪に隠れてカイからは見えない程に小さくなっている。

「種族が違うってことは悪魔じゃないんだな？」

「天魔──」

　偶然か。

　リンネが名乗った種族はカイが思い浮かべたものと同じだった。

「……って呼ばれたこともあったわ」

「『本当は違います』って意味に聞こえるけど」

「ど、どうでもいいでしょ種族なんて。そんなの何でもいいじゃない！」

　語気を強めてリンネが叫んだ。

　──ふれて欲しくない。

　そう思わせるように、その大粒の瞳ひとみを大きく揺らして。

「助けてくれたことには礼を言うわ。攻撃しちゃったことも謝る。でも種族のことは……言わないで。その話は好きじゃないの」

「……わかった」

「わかってくれて嬉うれしいわ」

　ともすれば社交辞令のような返事だが、ほっとしたように表情を弛たるませた反応を見るに、今のはリンネの本心なのだろう。

「ねえ人間、あなたは」

「カイ」

　苦笑を押し隠してカイは答えた。種族は間違っていないが、目の前でそう呼ばれるのはさすがに抵抗がある。

「人間なんて言われるの慣れてない」

「……わたし、リンネ」

　鎖くさりに繫つながれていた時に名乗った記憶が朧おぼろ気けなのだろう。あらためてリンネが自分の名を口にした。

「一つ聞きたいんだけど、俺たち今どこにいるんだ。悪魔の英雄と戦って、それでここに閉じこめられたって言ったよな」

「うん。でもここが何ど処こなのかはわからないの」

　リンネがふり返った。

　繫がれていた円柱を見上げ、続いて何かを警戒する面持ちで辺りを見回して。

「冥帝ヴアネツサと一騎打ちで戦って、それでここに閉じこめられて……」

「一騎打ち!?」

　さらりととんでもない言葉を口にするリンネ。

　……相手は、悪魔の英雄だぞ？

　……ソイツと戦って生き残ってるだけで、とんでもないことじゃないのか。

　だがこんな場所に封ふう印いんされていた上に、天使と悪魔の翼つばさ。種族のことを聞かれるのを嫌がる様といい、彼女が特異な存在であることは想像に難くない。

「……もしや、めちゃくちゃ強い？」

「ふふん凄すごいでしょ」

　自慢げにリンネが胸を張る。

「わたし強いのよ。悪魔の大群も、よっぽど強い奴がいなかったら蹴け散らせるんだから」

「……そんな強さで容よう赦しやなく俺を攻撃してきたと」

「だ、だからソレは謝ったじゃない！　本当に誤解だったの！」

　少女の顔が耳まで真っ赤に。

　エルフに似た耳がぴょこんと横に跳ねたのは、おそらく動揺の表れだろう。

「でも危なかったのね。カイが冥帝ヴアネツサの部下だと思ったから、わたし手加減なしで攻撃しちゃったし。防いでくれてほっとしたわ」

「俺が防いでなかったら？」

「身体からだが百個くらいの破は片へんになってバラバラに……」

「手加減なしにも程があるだろ!?」

「ねえ、でもどうやったの？　わたしの法術を防いだのって」

「ん？　ああ、実は俺もよくわかってないんだけど……」

　英雄の剣をちらりと見下ろす。

　かつて預言者シドは、この剣で大戦を戦い抜いたとされている。

　……四英雄に剣一本でどう挑いどんだのかずっと疑問だったけど。

　……さっきのがその答えか？

　剣から聞こえた声の通りならば「運命」を斬る。

　リンネの法術で致ち命めい傷しようを負う「運命」を切せつ除じよした。にわかには信じがたいが、これだけ立て続けに超常事象が起きているのだ。見たままを信じる以外に選択肢がない。

「たぶんこの剣が──」

「うんうん。この剣が？」

　頷うなずいて先を促うながすリンネの背後。

　何もないはずの空間に、音もなく渦うず巻まく黒点が生まれた。渦うず潮しおを思わせる穴が広がり、そこから「何か」が現れる。




〝運命特異体■■■が覚醒。新世界への干かん渉しよう危険性『最悪』と判断〟

〝切除器官ラスタライザによる封ふう印いんを開始する────〟




　さながら残虐に破壊された人形マリオネツト。

　現れたのは、身体のあちこちが欠損した奇怪な異種族の少女だった。

　外観は人間のそれに酷こく似じしているが、右肩から先は蛇へびの胴体のような触手構造。背中には骨格だけの翼つばさが生えている。

　そして頭部が二つ。相そう貌ぼうは、どこかリンネに似た面影がある。そんな気がした。

　だが違う。

　……リンネとは違う。

　……なんだ、このどうしようもない寒気!?

　世界座標の鍵コードホルダーを持っていても手のふるえを抑えられない。

「こいつよ！」

　声を引き攣つらせたリンネが慌てて跳び下がる。

「冥帝ヴアネツサと戦ってる時に……コイツが現れて、わたしをここに閉じこめたの！」

「じゃあ悪魔か？」

　冥帝ヴアネツサが従えていたのならば悪魔族以外にありえない。

　だが本当に？　この怪物が冥めい帝ていヴァネッサの配下だというのか。五種族大戦の記録に、こんな悪魔がいたという報告はなかったはずなのに。

「逃げましょう。こっち！」

　リンネの決断は早かった。

　こちらに向かって手招きするや、三本の円柱の奥に向かって走りだす。

「わたしがここに引きずり込まれたのは祭さい壇だんの奥！　そこの穴が開いてれば──」

　だが、そのリンネの頭上に影。

「リンネ！　上だ！」

「……え？」

　宙に生まれたもう一つの黒点。そこから怪物の右手にあたる触手が凄すさまじい勢いでリンネめがけて襲おそいかかった。反応する間もなく全身を絡めとられる。

『運命特異体■■■を捕獲』

　少女の悲鳴が、こだました。

『無座標化ゼロコードを開始する』

　無数の黒くろ渦うず。怪物が転移に使ったものを極小に圧縮したものが何百何千と顕けん現げんし、それが一斉にリンネの全身にまとわりついていく。

　そして消去。

　リンネの身体からだが、消しゴムで消すかのように削り取られていく。

「あ……あ？……い、いや……いやぁぁぁぁっっ！」

　リンネが自カ分イに向かって手を伸ばした。

　救いを求めるように。だが、その手さえも黒渦に覆おおわれて削り取られてしまう。

　少女の身体が消えていくのを目まの当たりにして。

「────────っっっふざけんじゃねえよっ！」

　激げき昂こうが、恐怖を凌りよう駕がした。

　……この何もかも理不尽みたいな世界で。

　……目の前にとんでもない怪物がいて……だからどうした！

　ここには英雄の剣がある。

　カイ自身も、四種族という強大な相手のために死に物狂いで修練を重ねてきた。

　どんな敵にも抗あらがえる。そのはずなのだ。

　ゆえにカイが激げき怒どしたのは、ただ震ふるえて見ているだけの自分自身だった。

「止まってんじゃねえよ自お分れ！」

　陽光色の剣を全力で握にぎりしめて。

「シド、あんたの剣を借り受ける！」

　輝く刃やいばを、カイは、リンネを捕らえた怪物の触手めがけて振り下ろした。

　──リンネを離せ！

　一いつ閃せん。

　ざぁっと音を立てて、雲が晴れるように黒くろ渦うずの群むれが退ひいた。

『………………!?』

　触手を切断された怪物がよろめく。

『世界座標の鍵コードホルダー…………世界ノ意思……禁断ノ剣……何な故ぜココニ…………!?』

「こっちだリンネ！」

　それに構わず少女の手を取って引き寄せた。

「走れるか!?」

「……だ、だいじょうぶ！」

「行くぞ。あんな奴の相手する必要なんてない！」

　その手を取ったままカイは祭さい壇だんの奥へと駆けだした。

　リンネが指さす方角へ走り続け、その先に──

「あった！　あれよ！」

　光の亀き裂れつ。

　虚こ空くうに浮かぶ光の扉に、カイはリンネと同時に飛びこんだ。





　　　　　　　






　悪魔の墓所。

　瞬まばたき一つにも満たない間に、カイは、薄暗い墓所の内部に立ちつくしていた。

「……はぁ……っ……ぁ……逃げ……られたの、か……？」

　あの異様な怪物がいつ追ってくるか。

　乱れる息であたりを窺うかがうも現れる気配はない。しんと鎮しずまった暗闇の中、自分とリンネの荒い息が聞こえるのみ。

「リンネ？」

　倒れこんだ格好で少女は動かない。そう思いきや。

「──────っ！」

　リンネが跳ね起きて、しゃがみこむカイへと抱きついてきた。

「お、おい!?」

「………………こわかった……の…………っ…………身体からだが…………ざわざわしてる……」

　声にまじる嗚咽おえつ。

　カイの首に手を回して抱きつく少女は、ふるえていた。

「本当に……本当に…………こわく……て…………」

「────」

「……うそ……じゃない、もん…………」

「ああ。俺だって本気でヤバイと思った。同じだよ」

　縋すがる少女の背中に手を回す。

　無理もない。あんな怪物に襲おそわれて、カイの救出もあと数秒遅れていればどうなっていたかもわからなかった。恐慌状態に陥おちいってもおかしくないだろう。

「しばらくこうしてろ。落ちつくまで待っててやるから」

　リンネは無言。

　言葉のかわりに小さく頷うなずいて、しがみつく手にぎゅっと力をこめることで応えてきた。

「…………あたたかい……」

　やがて、控ひかえめな口ぶりでリンネが呟つぶやいた。

「ん？」

「こんなことしてもらったの、初めて……」

　初めて感じる温もり。

　それが意味するところを察し、カイは思いきって問いかけた。

「仲間は？」

「そんなのいない」

　少女の答えはあまりにも素そっ気けなかった。

「ずっと……一人だもん…………わたし、仲間なんていない…………親もいない……何もいないの。わたし、気づいたら一人だったから」

「────」

　気づいたら世界に一人。

　リンネが口にした言葉に、カイは顔をしかめていた。身を以て知っている。この少女の苦しみが痛いほどに伝わってきたからだ。

　……何の皮肉だろうな。

　……俺だけじゃなかったわけだ。

　世界すべてから疎そ外がいされた孤こ独どく。

　まさか、その感情を共有できる相手がこんなところにいるなんて。

「わたし……自分の種族のこと知らないの。だからずっと一人ぼっち。蛮神族にも聖霊族にも幻獣族にも『お前は違う』って言われたから」

「悪魔族も？」

「一番ひどかったわ。『醜い雑種まざりものめ』って。それで何もかも嫌で、その場にいる悪魔と大喧げん嘩かしたんだもん」

　戦いは激化し、冥めい帝ていヴァネッサとの一騎打ちに発展した。

　それが、ここに至いたるまでのリンネの経緯だろう。

「……俺もだよ」

　その一言に。

　抱きついていたリンネが顔を上げた。

「カイも？　どういうこと、人間なんでしょ。人間なんて沢山いるじゃない」

「知り合いがいない。一人もいなくなったから、似たようなもんさ」

　幼なじみのジャンヌも、同どう僚りようのサキやアシュランも自分のことを覚えていない。この世界では、なぜか自分という存在が「無かった」ことにされている。

「……いなくなったって。死んだの？」

「いいやピンピンしてる。だけど何もかも忘れちまったらしい。……ま、おかしくなったのは俺の方かもしれないけど」

「どういうこと？　カイはおかしくなんかないでしょ」

「いや。これを言うとリンネにも笑われるかも」

「笑わないよ？」

　抱きついたままの態勢で、リンネ。

「わたし、カイのこと笑ったりしない。カイがわたしのこと笑わないから」

「……俺、人間が負けたのが信じられないんだ」

　首を横に振ってカイは続けた。

「俺が覚えてるかぎり、五種族の大戦に勝ったのは人間だった。なのに、歴史が逆転したとしか思えない。人間は負けて、かわりに人間の都市を悪魔が占せん領りようしてる」

「え？　待ってカイ」

　抱きついていたリンネが離れた。

「どういうこと。悪魔がのさばってるって」

「ん？」

「わたしが冥帝ヴアネツサと戦った時は、そんなことなかったけど……」

「そんなことっていうのは？」

「悪魔が人間の都市を占領してるっていう話。そんなの聞いたことないもん」

　ぼんやりと宙を見つめる彼女。

　しばらく無言で考えて、リンネが「あっ」と声を漏らした。

「わたしが覚えてるのもカイと似てるかなぁ？　わたしが冥帝ヴアネツサと戦うちょっと前だけど、人間が大戦で勝ち始めてた気がするの」

「っ！　それはどうして！」

「人間の英雄……だったと思う。カイの方が詳しいでしょ？」

　耳を疑うたがった。

　まさか異種族であるリンネの口から、その言葉が紡がれるなんて。

「人間の中にすごく強いのが出てきて、それが人間の英雄だって悪魔が騒いでて──」

「シドを知ってるのか！」

「きゃっ!?」

　思いあまって、カイの方がリンネを抱き寄せていた。

「リンネ、シドを見たことがあるのか!?」

「ちょ、ちょっとカイってば……し、知らないわよ。人間の名前なんて興味ないもん」

「あ……そうか。そりゃそうだよな」

　だが、この世界のサキやアシュランは「人間の英雄などいない」と言っていた。

　つまり「人間の英雄」という言葉が出ることそのものが、リンネが、自カ分イと同じ歴史を認識している証あかしになりえる。

「カイ？」

「……よかった……」

　抱きついていたリンネから手を離す。

　暗い天井を見上げ、カイは心の底から安あん堵どの息をこぼした。自分の記憶は間違ってない。同じ歴史を認識している少女がここにいたのだ。

　──やっと出会えた。

　こんな何が起きたのかもわからない状況で、人間が大戦に敗れて都市を奪うばわれた世界で、ようやく一人見つかった。

　自分の孤こ独どくを理解してくれる、仲間が。

「？　カイ？　ねえ、何がよかったの？」

「俺たちが仲間だってこと。同じ記憶を持ってる仲間だったんだよ」

「……なかま？」

　リンネは今ひとつ要領を得ていない面持ちだ。

　それもそう。親も同類の種族もいない中、こんな突然に出会った人間から「仲間だ」と言われても、すぐには釈然としないだろう。

「ほっとしたってこと。さっきリンネが、助かったって俺に抱きついてきたのと同じ」

「……そうなの？」

「ああ。どうやら俺たち、お互い一人ぼっちってわけじゃないらしいぜ」

　預言者シドは実在した。

　そして五種族大戦でシドが勝利した歴史も間違いなく存在する。

　世界中のすべての人間が忘れてしまったのだとしても、自分とリンネだけは正しい歴史を覚えている。同じ記憶を共有していたのだ。

「……わたしが一人ぼっちじゃないって？」

「俺がいる。頼りになるって保証はできないけどさ」

「…………」

　リンネがまじまじとカイを見上げた。

　四つんばいに近い姿勢で、翼つばさをもつ少女がぐっと顔を近づけてくる。

「……なんだよ」

「そんなことわたしに言うの、カイが初めて」

「俺だってこんなこと言うの初めてだよ」

「そっかぁ……」

　そう言って。

　リンネが口元をくすりとほころばせた。

「じゃあ一緒だね」

　彼女が初めて誰かに見せる、慣れない不器用な微笑ほほえみだった。














　　　　　　　１






　漆しつ黒こくのピラミッドの外へ。

　さっと頭上を照らす西日に、カイは反射的に目をつむった。

「……夢じゃないんだよな。これまでのこと全部」

　墓所の内部でシドの剣を見つけた。

　さらに、奇妙な異空間に閉じこめられていた少女リンネを助けた矢先に、奇怪な怪物に襲おそわれて命からがら逃走してきた。

　こんな話を誰が信じるというのだろう。

「俺だってまだ半分くらい夢ゆめ現うつつの感じだけど……」

　紛まぎれもない現実だ。

　なぜならカイのすぐ後ろに、その少女リンネがついてきているのだから。

「うー、眩まぶしい！　太陽なんて久しぶりかも」

　目を細めたリンネが、おそるおそる墓所の外へと顔を出した。

　尖とがった耳を金髪から少しだけ覗のぞかせて、その背中に天魔の翼つばさを広げて歩いてくる。

　蛮神族と悪魔族と、人間。

　一目見ただけでも三種族の特徴を宿やどした少女──

「ねえカイ、ここどこ？」

　そんなリンネが、怪け訝げんそうな顔つきで荒野を見渡した。

「ウルザ連れん邦ぽうにある荒野。世界大陸の北側だけど見覚えないか？」

「……覚えてないの。ずっと閉じこめられてて」

　地平線の端から端までをリンネがじっと睨にらみつける。

「このあたりが悪魔の支配地になってるの？　悪魔の姿は見えないけど」

「悪魔の大半は人間の都市に棲すみついてる。この辺りは悪魔の数も少ないさ」

　人類反旗軍レジストの資料から得た知識だ。

　ウルザ連邦の王都ウルザークは悪魔の巣そう窟くつになっている。同時に、囚とらわれた人間たちが奴ど隷れいとして暮らす場所でもある。

「この国の王都が、リンネの戦った冥帝ヴアネツサの塒ねぐらになってる。ここは王都から離れてるけど一体か二体は見回りがいるかもな」

「……ねえ」

　翼を広げたリンネが背中を反らして天を仰あおいだ。

「カイはこの先どうするの」

「俺？　ああそこだよな。墓所に来たのも思いつきだし、ここから先は」

　言いかけた矢先。

　カイの見ている目の前で、翼の少女がふらりとよろめいた。

「リンネッ!?　おい！」

　翼を広げたまま地に膝をつき、リンネがうつぶせにくずおれる。

「……あ。あれ？　おかしいな。全然、力なんて使ってないのに……」

　声を震ふるわせながら、リンネ。

　上半身を反らして起き上がろうとするも、すぐに力つきてまた倒れこむ。

「たぶん、ずっと磔はりつけになってたからだ。急に歩いたせいだと思う」

「……わたし、一人で立てるよ？」

「無茶するなって」

　肩を組んで起き上がらせる。

　リンネから伝わってくる力は、生まれたての赤子のように弱々しい。カイが肩を組んで起き上がらせても、まだ足がおぼつかずにぎゅっとしがみついてくる。

　そんな彼女をしばし見つめて。

「リンネ、どこも行くアテがないなら一緒に来るか」

「カイと？」

「俺に摑つかまってないと立てないくらい疲れてるんだから、一緒にいなきゃダメだろ。人間の町なら悪魔に襲おそわれる心配もないだろうし」

「……わたしが人間のところに？」

　声のトーンが跳ね上がったのは、それだけ予想外の申し出だったからだろう。

　うつむくリンネが無言で思案して。

「……嫌」

　血を吐くような口ぶりでそう言った。

「五種族はぜんぶ信用できないよ。悪魔族も蛮神族も聖霊族も幻獣族も。わたしが近づいただけで『違う』って匂いでバレちゃうから……」

「人間も？」

「……人間も信用できない……好きじゃないもん」

「俺は？」

　リンネが口ごもった。

「……カイは……わたしのこと助けてくれたから……」

「俺はいいんだな」

「でもっ！　カイがそうでも、人間は違う」

「だったら俺だけ信じてついてくればいいさ。俺が噓うそついてると思ったり信用できないと思ったら引き返せばいい。それで済む話だから」

「────」

　リンネは言い返さない。

　それが無言の肯定であるとわかって、カイは墓所を下っていった。

　装そう甲こう車へ。

「……これ、動いてるの見たことあるわ」

「なら説明が楽で助かるよ。リンネは俺の隣な。そうそう、その助手席」

　車輪が、回転。

　四輪駆く動どうのオープンカーが走りだすなか、初めて「乗車」を体験するリンネはというと、早くも真っ青な顔で滝のように脂汗を流していた。

「リンネ？　おいリンネ？」

「な、なな、何よこれ!?　動く！　動くわ。お尻がムズムズして気持ち悪いっ！」

「タイヤの振動だよ。すぐ慣れる」

「ウソ！　いくらカイでも信じられない……い、いやぁ降ろしてぇぇぇっっっ!?」

　助手席で、無理やり絶叫マシンジエツトコースターに乗せられた子供のごとく泣き叫ぶリンネ。

　挙げ句のはてに、隣で運転するカイにしがみついて。

「たすけてカイっっっ！」

「わっ!?　っておい、待てリンネ。踏んづけてる！　ギアの操作レバー踏んづけてる！　車が────」

　二人の悲鳴が荒野に響くまで、時間はさほどかからなかった。
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　ウルザ連れん邦ぽう・第十主要駅ターミナル。

　廃はい墟きよと化したビル群が連なる市街地を、装そう甲こう車が走りぬけていく。

　警戒すべきは、巡回する悪魔の存在だ。

　……悪魔に尾行されてる可能性もあるもんな。

　……サキとアシュランからも絶対にバレるなよって念押しされたし。

　人類特区ヒユーマンシテイへの入り口だけは知られてはいけない。運転しながらも常に尾行を警戒しなければならないのだが。

　今は、リンネが悪魔族の法力を感知できる。

「リンネ、どうだ？」

「ううん平気。悪魔の法力は感じないよ」

　助手席のリンネ。

　初めての乗車体験も落ちついて、今は安心しきった様子で座席に身体からだを預けている。

「ねえカイ、こんな場所に人間の住処すみかがあるの？」

「ああ。もうすぐ大きなビルが見えてくるけど、その地下から町に行けるから」

「……本当にこうなってるのね」

　罅ひびだらけの車道。

　瓦が礫れきの山が埋めつくす風景を眺めて、リンネが助手席から身を乗りだした。

「わたしが冥帝ヴアネツサと戦った時は、悪魔はずっと東の火山に棲すんでたわ」

「俺もそう覚えてるよ」

　悪魔の本来の住処は、灼しやく熱ねつの火山地帯。

　カイの所属する人類庇ひ護ご庁ではそう記されていた。

　五種族大戦時の記録と推測できるが、リンネが冥めい帝ていヴァネッサと戦って拘こう束そくされたのが、まさにその頃のことだろう。

「カイは、この世界が『変わった』って言ったよね？」

「ああ。こっちじゃリンネしか信じてくれないだろうけど」

　ここに至いたるまでの車内で、カイは自分が見たままをリンネに伝えた。

　──あの時からだ。

　世界が急変した。ビルも道路も人も何もかもが空に吸いこまれていって、それからだ。人類が大戦に勝利した歴史が、逆に敗れた歴史になっていた。

「昨日までは俺も半信半疑だった。でもリンネと会えたから、もう迷わない」

「迷わないって、何を？」

「ここは俺たちのいた世界じゃない。俺たちは、大戦の結果が逆転した歴史の世界にいる──って。そう信じぬくことをさ」

　同じ歴史きおくを共有しているリンネがいる。

　彼女の存在が、今の自分にとって何と心強いことか。

「どうせ俺たちの間でしか話さないし、二人で覚えてる歴史が正史ってことにしていいと思う。シドって人間がいた歴史の方な」

「じゃあこっちは？」

「俺たちの覚えてる歴史とは違う『別史』の世界。そういう認識になると思う」

　正史と別史。

　この両者の歴史をわけ隔へだてるもっとも大きな違いが、「預言者シドの存在・不存在」であることは疑うたがいがない。

　シドがいたことで、百年前に大戦で勝利した正史の世界。

　シドがいないことで反撃の機を失い、三十年前に大戦で敗北した別史の世界。

　その両者が入れ替わった瞬間が、カイの目撃した事象だった可能性が高い。

「リンネはこっちの世界は好き？」

「大っ嫌い」

　少女が口を尖とがらせて断言した。

「一番嫌いなのが悪魔族で次が蛮神族。どっちもわたしのこと『穢きたない』とか『呪のろわれてる』とか言うの。そいつらが世界を牛ぎゆう耳じってるんでしょ？　絶対にお断りよ」

「なら──」

「この別史の世界から脱出する。でしょ？」

「ああ。『脱出』って表現が正しいのかもまだわからないけど、とにかく俺たちの覚えてる正史の世界に戻りたいな」

　なぜこんな世界の異変が起きたのか。

　人間の技術でできることとは思えない。

　ならば人間以外。真っ先に思いあたるのが四種族のいずれかという説だ。強大な法力を有する四種族ならば、これだけの事象も可能かもしれない。

「リンネさ、これが法術のせいってことは考えられる？」

「わかんない。聖霊族の法術に変わったものが多いんだけど、違う気もするし……」

　と。

　唐とう突とつに言葉を区切ったリンネが、顔を上げた。

「人間の臭においがする？」

「もうすぐ着くよ。車を停めたら到着だ」

　第十主要駅ターミナルビルの裏側へ。

　うずたかく積もった瓦が礫れきの間に車を留め、リンネを降ろす。

「ここの地下に人類特区ヒユーマンシテイがあるんだ。俺も昨日来たばかりだけど」

　辺りを窺うかがうリンネ。

　そんな彼女の出で立ちで、カイの目についたのは背中の翼つばさだ。

　……リンネの場合はやっぱり翼コレだよな。

　……着てる服はエルフの霊装らしいし、ちょっと変わった衣装で通すとしても。

　リンネの特徴は天魔の翼、そしてエルフのように尖とがった耳。

　もっとも後者はエルフほど大きくないので横髪に隠れて目立たない。問題は、背中から覗のぞいている翼だろう。

「俺の上着を羽織ってもらってリンネの背中だけ隠すか。ホテルに着けば──」

「わたし、翼しまえるよ？」

　そう言うリンネの背中で、翼がみるみる小さくなって服の下に隠れていく。

「え!?　どうやったんだ？」

「すっごく小さくしただけ。外から見えないでしょ？」

　驚いたカイを見てリンネがいたずらっぽい笑顔。

　仲間の種族がいないから、こうして誰かに驚かれる反応がリンネにとっても新鮮な感覚なのかもしれない。

「ねえねえ、すごい？」

「……ああ。すごいすごい」

「もっと褒めていいわよ！」

「子供かよ。ほら、こっち。あんまりはしゃいで悪魔に見つかったら大おお事ごとなんだから」

　自慢げなリンネに苦笑で応え、カイはビルの入口を指さした。





　　　　　　　






　世界を支配する四種族から逃れ、人間は大陸の辺境に人類特区ヒユーマンシテイを興おこした。

　荒れはてた荒野や砂漠、あるいは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの渓けい谷こくに。

　そしてここ人類特区ヒユーマンシテイ『新ネオヴィシャール』はウルザ連れん邦ぽうの王都の近郊、その地下鉄構内を利用した街である。

「ここだよ。このホテルに俺も昨日から泊まっててさ」

　この人類特区ヒユーマンシテイの唯一のホテルだ。新ネオヴィシャールに駐ちゆう屯とんする人類反旗軍レジストも利用しているため、通路には傭よう兵へいが歩く姿もある。

「って、リンネ？」

　肩に触れる、やわらかい肌の感触。

　ふり返ったそこに、左肩にぎゅっと抱きつくリンネの姿が。

「だ、だだだ、だめよカイ！　離れちゃダメ。ここは危険よ！」

「……危険？」

「人間がいっぱいいるわ！　嚙かみついてくるかも……」

「誰も嚙みつきゃしないよ。ほら見ろ、誰もリンネのこと疑うたがってないし」

　ホテルの通路を行きかう宿泊客を睨にらみつけるリンネだが、当の宿泊客たちはそんな視線にも気づかず通りすぎていく。

「言ったろ。翼つばさと耳だけ隠せば大丈夫って」

　今のリンネは、もはや可愛かわいらしい人間の女の子そのものだ。

　エルフの血──透きとおるような白はく磁じ色の肌の美少女だからこそ、公衆で堂々と抱きつかれるカイの方が、実は人目が気になって恥ずかしい。

「……リンネ、できれば腕にしがみつくのは勘弁してくれ。たぶん目立つ」

「わ、わかったわ！」

　今度は背中にぴったりくっついてくる。

　それもできれば勘弁してくれと言うべきか、悩んでいる間に。

「ようカイ戻ったのか」

「あーホントだ。お帰り。そろそろかなって思ってたんだよね」

　サキとアシュラン。

　長身の青年と小柄な少女が向かい側の通路から。どちらもウルザ人類反旗軍レジストの戦闘衣に身を包み、小銃を肩に携けい行こうしている。

「車、助かったよアシュラン」

「人類反旗軍レジストの上司には内緒な。勝手に備品クルマを貸したなんて知られると煩うるさいからよ」

　カイの放った自動車の鍵かぎを受けとめるアシュラン。

「悪魔の斥せつ候こうに見つかってないよな？」

「そこは保証する。見晴らしのいい荒野だったし、悪魔の見張りがいればすぐわかる」

「上出来だ……で。さっきから気になってるんだけどよ」

　アシュランが、カイの背中から見え隠れする少女を見下ろして。

「そっちの可愛い子は？」

　びくんっと背後のリンネが全身を強こわばらせた。

「なあ、俺アシュラン。アンタは？　どこの人類特区ヒユーマンシテイの出身？」

「こらアシュラン、まーたすぐナンパする」

「挨拶くらいいいだろサキ。なあ？」

「……い、嫌っ！　人間のくせに、わたしに話しかけないで！」

　カイの背後から飛びだすや、リンネが二人めがけて両手を突きだした。その手に法術の光が瞬またたく間に収束していって。

「吹き飛──」

「吹き飛ばすな!?」

　そんな少女を、カイは後ろから羽は交がい締じめにして制せい止しした。

「落ちつけリンネ！」

「先手必勝あいさつよ。出会いがしらの法術は世界の常識ルール」

「そんな物ぶつ騒そうな挨拶ないから!?　とにかくダメだ！……サキ、アシュラン。俺ちょっとこの子と話がある。さっき外で倒れてたのを見つけたんだ！」

　リンネの首根っこを捕まえるや通路を走りだす。

「あ。おいカイ──」

「また後で！」

　自分の部屋に大急ぎで駆けこんで鍵かぎを閉める。

「……危なかった」

　もしリンネが法術を放っていたらと思うとぞっとする。

　彼女の正体が異種族であるとバレてしまうのもそうだが、何より人間の街を破壊した罪でお尋ね者になるところだ。

「ねえカイ」

　扉によりかかるカイを前にして。

　そのリンネが、瞬まばたきもせずにこちらを上目遣いに見つめてきていた。

「わたし、カイを困らせた？」

「…………」

「わたし、やっぱり邪魔……かな」

「……なに言ってんだよ」

　自カ分イを困らせた。

　そうと悟れば、リンネは躊躇ためらわず人類特区ヒユーマンシテイを出ていく。そんな気がした。

「リンネは悪くない。俺がきちんと説明するべきことだった」

　扉ごしに通路の方を指さして。

「さっきのはアシュランっていう俺の同どう僚りよう。リンネに攻撃したりしないから」

「…………」

「だからリンネもな。間違っても攻撃しちゃだめだ」

「……うん。カイが言うなら信じる」

　不ふ承しよう不ぶ承しようながらもリンネがこくんと首肯。

「ここがカイの住処すみかなの？」

「今のところな。ここなら他の種族に見つからない。でもベッドが……」

　肝心のベッドが一人用である。

　窮きゆう屈くつを我慢するなら二人で横になれるかもしれない。が……リンネの外見は紛まごうことなき美少女だ。同じベッドで寝るとなればカイの方が緊張する。

「俺、受付で予備の寝具もらってくるよ。リンネはそこのベッドで寝てていいから」

「……やだ」

「やだ？」

「ここで一人で寝るの、恐いもん」

「あー……そうか。じゃあ俺を待ってる間、シャワーでも使ってるか？」

　扉近くのシャワールームを指さした。

　電気と水が貴重である人類特区ヒユーマンシテイでは、公衆浴場を除けば入浴という行為は各部屋にとりつけられたシャワーになっている。

「電気の節約でぬるま湯しか出ないけど、冷水よりマシだろ？」

「シャワー？」

「水浴びのこと」

　シャワールームの扉を開けて、壁に取りつけられた小型の取っ手ハンドルを右に回す。

　ぽちゃんと滴しずくが零こぼれ、ノズルから勢いよく水が噴ふきだした。

「わっ!?　すごい、聖霊族の法術みたい！」

　ノズルから噴きだすお湯におそるおそる手を伸ばし、リンネが嬉うれしそうに声を上げた。

「水浴びしてていいの？」

「ああ。俺はちょっと外に出てくるからその間に……って待った────っ!?」

　薄うす衣ぎぬが軽やかに宙を舞う。

　きめ細かな肌を惜しげもなく晒さらしたリンネから顔をそらし、カイは声のかぎり叫んだ。

「裸になるの早すぎる！　俺が出ていってからにしてくれ！」

「？　なんで？」

　一糸まとわぬ姿でリンネが正面に回りこんでくる。

「ねえカイ？　どうして？」

「裸で回りこむのも禁止！」

「だって水浴びは裸でしょ？」

「それは間違ってない。だけど見た目が……リンネ、人間そっくりで俺が困る」

「？」

　ぽかんと首を傾かしげる異種族の少女。

　人間の少女に近い肉体ベースに、色白のエルフや天使も混じっているからだろう。リンネの肌は人間以上に白く透きとおっていて艶なまめかしい。

「あっ、そうそう。カイ見て、翼つばさすっごく綺き麗れいに隠せてるでしょ！」

　くるんとリンネが半回転。

　華きや奢しやな背中を見せつけてくるのだが、確かに、人間で言えば背中から腰部にかけて翼が生えていたであろう場所には羽毛一つ見あたらない。

　とはいえカイの目にまず映ったのは背中ではなく、その下。艶あでやかな曲線を描くお尻のふくらみだ。翼を見ろと言われても、正直そちらに集中できる気がしない。

「ねえカイ？」

「……わかった。だけどシャワールームの外にいる時はバスタオルを巻いてくれ。俺以外の人間に万が一でも背中が見られるとまずいだろ？」

　俺にお尻が見えないように。そう言いたい気持ちをこらえ、シャワールームに備そなえつけのバスタオルを彼女の肩にかけてやる。

「じゃあ外に行ってくるから。シャワー浴びて待っててくれ」

「うん！　すぐに戻ってきて！」

　嬉うれしそうに応じるリンネに見送られて部屋の外へ。

　と──

　通路に出た目の前を、つい先ほど別れたアシュランが横切っていく。

「カイ？　お前、なんかさっきより疲れてね？」

「……気の休まる暇がない」

　肩をすくめてそう応じて。

　カイは、通路の壁によりかかったのだった。




　水しぶき。

　何千何万というシャワーの水滴がとめどなくタイル床に落ちては跳ねる、そんな水音に混じって聞こえてきたのは少女の歌声ハミングだった。

「入浴中って、人間じゃなくても歌ったりするんだな……」

　シャワールーム内のリンネの歌声を聞くかたわら。ベッドの脇に腰かけて、カイは銃じゆう剣けんを自分の膝に乗せていた。

　……シドの剣は、透きとおった陽光色の剣だった。

　……それがいつの間にか亜竜爪ドレイクネイルに戻ってる。

　シドの剣「世界座標の鍵コードホルダー」は、カイの記憶するかぎり亜竜爪ドレイクネイルに憑ひよう依いして現れた。

「どう見ても人間の造った武器じゃないよな……」

　亜竜爪ドレイクネイルに憑依して顕けん現げんし、リンネの法術を切断した。

　こんな並外れた武器を造る種族がいるとすれば。

「エルフとかドワーフなら？」

　蛮神族は「亜人」として知られる種族だ。

　天使やエルフ、ドワーフ。これらは体内に強力な法力器官を備そなえているものの、悪魔のように法術として撃ちだすことを不ふ得え手てとしている。

　だから強力な法力を帯おびた道具を作る。

　シドの剣も、これが蛮神族の武器ならば法術を切断する力も頷うなずけるのだが……

「もう一度」

　亜竜爪ドレイクネイルを、世界座標の鍵コードホルダーに変化させることができるかどうか。

　ここでも成功するのなら、シドの剣の存在は完全に証明されたと言っていいだろう。

　……あの時は剣の名前に反応したんだよな。

　……これが法力を宿やどした武器なら、世界座標の鍵コードホルダーって名前が発動の鍵かぎなのかも。

　その名を口にしようと息を溜ためて。

「たっ、大変！　大変よカイ！」

　リンネの悲鳴が、カイの決心を吹き飛ばしていった。

　シャワールームの扉が割れんばかりの勢いで開いて、そこからバスタオルを巻いただけの少女が飛びだしてきたのだ。

「水が止まらないの！　ねえねえ、どうやって止めればいいの!?」

　水にぬれそぼった肢し体たい。

　肩から首筋にかけて張りついた髪の房から水滴が伝っていって、鎖さ骨こつの線を滑すべりおちて豊かな胸の双丘にそって滴したたり落ちていく。その姿のなんと扇せん情じよう的なことだろう。

　……やばい。

　……これは多分、俺の精神衛生上とても良くないやつだ。

　リンネは言いつけどおりバスタオルを巻いている。巻いているのだが、慌てて走ってきたことでタオルがずれかけているのも喫きつ緊きんの問題である。

「あれカイどうしたの？　ねえ、こっち向いてよ」

「…………」

「ねえカイ、こっち向いてってば」

「……わかった。リンネ、まずはそのバスタオルをしっかり巻いてくれ。その間に、俺がシャワーを止めてくる」

「？　うん！」

　元気よく答えるリンネに気づかれない程度に。

「……心臓に悪い」

　カイは、ぐったりと疲れた息を吐きだしたのだった。

　それから数分後。

「人間はずるいわ」

　髪の水気をタオルで丁寧に拭き取りながら。

　備そなえつけの寝間着姿でベッドに腰かけるリンネが、ふと思いついたようにそう言った。

「カイ、人間はずるいわ！」

「……何で？」

「だって、あんなに温かい水浴びをしてるんだもん。わたし、あんな気持ちいいの初めて」

「なんだ、快適だったなら良かっただろ？」

　シャワーの温水にリンネは驚いていたし、入浴中に上じよう機き嫌げんでハミングしていたのはカイも耳にしていたことだ。

「わたし……冬の滝で、雪のまじった水に浸つかって水浴びしてたのに」

「ずるいも何も人間の発明だしな。この照明あかりもだけど」

　日光に頼らずとも、四種族は法力で光を生みだすことができる。

　人間だけが法力を持っていない。ゆえに五種族のなかで最弱なのである。

「幻獣族みたいなでっかい身体からだじゃないし。他種族に挑いどむっていっても生まれた時点で強さの初期値が違うし、それを補おぎなう努力がこういう発明だったのかもな」

「…………」

　髪を拭く作業を止めるリンネ。

「人間の銃もそうなの？」

「多分そう。銃や大砲で弾丸を飛ばすのは、法術の遠距離攻撃に負けないように発展してきたんだと思う。それでも全然歯が立たないのが現状っぽいけど」

「……そっかぁ」

　人間も苦労してるのね──リンネが、自分に言い聞かせるようにそう口にする。

　髪を拭き終えて立ち上がる。

　何をするのかとカイが尋ねる前に、リンネは目の前のベッドに飛びついた。

「えい！」

「何してんだ？」

「だってすごいの！　こんなに柔やわらかい寝床って初めて！」

　ベッドの上で寝転がる少女。

　何度も何度も、感触を確かめるためにベッドの上で跳びはねたり転がってみたり。

「……ふわふわ。ふわふわしてる」

「楽しそうだな」

「ふわふわふわふわふわふわふわふわふわっふわ！」

「子供かよっ!?」












　もうおとなしく寝てくれ。

　盛せい大だいにベッドで転がり続けるリンネを横目に、カイはぐったりと肩を落とした。





　　　　　　　３






　早朝。

　地下街である新ネオヴィシャールの大通りは、カイが見てきた三日間でもっとも静かで、道行く者の数も少なかった。

　買い物客もまばらで、あとは人類反旗軍レジストの傭よう兵へいたちだ。

「ねえカイ？　昨日の夜より人が少ないよ？」

「昼間はみんな働いてるんだと思う。生産プラントを動かさないといけないし」

　生産プラントの保守メンテナンスが住民の仕事だ。医薬品や衣料の生産プラント。それに排水の浄化装置がなければ人類特区ヒユーマンシテイは維持できない。

　だが、いつかは限界が来るだろう。

　ウルザ連れん邦ぽう全土を占せん拠きよする悪魔族から地上を取り返さぬかぎり、人類特区ヒユーマンシテイは緩やかな衰すい退たいの道を歩き続ける。

「……それはさておき、俺たち今日一日は調べ物だな」

　図書館へ。悪魔族の襲しゆう撃げきで多くの書物が炎に焼かれたこの世界で、歴史資料が残っている数少ない施設だ。

「まずはこの世界のことを一から調べよう。元の世界に戻るのが最終目的だとして、一つでも手がかりを見つけないと。……リンネは人間の本って読める？」

「うん。カイが読んで聞かせてくれたら読める」

「それは読めるって言わない気がするけど、まあそれでいいか」

　と。

　その矢先に、隣を歩くリンネがさっと背後にふり向いた。

「昨日の人間の匂いがする」

「匂い？……なんだサキとアシュランか」

　通りの向こうから駆けてくる元同どう僚りようの二人。その様子がおかしいとカイが察したのは、いつもは肩に担かついでいる小銃ライフルを二人が手に持っていたからだ。

　そして二人の鬼き気き迫せまる表情も。

「サキ、アシュラン？」

「カイ!?　ここにいたのね！」

　サキが振りかえる。彼女がすぐさま指さしたのはホテルの方角だった。

「その子と一緒に今すぐ避ひ難なんして！　ホテルの地下から避難壕ごうに入れるわ！」

「……どういうことだ？」

「見つかった」

　小銃ライフルの安全装置セレクターレバーを解除するアシュラン。

　その直後に。




　噴ふき上がる火炎。




　今まさにカイが目指していた図書館の天井が爆風によって弾はじけとび、濛もう々もうたる火の粉が噴きだした。

「……法術」

　リンネの呟つぶやき。

　カイの背後で、耳打ちほどの小声で彼女はそう伝えてきた。

「悪魔の法力。それも一体じゃない。何体かいる」

「……なんだって」

「悪魔の斥せつ候こうだ。もうここまで侵は入いってきやがったか！」

　天井まで届く火の粉を見上げてアシュランが舌打ち。

「奴ら、よりによって地上の避難通路を見つけて、そこからここまで潜もぐってきやがった。傭兵オレらが食い止めるから、そっちの可愛かわいい子を連れて避難壕へ逃げろ！」

「街が見つかった!?　じゃあもうここは……おい、待てサキ、アシュラン！」

　返事も待たずに二人が街の外れへと駆けていく。




『区長より、全住民へ緊急指令──

　特区シテイに敵種族の侵しん入にゆうが確認されました。全住民、避ひ難なん壕ごうへ退避。全生産プラント長は、隔壁シヤツターによるプラント閉鎖を実行してください』




　けたたましくくり返される緊急放送アナウンス。

　天井部から鳴りひびく警報も、収まるどころか秒単位で音量を増していく。

「くそ、最悪のシナリオか……！」

　一瞬で人々の悲鳴に包まれた地下街で、カイは下唇を嚙かみしめた。

　人類反旗軍レジストがもっとも危き惧ぐしていたことだ。人類特区ヒユーマンシテイそのものが見つかってしまえば、もはや街を捨てる以外に逃げようがない。

　住居が火の海に包まれ、生産プラントが破壊される。

「ねえカイ。ここ出よう」

　逃げまどう住民の怒ど号ごうがそこかしこでこだまする中で、たった一人、涼しい表情でいたリンネが袖を引っ張ってきた。

「……出る？」

「地上。わたしとカイだけなら全然大丈夫。余裕で逃げられるから」

「俺たちだけでか……？」

「だってカイを忘れちゃった世界だよ。カイが目の前にいてもカイって気づかない人間でしょ。わたしたちが助ける必要ないと思う」

　非情。そんな心情的側面さえ無視できるなら、リンネの提案は、生き残るという観点でもっとも合理的な選択だったことだろう。だが。

「…………」

「どうしたのカイ？」

「リンネ。俺、まだこの世界を勘違いしてた」

　人間は五種族大戦に負けた。

　一部の者は奴ど隷れい化され、逃げのびた者たちは人類特区ヒユーマンシテイで暮らしている。そう聞かされていたが、この活気ある地下の街並みを見て安あん堵どしてしまったのだ。

「人間は、何だかんだでまだ大丈夫って思ってた。だけど……」

　ここまでとは思わなかった。

　……見誤ってた。完全に俺の失態だ。俺の知ってる歴史が頭に染みついてたから。

　……人間が大戦で勝った世界に生きてきたから。

　何とかなるだろう。

　誰かがこの世界を何とかしてくれる。まだ心の底でそう信じこんでしまっていたのだ。

　この光景を見てようやく思い知った。




　そんな都合のいい「誰か」など、いない。




　預言者シドの不存在。ゆえに四種族に立ち向かう人間がいないのだ。

　人類特区ヒユーマンシテイに満ちる悲鳴。

　この光景こそが、こちらの世界の真の姿なのだから。

「俺は……」

　右肩に感じる亜竜爪ドレイクネイルの重み。

　そして世界座標の鍵コードホルダー。かつてシドが振るった剣が、今、手元にある。

　……リンネの言うように逃げることもできるし避ひ難なん壕ごうだってある。だけど。

　……だったら何の為だったんだ。

　悪魔の墓所に転落してからの十年間──一日も休まず訓練してきたのは何のため？

　この為だったのではなかったのか。

「リンネ」

　隣の少女に向かって、カイはふっと微苦笑した。

「気が変わった。悪あがきさせてくれ」

「え？」

「確かめたいんだ。俺が死に物狂いでやってきた訓こ練とに意味があったのかどうか。シドの真ま似ねができるのは……多分こっちの世界で俺一人だけだから」

　返事を待たずに地を蹴けった。

　煤すす混じりの気流が吹きつけるなか亜竜爪ドレイクネイルの安全装置セレクターレバーを解除。傭よう兵へいたちの怒ど号ごうが響くその先へ。

「銃弾、効果ありません！」

「硬すぎる。だめです！　抑えきれない……！」

　悲鳴と絶叫に染まる街。

　カイの見上げる天井に留とどまる悪魔の斥せつ候こう。小銃ライフルの弾丸を受けながらも平然と浮遊する悪魔は、カイが地上で見た種ではなかった。

　石の皮ひ膚ふを持つ鳥獣型の悪魔。

「彫像魔ガーゴイルか！」

　銃弾を通さぬ頑がん強きような肉体が何よりの脅きよう威い。小銃ライフルを主武器メインウエポンとする人間を苦しめたという記録が残っている。

「だめだ……こいつら小銃ライフルじゃ怯ひるまねぇ！　サキ、機関銃マシンガンだ。とってこい！」

　銃弾を浴びながら平然と飛びかう石の悪魔たち。

　その接近を前に、小銃を撃ち続けるアシュランが吼ほえた。

「早くしろ。この防衛線ラインを突破されたら地下街まで後がねぇぞ！」

「う、うん！」

　サキが走りだす。

　その頭上を覆おおう黒い影。今まさに銃弾の雨を突破した彫像魔ガーゴイルが、傭よう兵へいたちの集団から孤立した彼女めがけて飛来する。

「屈かがめ、サキ！」

　彼女の背中を抉えぐらんとした彫像魔ガーゴイルの嘴くちばしをへし折る、亜竜ドレイクの爪。

　亜竜爪ドレイクネイルと名付けられた銃じゆう剣けんが、銃弾をも弾はじきかえす肉体をもつ悪魔を地面にたたき落とした。

「カイ!?」

「サキ、彫像魔ガーゴイルの装そう甲こうには機関銃マシンガンよりも手榴弾グレネードがいい。擲弾銃グレネードガンは？」

「あ、あるけど……」

「それと天井から防火散水機スプリンクラーで放水だ。彫像魔ガーゴイルは法術で身体からだを石化させてる。水を浴びせることで、身体が水を吸って重たくなる。飛べなくなったところを叩け」

「何でそんなに詳しいの!?」

「言っただろ。俺は、大戦が終わった歴史を見てきたって」

　四種族との交戦記録は、すべて人類庇ひ護ご庁が保管している。

　どれほどの武装と人員、そして戦術でもって勝利を納めたのか。カイはその全記録を頭に叩きこんできた。

「彫像魔おまえの法術は『石化』だろ？」

　標的の肉体組織を変質させる極きわめて凶きよう悪あくな呪じゆ術じゆつ。

　法力を持たぬ人間が浴びればソレに抗あらがう術すべはない。その発動を示す暗色の法術円えん環かんが、彫像魔ガーゴイルの翼つばさの皮ひ膜まくに顕あらわれる。

「そのための略式エルフ弾コイツだ」

　発射された半透明の結晶が彫像魔ガーゴイルの翼を穿うがち、そこに描かれていた円環を消滅させた。

　人間が何をしたのか──

　石の悪魔が我に返る間を与えることなく亜竜爪ドレイクネイルを叩きつける。

　略式ドレイク弾の破裂。石化した鱗うろこをも吹き飛ばす爆風で彫像魔ガーゴイルが倒れる……が。

『ッッッッ』

「……ちっ」

　倒れながらも彫像魔ガーゴイルの腕が伸び、亜竜爪ドレイクネイルの切っ先を摑つかみ取った。

　さらに亜竜爪ドレイクネイルを封ふうじられたカイの背後へ、新たな彫像魔ガーゴイルが。

「カイ!?」

　咄とつ嗟さに小銃ライフルを向けるサキ。

　そんな彼女に対し、カイは瞬時に吼ほえていた。

「撃つな！」

「……え？」

「弾の無駄遣いだ」

　カイの手から亜竜爪ドレイクネイルが離れる。奪うばわれたのではない。カイ自ら手放したのだ。

「銃がなきゃ人間が勝つ手段なんてない」

　背後に迫せまった彫像魔ガーゴイルに振りかえる。

　独コ楽マのごとき高速旋せん回かい。その勢いに体重を乗せて、振り下ろされる爪を、肘ひじ撃うち一発で弾はじき飛ばした。

「そのとおりだ」

　敵の懐ふところへ潜もぐりこむ。自分の肩と彫像魔ガーゴイルの胸板とが触れあう超至近距離において、カイはさらに歩幅を広め、腰を落として身構えた。

　……大戦が終わるまではそれが常識。

　……だから人間はその反省をバネに、種族差に抗あらがう技を磨いてきた！

　徒と手しゆ空くう拳けん。四種族との戦いに備そなえ、正史の世界の人類庇ひ護ご庁では、対四種族を想定した格闘技を習得することが義務となっている。

「そのための四界戦闘式アーツだ」

　背打。

　鉄てつ山ざん靠こうとも称される打撃が、彫像魔ガーゴイルの身体からだを宙へと吹き飛ばした。

「うそっ!?」

　質量百キロを超えるであろう石像の悪魔が人間の力で宙に浮く。その異様ともいうべき光景を目まの当たりにし、サキが我を忘れて叫んだ。

　──一点炸さく裂れつの衝撃。

　全身の筋肉の硬直が生みだす瞬発力と体重を炸裂させる。言うなれば火薬にかわる運動エネルギーの「爆発」だ。

　その衝撃は、彫像魔ガーゴイルを後方へと吹き飛ばすに十分過ぎた。

「リンネ、そっちに飛んだ」

「いいよ」

　リンネが応える。

　その背中に一瞬、天魔の翼つばさが広がったのを目撃したのはカイだけだろう。

「カイが戦うならわたしも戦う」

　降りそそぐ豪雷。

　光の柱とさえ形容できるほどの巨大な雷が、カイが吹き飛ばした彫像魔ガーゴイルを吞のみこんで、さらに周囲の彫像魔ガーゴイルをまとめて雷の奔ほん流りゆうが薙なぎはらった。

　絶叫。そして消滅していく悪魔たち。

　わずか数秒の時を経て、人類特区ヒユーマンシテイから悪魔族の気配は完全に消えていた。

「……さすが冥帝ヴアネツサに喧けん嘩か売るだけあるな」

「でしょでしょ？」

「だけど流石さすがにやりすぎだろこれ」

　今の雷撃群は人類反旗軍レジストの傭よう兵へいも目撃したはず。リンネが発動したとまではわからずとも、疑うたがいの目を向けられかねない。

「ちょ、ちょっとカイ!?　今の雷……なにアレ、まさか法術!?」

「落ちつけサキ。ただの漏電だ」

　平静を努つとめ、カイは興奮しきった口調のサキに向けて肩をすくめた。

「悪魔のせいであちこちの建物が壊れてる。電気系統が短絡シヨートして、その火花と電流だ。超常現象ってわけじゃない」

「あ……そ、そう言われてみれば……でも……」

「もっと先に考えることがある」

「そ、そう？……っていうかカイ、アンタめちゃくちゃ強いじゃない！　何よあの法術を消した弾丸。それにあの打撃!?」

「どっちも説明したんだけどな。俺はこういう訓練をしてきたって」

　一昨日の夜のこと。

　サキとアシュランがどうにか自分を思いださないかと、人類庇ひ護ご庁の任務や訓練風景を時間のかぎり説明し続けた。亜竜爪ドレイクネイルも四界戦闘式アーツも。

　もっとも、二人はその話の間ずっと上うわの空だったが。

「おいおいおい何だってんだ！」

　アシュランまでもが駆けてくる。

「とんでもねえよ。おいカイ、お前そんなに強いなら最初から手伝えってんだ！」

「……避ひ難なんしてろって言ったのは？」

「はは、そういや俺だった。まあ誤解ってのは誰にでもあるわけで────おい。こっちの悪魔どもは片付けた。そっちどうだ」

　小型の通信機に語りかけるアシュラン。

　何度か応答をくり返した後に、元同どう僚りようの青年が舌打ちとともに通話を切った。

「まずいな。この奥にいた斥せつ候こう、二体逃がしたらしい」

「え!?　まずいじゃないアシュラン！　絶対に逃がしちゃだめって指令が……」

「迂う闊かつに追えばこっちが反撃される。どうしようもねえよ」

　侵しん入にゆうした悪魔の逃走を許した。それはつまり、この人類特区ヒユーマンシテイの位置が悪魔族すべてに伝わってしまうということだ。次はより強力な軍勢で襲おそってくるはず。

「リンネ」

　ぎりぎりまで押し殺した声で、隣の少女にカイは尋ねた。

「もう一度悪魔の群むれが攻めてきたとして、俺とお前で守りきれるか？」

「ううん無理」

「……数の差で？」

「上位悪魔なら、地上から法術一発で地面ごと地底都市ここを吹き飛ばすもん。防げない」

「────」

「あ。ご、ごめんね。わたし頑張るよ？　カイが戦うならわたしも」

「いや、大丈夫。リンネが悪いわけじゃない」

　むしろ明言してくれたおかげで目が醒さめた気分だ。

　だがどうすればいい？

　冥帝ヴアネツサとの戦歴もあるリンネが白しろ旗はたを揚あげるなら、まず間違いないことだろう。次の襲しゆう撃げきで新ネオヴィシャールは壊かい滅めつする。

「ねえカイ。アタシらと一緒に来ない？」

　小銃ライフルを肩に担かついだサキが、横顔を向けてきた。

「……どこへ？」

「人類反旗軍レジストの本部よ。人類特区ヒユーマンシテイの命運がかかってるし、もう派遣部隊の手に負える話じゃないし。すぐに緊急で作戦会議をしないとダメでしょ」

「俺、部外者だけど構わないのか？」

「あんな凄すごい戦いで彫像魔ガーゴイルを倒しといて、今さら素人しろうとも部外者もないでしょ。来てくれるなら歓かん迎げいするよ？　カイがあんなに強いなんてビックリしたし」

「…………」

　ウルザ人類反旗軍レジスト本部。

　悪魔族から人類の地域を取り戻すために戦う反乱軍の大本である。

　……その指揮官は霊光の騎士ジャンヌ。

　……いや、今は幼なじみだったとかそういうのは忘れよう。

　人類を導みちびく騎士。

　新ネオヴィシャールを守るにはカイとリンネだけでは足りない。彼女の協力がいる。

「人類反旗軍アタシらは万年人手不足だから戦力はいつだって歓迎してる。カイくらい強い兵士なら、ジャンヌ様だって喜んで迎え入れると思うけど？」

「……わかった。人類反旗軍レジストの本部、俺たちもついていくよ」

　リンネに目配せ。

　亜竜爪ドレイクネイルを肩に担かつぎ、カイはサキの背中を追って歩きだした。





　　　　　　　４






　ウルザ連れん邦ぽう・旧王都ヴェルサレム。

　王都ウルザークへの遷せん都とによって廃はい都ととなった地。使い捨てられた古ビル群が、現代でも取り壊されずに残っている。

「人間がいない廃はい墟きよだからこそ、悪魔の襲しゆう撃げきを免まぬがれることができた。盲点でしょ？」

「人類反旗軍レジストの本部には最適ってわけか」

「そそ。武器庫に訓練施設。それに生産プラントも。悪魔たちが上空を通っても廃ビルにしか見えないけどね。王都からも近いから絶好の場所よ」

　廃線となった地下鉄線路をサキが進んでいく。

　人類特区ヒユーマンシテイ『新ネオヴィシャール』から装そう甲こう車で二時間。辿たどりついたのは旧王都でもっとも巨大な建造物の地下フロアだった。

　連邦議事堂。

　かつてウルザ連邦の議会が開かれていたビルである。

「ちなみに、ここを人類反旗軍レジストの拠点にする発案者がジャンヌ様の父上だ」

　クルマを止めたアシュランが運転席から降りてくる。

「前司令官な。あの方がいなかったらウルザ人類反旗軍レジストはとっくに潰つぶれてた」

「……その親父おやじさんは？」

「二年前、悪魔の襲撃で重傷を負って引退。それを継ついだのがジャンヌ様ってわけだ」

　正史の世界では。

　ジャンヌの父は、人類庇ひ護ご庁の現役幹部である。カイ自身、幼なじみのジャンヌの家に招かれて夕食を共にしたこともある。

　……そうか。俺以外の人間はこっちでもほとんど変わってないと思ったけど。

　……こういう違いもありえるのか。

　ジャンヌの父親のように引退を余よ儀ぎなくされた者がいる半面、ジャンヌのように人類の希望と謳うたわれる騎士がいる別史の世界。

「ジャンヌ様の執しつ務む室は三階よ。連絡は入れてるから直行ね。あ、ここでも電気は貴重だから昇降機エレベーターは止まってるわ。階段ね」

　建物の中央部にある昇降機エレベーターを素通りするサキ。

「電気のほとんどを生産プラントの稼か働どうにあててるの。人類特区ヒユーマンシテイと同じね」

「食料とか？」

「銃と火薬、それに自動車の製造よ。生産量は多くないけど」

　サキが階段を上がっていく。その上方から、十人近くの部下を引き連れて、隊長格と思しき壮そう年ねんの傭よう兵へいが階段を駆け下りてきた。

「統括隊長！」

「サキ上級兵、アシュラン上級兵。新ネオヴィシャールの件は聞いている」

　眉間に皺しわを寄せながら続ける壮年の統括隊長。

「数日以内に悪魔の群むれが押し寄せてくるだろう。過去こうした事例は何度となく経験してきたが、迎げい撃げきできた事例は半分にも満たない」

「は、はい……」

「現在、ジャンヌ様を含む幹部陣で検討中だ。二つに一つ。人類反旗軍レジストの総力で新ネオヴィシャールを防ぼう衛えいするか、あるいは新ネオヴィシャールを捨てるか」

　防衛となれば人間側も犠ぎ牲せいが出る。その覚悟で戦うか、犠牲を抑えるために街を捨てるか。どちらであっても民衆からは反感と不安が生まれるだろう。

「マキシム統括隊長」

「……君は？」

　唐とう突とつに名を呼んだ少年を見下ろし、統括隊長がわずかに目を吊つり上あげた。

「サキ上級兵。こちらは？」

「は、はいカイと言います。アシュランが報告したとおり凄すごいんです！　銃を使わずに彫像魔ガーゴイルを吹っ飛ばしてですね！」

「君がそうか。報告は受けている。ずいぶん悪魔との戦いに慣れていると。ジャンヌ様も直じき々じきに会って話がしたいと言われていた。……しかし私の名を知っているのか。失礼だが、どこかであったかな？」

　人類庇ひ護ご庁の訓練で。

　部隊に入ったばかりの俺を指導してくれた上官が貴方あなたじゃないですか──両の拳を握にぎりしめ、口にしかけた言葉を喉の奥へと押し返した。

「……いえ。お名前だけは聞いていたので」

「了りよう承しようした。悪いが、私は他の支部隊長との連携に回るからここで失礼する」

　脇を通りすぎ、階下へと去っていく傭兵たち。

　一方でカイたちは三階へ。廃ビルでありながらも、窓ガラスには外から内部が見えないよう特とく殊しゆフィルムが貼られている。

「さあここだ」

　アシュランが緊張まじりで見つめる先には、重厚な造りである両開きの扉が。

「ここがジャンヌの部屋？」

「そそ。一つ言っとくけど呼び捨て厳禁な。お前がよそ者だとしても、霊光の騎士様に舐なめた口きくとウルザ連れん邦ぽうの人類特区ヒユーマンシテイ全部から非ひ難なん殺さつ到とうだ」

「……そんなに？」

「それだけ慕したわれてるんだよ。なんせ悪魔から領りよう土どを取り戻す希望の象しよう徴ちようだからな。ジャンヌ様は」

　新ネオヴィシャールを訪れたジャンヌが民衆に囲まれていた姿を思いだす。ウルザ連れん邦ぽう全土であのように崇すう拝はいされているとすれば、もはや一司令官という域を越えている。

　さながら民衆を導みちびく戦神か。

「失礼します。アシュラン上級兵、サキ上級兵。新ネオヴィシャールより帰き還かんいたしました」

　扉をノックし、アシュランが慎しん重ちような手つきで扉の片面を開けた。

　司令官執しつ務む室──

　窓から差しこむ光が煌きらびやかに、そして厳おごそかに照らしだすのは大広間だった。

　部屋の中心には巨大な円卓。そこに座っているのは七人。うち六人が肩と胸とに豪ごう奢しやな紋章をつけていることから本部の幹部とわかる。

「ご苦労だった。アシュラン上級兵、サキ上級兵」

　最さい奥おうに座す人物からの労ねぎらい。

　凛り々りしくも、まるで少女が無理をして繕つくろったような中性的な男声……そう感じるのは、カイが彼女の正体を知っているからなのだろう。

　──霊光の騎士ジャンヌ。












　銀色の鎧よろいを着こんだウルザ人類反旗軍レジストの司令官が、ゆっくりと顔を上げた。

「今まさに新ネオヴィシャールの話をしていたところだ」

「あ……あの……本当に申し訳ありませんっ！」

「悪魔を取り逃したことは派遣部隊の未熟さゆえ！　人類特区ヒユーマンシテイの危機を招いたことは取り返しのつかない失態です。どんな処分も覚悟で戻って参りました！」

　サキ、アシュランが深々と頭を下げる。

　静せい寂じやくと緊張を孕はらむ広間──幹部六人が奇妙なほどの無言を貫つらぬくなか、司令官がゆっくりと口を開けた。

「重負傷者はダール隊長およびゲイル助隊長。また派遣部隊一班から五班までのほぼ全員が軽傷……それだけの被害を出しても斥せつ候こう二体を取り逃したとなれば仕方なきことだ。命をかけて戦った諸しよ君くんらの前で、それを失態と呼ぶことはできない」

　ジャンヌが、円卓の脇に置かれたホワイトボードを指さした。

　箇条書きで書かれた作戦内容。ほとんどが殴り書きであるのは、それだけ急ぎで議論が行われたからだろう。

「新ネオヴィシャールの防ぼう衛えいについては、これより本部が指揮を執とる。既に統括隊長がウルザ連れん邦ぽう全域の人類反旗軍レジスト支部から応援を要請している。諸君らにも従ってもらう」

「え。ヤだ」

　そんなリンネの一言が、場の空気を見事なまでに破壊した。

　円卓に座る幹部の目が、カイの隣の少女リンネに集中。

「わたしカイの言うことしか聞かないよ。なんで人間の言うこと────むぎゅっ？」

「わ────っ!?　な、なんでもないですから！……リンネ、しっ。下手にお前が喋しやべって正体が疑うたがわれたらまずいだろ！」

　リンネの口に手を当てて黙らせる。慌てて円卓にふり返ったカイが見たものは、可お笑かしげに口元をほころばせるジャンヌだった。

「なるほど」

　いかにも男の指揮官じみた所しよ作さで、机に頰ほお杖づえをつく霊光の騎士。

「これは失敬。私の発言はサキ上級兵とアシュラン上級兵に向けたもの。君たちではない。人類反旗軍レジストの同志でない以上、私は君たちに命令権などないからね。さらに言えば礼を言うのはこちらだろう」

　円卓からジャンヌが立ち上がる。

　ウルザ連邦の希望の象しよう徴ちようが、カイとリンネに向かって小さく頭こうべを垂たれた。

「報告は受けている。侵しん入にゆうした斥候九体。うち彫像魔ガーゴイル二体を倒したのは君だと？」

「……一応は」

　実際にはリンネの法術だ。さらに言えば彫像魔ガーゴイルを一いつ掃そうしたのもリンネの雷撃。都市を守ったのは彼女の功こう績せきといっても過言ではないだろう。

「しかし少年。君は何者だ？」

　円卓の一座に座る女性幹部の、嗄声ハスキーボイス。

「花琳フアリンだ。ジャンヌ様の護衛を担当している」

「自分は、カイ・サクラ＝ヴェントです。こっちは連れのリンネ」

　小さく会釈。

　……ああなるほどね。一人だけ雰囲気の違う幹部がいると思ったら。

　……幹部じゃなくて護衛。人類庇ひ護ご庁でいう要人警護パーソナルガードか。

　正史の世界での面識はない。だが一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　研ぎ澄まされている。

　部屋に入った時から今も、リンネが目を向けているのがこの花琳フアリンという女護衛だ。異種族リンネが目を引くほどの存在感。カイ自身、四界戦闘式アーツの鍛たん錬れん中に多くの達人を見てきたが、ここまでハッキリと「強い」と予感したのは過去に経験がない。

　──戦士。

　もはや傭よう兵へいという枠でさえない。幾いく多たの死線をも越えてきた無類の戦士の佇たたずまいだ。

「ジャンヌ様に代わって質問をいくつか」

「どうぞ」

「君が肩に担かついでいる武器。剣と一体化した銃じゆう剣けんの、その弾丸が彫像魔ガーゴイルの法術を無効化したことがとても興味深い。鋼はがねの弾丸ではなく、水晶のような石を削った弾丸に秘密があるのだろう？」

「……どうやってそこまで？」

「新ネオヴィシャールの街に設置された監視カメラだ。何度か見直したが」

　亜竜爪ドレイクネイルの弾丸を「見た」？

　とんでもないことを言ってのける。

　略式エルフ弾の弾速は通常の弾丸よりもいくぶん遅い。だが決して精せい緻ちとは言えないカメラ映像で、この女傭兵はそこまで見切ったというのか。

　どれほど優すぐれた動体視力をしているのだ。

「そして見慣れない武術だな。私も傭兵の端くれとしてそれなりに武芸の心得はあるが、悪魔に徒と手しゆ空くう拳けんで挑いどむ『型』でああも洗練された打撃を初めて目にした。君の銃と武術。それはどこの由来か聞かせてほしい」

「────」

「言えない？」

「俺から逆に聞きます。『ホントのような作り話』と『噓うそにしか思えない本当の話』は、どっちがいいですか」

「君の話したい方で構わない」

　手慣れている。

　越えてきた場数の多様さを感じさせる落ちつきで、その護衛は即答した。

「尋じん問もんではない。好きなように」

「じゃあ言います。俺が話すのは後者、そのつもりで聞いてください」

　無言でリンネに頷うなずく。ちなみに背後のサキとアシュランの弱り顔は、「噓うそと思われても知らないからな」という気持ちの表れだろう。

「俺はもう一つの世界を知ってる」

「……ん？」

「人間が五種族の大戦に勝利した。四種族の封ふう印いんに成功して、人間が穏やかに暮らしている世界。俺はそっち側の人間です」

　しん、と静まりかえる円卓の幹部たち。

　この若造は何を言っている？──奇き異いの視線が注がれるなか、カイは亜竜爪ドレイクネイルの弾だん倉そうを外し、そこから一発の弾丸を取りだした。

「俺の知ってる歴史だと大戦は百年前にもう終わってる。この銃じゆう剣けんも、大戦の記録を基に造られた最新の対四種族銃器で、この世界にはない武器ってことになる」

　略式エルフ弾。水晶の欠片かけらにも見える弾丸を、カイは無言で放り投げた。

　放物線を描くソレを花琳フアリンが摑つかみとる。

「質問にあった武術も同じです。新ネオヴィシャールを襲おそった彫像魔ガーゴイルや、ぶ厚い皮ひ膚ふをもつ幻獣族には銃が通じにくい。そいつらとの戦いの反省で四界戦闘式アーツが生まれました。その源流は、四種族の英雄を倒した預言者シドっていう────」

「冗じよう談だんぬかすな小僧！」

　堰せきが切れた。そう思わせる男の怒ど号ごうが、円卓の執しつ務む室をふるわせた。

　花琳フアリンの左席。顔を紅こう潮ちようさせて立ち上がり、大柄の幹部が拳を円卓に打ちつける。

「人間が大戦に勝利しただと……空事を……我々人類反旗軍レジストが、いったいどれほどの犠ぎ牲せいと執念を費やして悪魔どもの襲しゆう撃げきに抗あらがっているか考えろ！」

「ですから先に言いました。噓のように思えるかもって」

「限度がある」

　さらに隣の幹部が立ち上がる。

　こちらは口調こそ平静を努つとめてはいるが、怒りに頰ほおを激しく痙けい攣れんさせながらだ。

「もういい。お前たちは退室し──」

「空気を入れ換えようか」

　冷れい厳げんなる主あるじの宣言。

　鎧よろいをまとった指揮官の一言に、立ち上がっていた男たちが噓のように鎮しずまった。

「長い会議で空気が淀よどんでいる。サキ上級兵、悪いが扉を開けてくれないか」

「は、はい！」

　両開きの扉の前に立つ少女が、あわてて扉を押し開けていく。

　──幹部二人への牽けん制せい。

　黙れと命令することなく、場の空気をうまく生かすことで幹部たちの気勢を削そぐ。その鮮やかなジャンヌの手しゆ腕わんに、カイは内心で舌を巻いていた。

　……扉を開けたまま叫べば廊下に怒鳴り声が響く。

　……そんな醜しゆう態たいは部下に見せられないから、なおさら黙るしかないってことか。

　幼なじみの名残などない。

　目の前にいるのはウルザ連れん邦ぽうの民衆を導みちびく騎士。その手腕を垣間見た気分だ。

「カイと言ったね」

　円卓上でジャンヌが手を組む姿勢へ。

「話は遡さかのぼるが、新ネオヴィシャールを襲おそった彫像魔ガーゴイルを二体。それも一体は銃を奪うばわれた状態で返り討ちにした君の実力は、目を瞠みはるものがある。花琳フアリンそうだったね」

「はい」

「彼を人類反旗軍われわれに迎え入れるとすれば、どれだけの待遇を用意すべきと考える？」

「隊長級。あるいは私の下で副護衛として抱えるのも一策かと」

　護衛フアリンの一言に、ゾワゾワと円卓がざわめいた。

　今度ばかりは聞き捨てならないと、白髪の老兵が立ち上がる。

「参さん謀ぼうとして発言させて頂く。花琳フアリン、冗じよう談だんにしても程があるぞ」

「至極真剣です」

「今の与よ太た話ばなしを聞いた上で、ジャンヌ様の護衛に抱えるというのか。お主、ジャンヌ様の護衛は自分一人で十分だと言っておったではないか！」

「私は、あの者の実力について評価したまで」

　機械じみた平静さで花琳フアリンが続ける。

「しかしジャンヌ様。参謀の言うとおり、彼の発言には些いささか不審を感じる点もある。招き入れることで人類反旗軍レジストの統制が乱れるようであれば不要かと」

「──そうだな。ではカイ。先の発言について、今度は私から聞きたい」

　試すような上目遣いで、ジャンヌの視線が再びこちらに。

「率直に言おう。君の話をどう受けとめて良いか私にもわからない。……だが思いあたる節はある。新ネオヴィシャールで、君は私を知っているような反応を示したね」

「……ああ」

「そのことについて改めて説明を願いたい。『もう一つの歴史』とやらで、君と私が何か接点があったということかな？」

「学友だった。もっと言えば、家が隣り合わせの幼なじみだった」

「私と君が……？」

　さすがに予想外だったのか言葉を失うジャンヌ。

　主あるじの隣では、花琳フアリンさえも驚いたように片眉をつりあげる。そんな二人の前で──

「オーグと、ジェール」

「っ。それは私の……」

　ジャンヌの父オーギュストと祖父ジエラルド、その愛称ニツクネームだ。二人の名を知る傭よう兵へいはいても、ジャンヌの家系によほど近しくなければ愛称ニツクネームを知る機会はあるまい。

「ジャンヌは、子供の頃から耳が良くて他人の話声が二つ隣の部屋からでも聞き取れた。耳がよすぎて、雨が降ると雨音がうるさすぎて眠れないって困ってたよな」

「…………」

　呆ぼう然ぜんと。

　まるで狐きつねにでも摘つままれたような面持ちでジャンヌは言葉を失っていた。なぜそれを──返事をすることも忘れて、霊光の騎士がこくんと息を吞のむ。

「だから俺からも聞きたい」

　人類反旗軍レジストの禁きん忌きに触れる覚悟でカイは踏みこんだ。

「ジャンヌ。なんで男装なんかしてるんだ」

「…………っ！」

　ジャンヌが息を吞み、円卓の幹部たちが一斉にジャンヌへとふり返った。

「親父おやじさんを越えたいって。立派な娘になったって言ってほしいからって、俺の知ってるお前は言ってた。だけど今のお前はそれと正反対だ」

　鎧よろいを着ることで体型を隠し、自慢の後ろ髪を束ねることで短髪を装う。

　喉を潰つぶすような裏声は訓練の賜たま物ものだろう。眉を描き、日焼けの化粧を施ほどこした姿は実際に見事な男装ぶりと言える。

　……凛り々りしくて中性的な男で十分通じる。

　……疑うたがいを持たれても人類反旗軍レジストの指導者に堂々と尋ねる奴なんていないもんな。

　ゆえに人類反旗軍レジストでは平然と「男」として振る舞っていたのだろう。

「ジャンヌ、俺は────」

「そこまでだ」

　手が打ち鳴らされる。

　ただ一人様子を見守っていた花琳フアリンが、淡たん々たんとした声こわ音ねでそうつげた。

「ジャンヌ様、南部ユールン人類反旗軍レジストと連絡の時間です」

「……そうか」

　護衛の言葉に、主が一瞬ほっとしたように息をつく。

　だがすぐにその表情を引き締めて、霊光の騎士は執しつ務む室に声を響かせた。

「話の途中ですまないが解散だ。サキ上級兵とアシュラン上級兵は本部に残留。新ネオヴィシャール派遣部隊との連絡を命ずる。……カイ、そしてリンネと言ったね」

　ジャンヌが立ち上がる。

　護衛である花琳フアリンと何かを囁ささやきあった後に、その視線がこちらに向けられた。

「賓客室ゲストルームを用意する。明日、また話の続きを聞かせてもらおう」





　　　　　　　５






　ウルザ人類反旗軍レジストの本部。

　その内部は、廃はい墟きよビルとは思えぬほど隅すみ々ずみまで清せい潔けつに保たれている。

　カイが案内された賓客室ゲストルームもそう。

　用意された部屋の内装はもちろん調度品も格調高く、手入れの行き届いた物ばかり。

「ねえカイ！　すごいよ、このベッドもふわふわ！」

　ベッド脇に腰かけるリンネが、何度も何度も立ったり座ったり。

「ふわふわふわふわふわふわっ！」

「また嬉うれしそうで何より。だけどいいのかリンネ。勝手に俺の部屋に来て」

「カイと一緒じゃなきゃだめ」

　二人分の部屋を用意してもらったのだが、案内役のサキと別れてすぐ、数分と経たないうちにリンネがカイの部屋にやってきた。

　……人間だらけの場所で一人でいたくないリンネの気持ちもわかるけど。

　……これ、二人でいるところを見られたら説明に困るよな。

　窓ガラスの奥に映る夜の帳とばり。

　夕陽が地平線の奥へ沈しずんだのはもう何時間も前のこと。兵舎も多くが消灯し、見張りの兵を除いては多くが睡眠をとっている。

「……ねえカイ」

「ん？　どうしたんだよリンネ」

「カイが、あの偉そうな人間と知り合いみたいだなって」

　リンネが不思議そうに瞬まばたきをくり返す。

「わたしよくわからないけど、あの人間が一番偉いの？」

「あの人間って」

「ジャンニャ」

「ジャンヌな。サキとアシュランと同じ俺の仲間だよ。世界がこんなになる直前まで一緒にいたから、せめてアイツだけは俺のこと覚えてるかもって思ったけど」

「……ジャンニャってカイに必要なの？」

　上目遣いに、そしてわずかに頰ほおを膨ふくらませる。

　まるで拗すねた子供のような表情でリンネは尋ねてきた。

「わたし強いもん。悪魔が二体とか三体集まったって負けないよ？　わたしが一緒にいれば心配ないのに」

「そう言ってくれるのは心強いけど、二体三体の話じゃないんだよ」

「十体くらい襲おそってきても、わたし負けないよ？」

「悪魔の英雄に思い知らせてやりたい」

　はっ、とリンネが押し黙る。

「この本部に来るまでにずっと考えてた。結局、『人間は手強い』って悪魔に思わせないとダメなんだ。悪魔が人類特区ヒユーマンシテイに攻めこめないように。アイツらを従えてる冥帝ヴアネツサに、人間の強さをわからせないと」

「……カイが戦うの？」

「言い出しっぺだからしょうがないだろ」

　真顔のリンネに、肩をすくめておどけてみせた。

　新ネオヴィシャールに侵しん入にゆうした彫像魔ガーゴイルの群むれに挑いどんだ──その時点で、もう後戻りできないところまで来てしまったと思う。

「自分でも可お笑かしいけど、俺、いつかこんな時が来るんじゃないかって思ってた。こうして世界丸ごと入れ替わる程じゃなくても、いつか……人間は、悪魔や他の種族とも戦わなくちゃいけない時が来るんじゃないかって」

　いつかは墓所を破って逆ぎやく襲しゆうに現れる。

　十年前、悪魔の墓所に転落した時に、悪魔たちと対面した恐怖から、子供の身ながらもその予感がしていた。

「俺一人でも悪魔アイツらと戦うんだってずっと努力してきた。……今は、その意味があった気がしてさ。この状況で、俺なりに悪あがきしてみたい。がむしゃらに訓練してきたことが、この世界で生かせる気がするから」

　自分にしかできない戦いがある。そう思うのだ。

「それにシドの剣も」

「……わたしの鎖くさりを斬って助けてくれた剣？」

　カイの亜竜爪ドレイクネイルを見下ろすリンネ。これが陽光色の世界座標の鍵コードホルダー──シドの剣として顕けん現げんしていたのは彼女も目撃したことだ。

「シドの忘れ形見。なんていうと感傷的になるけど、この剣、俺にとっては特別なんだよ。それこそ本気で運命なんじゃないかって思いたくなる剣だから」

　この剣はきっと力になってくれる。

　悪魔の英雄にも通じる力を。

「ところでさ、リンネが冥帝ヴアネツサと戦った時は一人で攻めていったんだよな」

「うん」

「どうだった」

「配下に囲まれて大変だったわ」

「だよな。でもこの世界はもっと面倒だ。冥帝ヴアネツサがいるのはウルザ連れん邦ぽうの王都。その一番大きなビル……政府宮殿って言うんだけど、それを奪うばって塒ねぐらにしてるらしいから」

　ウルザ連邦の国政機能を集約していた建物だ。

　カイの知るかぎり難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいとも喩たとえられていた巨大ビル。それが悪魔族に奪われ、冥めい帝ていヴァネッサはそこに棲すんでいる。

「政府宮殿を攻めるには数がいる。人類反旗軍レジストの協力が必要になるから」

「だからジャンニャに頼むの？」

「ジャンヌな。まさかアイツがあんな大物になってるなんて思わなかったけど」

　ウルザ連邦の希望とまで言われている幼なじみ。

　彼女が自分のことを覚えていれば、きっと協力を進みでてくれていたはずだが。

　と。

「待ってカイ。人間の匂い」

　リンネがベッドに座ったまま振りかえる。

　とん、と間を置かずに扉からノック音。自分たちが気配に気づく。それを待っていたかのようなタイミングでだ。

「こんな夜ふけにどちら様で？」

「話がある」

　独特の響きをともなった嗄声ハスキーボイスが返ってきた。

　司令官ジャンヌの護衛である花琳フアリン・リナ・ユビキタス。昼の会合に並んだ顔ぶれで、特に印象に残った女傭よう兵へいである。

「私ではなくジャンヌ様が、だが」

「……ジャンヌが？」

　ベッド脇にリンネを待機させて開錠。

　扉を開けたそこに、一人で薄暗い通路に佇たたずむ護衛の姿が。改めてその顔を見つめてみて、花琳フアリンと名乗る護衛は驚くほどに若かった。まだ二十代中頃だろうか。

「ちょうどいい。二人で揃そろっていたか」

　ベッド前のリンネを見やる花琳フアリン。

　冷たい灰色の双そう眸ぼうに、彫りが深く端たん整せいな面立ち。

　背丈は成人男性に並ぶだろう。女傭兵の中でも相当な上うわ背ぜいだが、鈍どん重じゆうさを感じさせないどころか、この至近距離でカイが飛びかかっても即座に反応するだろう──そう感じさせるほどに佇たたずまいが鋭するどい。

「昼間の執しつ務む室へ。ジャンヌ様がお待ちだ」

「……こんな夜に？」

「人目につかぬ時だからこそ話せることもある」

　彼女が颯さつ爽そうと歩きだす。リンネを手招きし、カイはその後を追いかけた。

　照明のない一階の階段へ。

「あのさ、向こうの階段は明かりがついてるけど？」

「あの明かりは巡回兵がいるという意味だ。私たちの姿を見られると面倒くさい」

「……部下にも見られたらマズイのかよ」

　夜ふけに賓客室ゲストルームを訪れる。

　それを人類反旗軍レジストの部下にも見つかりたくないとは、どんな話があることか。

「一つ聞きたい」

　階段を上りながら、花琳フアリン。

「サキ上級兵から聞いた話だ。彫像魔ガーゴイルの身体からだは、石化の法術を自らにかけたもの。水を大量に散布することで身体が濡れて飛べなくなると」

「それも疑うたがわしいって？」

「雨天に彫像魔ガーゴイルが現れない疑問が解けた。本部の作戦隊長たちがそう歓かん喜きしていた」

「……そっか。それならよかった」

「その知識も、お前がいたという別の歴史の世界からか？」

　花琳フアリンの足が止まる。

　二階から三階にいたる階段の踊り場で立ち止まり、女護衛がふり向いた。

「彫像魔ガーゴイルの弱点は、『人間が大戦に勝利した世界』とやらでは常識だと？」

「記録に残ってたんだ」

　足を止めて彼女を見上げる。

「キッカケは、悪魔あいつらが放った炎を消火するための散水だった。水が彫像魔ガーゴイルの翼つばさにかかった途端にアイツらの動きが鈍にぶったらしい。偶然の産物みたいなもんだけど」

「承知した」

「……今ので終わり？」

　あっさりと花琳フアリンが背を向ける。カイとしては、こんな人目に留まらぬ場所だからこそ、もっと苛か烈れつな追及が飛んでくるかと覚悟していたが。

「あの円卓にいた幹部たち、あの五人はお前という男を根本的に勘違いしている。それが私とジャンヌ様の共通認識だ」

　再び階段を上っていく女傭よう兵へい。

「お前の言う『別の歴史』とやらが噓うそか真かなど、どうでもいい」

「……っていうと？」

「お前の知識が有用かどうか。言ってしまえば我々に必要か否か、それだけが重要だ」

　三階執しつ務む室。

　両開きの扉に手をついて、女護衛がゆっくりとそれを押し開いていった。

「我が主あるじは、お前を『要いる』と判断された」

「──ご苦労さま、花琳フアリン」

　照明に照らしだされたジャンヌの部屋。

　広い円卓の手前。開かれた扉のすぐ目の前に「彼女」はいた。




　髪をほどいて少女の姿に戻った幼なじみジヤンヌが。




　ふしぎな光を放つ薄うす衣ぎぬのドレスを羽織り。

　円卓に後ろ手をつく格好で、口元に淡あわい微苦笑を浮かべて立っていた。

「……ジャンヌ？」

「扉、締めてもらえるかしら。見られたらまずいから」

　よく知る幼なじみの声で彼女はそう言った。

　目撃されたくない──花琳フアリンがそう発した言葉の意味がようやくわかった。

「こんばんはカイ。そしてリンネ」

「…………」

　言葉がすぐには出てこない。

　まさか俺のことを思いだした？　そう口にする前に、ジャンヌ自身が首を横にふった。

「カイ。あなたの言うことはまだ信じられないわ。あなたがこことは別の世界からやってきて、その世界では私と幼なじみだったなんて」

「……ああ。そうだろうと思う」

「でも何でかな。初めて会った気がしないの。これは本当」

　ふぅとジャンヌが息をつく。

「なぜ男装なんかしてるのか。答えは一つよ。こういう組織じゃ男のフリが便利だから。ずっと父に教育されてきたわ。父じぶんが指揮をとれなくなった時のためって」

「親父おやじさん、負傷して引退って聞いたよ」

「ええ。だから私が継ついだの。子供の頃から男のフリをしてたから、私のことを知ってるのは花琳フアリンと、父の部下だった人類反旗軍レジストの幹部だけ。他の部下には秘密で」

「そんな大事な秘密をどうして俺に？」

「私が男の真ま似ねしてるうちは、あなたは私を信用してくれないでしょ」

　交渉のテーブルにつく為の誠意。

　ということは──

「私も花琳フアリンもあなたを高く評価してるわ。悪魔の斥せつ候こうと渡り合える実力と、それに知識。あなたは人類反旗軍レジストに光明をもたらすかもしれない」

「……率直に聞くよ。俺に、具体的に何をしろって？」

「新ネオヴィシャールの死守」

　護衛の花琳フアリンが前に進みでる。

「過去、人類特区ヒユーマンシテイが悪魔の斥候に発見された場合、奴らの大軍が押し寄せる前に、住民たちに避ひ難なんするよう誘導するのが我々の選択だった」

「……今回は違うと？」

「抗戦する。地の利を生かしてだ」

　壁に貼られたウルザ連れん邦ぽうの地図。

　その所々に赤インクで○マルが記されているのを花琳フアリンが指さして。

「新ネオヴィシャールは五つの人類特区ヒユーマンシテイに囲まれている。これらの都市すべてに人類反旗軍レジストの支部が存在することから、悪魔やつらが新ネオヴィシャールを攻めてきた時は──」

「そうか。五つの都市からの援軍で悪魔を包囲できる」

　逆に新ネオヴィシャールが陥おちれば、周囲五つの人類特区ヒユーマンシテイまで侵しん攻こうを受ける恐れがある。何が何でも守り抜くというのは妥だ当とうな判断だ。

「人間は見下されてるわ。今回はそれを逆さか手てにとるつもり」

　言葉を続けるのはジャンヌ。

「正当な報ほう酬しゆうは用意するから協力してほしいの」

「──ねえ」

　カイに密着していたリンネが、カイの背中から顔を覗のぞかせた。

「わたしそれじゃキリがないと思う」

「え？」

「襲おそってきた悪魔を返り討ちにはできるよ？　でも、今度はその報復にもっと多くの悪魔がやってくると思う」

「……ええ。それは承知の上よ」

　指揮官ジャンヌが無言で拳を握にぎりしめる。

　わかっている──そんなことは人類反旗軍レジストの長として誰よりも理解している。

　それでも守り抜くしかないのだ。新ネオヴィシャールが潰つぶれれば、周りの人類特区ヒユーマンシテイまでも悪魔の脅きよう威いに晒さらされることになる。

「俺もリンネと同感だ」

　ホワイトボードまで歩いていく。

　張りつけられた地図の、その中心を指さしてカイは声を振りしぼった。

「抵抗だけじゃ足りない。こっちから攻めこむべきだと思うんだ。王都へ」

「どういう意味かしら。人類特区ヒユーマンシテイが狙ねらわれる前に、悪魔の根ね城じろになってる王都に攻め入ってしまえと？」

「結果的にはそうなる。だけど狙う悪魔は一体きりだ」

「……一体ですって？」

　ジャンヌと花琳フアリンが訝いぶかしげに目を細める。心当たりが無いのではない。その「一体」に目星がついたからこその反応なのだろう。

「まさか……」

　人類反旗軍レジストの指揮官へ、カイは大きく頷うなずいた。

「悪魔の英雄を叩く」

「冥めい帝ていヴァネッサを!?　待って、それは本気で言ってるの!?」

「俺の知ってる大戦じゃ人間が勝った。不可能じゃない」

　正史の世界では、預言者シドが冥帝ヴァネッサを撃破。それによって悪魔たちは統率を失ったと記録されている。

「…………冥帝ヴァネッサは怪物よ」

　押し殺した声で、ジャンヌ。

「ここウルザ連れん邦ぽうの王都ウルザークが陥かん落らくしたのは三十年前。多くの兵が集まって王都を守り通していたと聞くわ。高位悪魔の襲しゆう撃げきも押し返して。でも冥帝ヴァネッサが一体きりで防ぼう衛えい戦線の前に現れて……」

　一夜にして王都は崩壊した。

　ウルザ連邦の総力が、悪魔の英雄一体を止められずに敗北したのだ。

「何百人で挑いどんだって犠ぎ牲せいが増えるだけよ」

「冥帝ヴアネツサと直接戦うのは二人でいい。俺とリンネで」

「……あなたたちだけで!?」

　ジャンヌが言葉を失う。

　まじまじとこちらの顔を見つめ、こくんと息を吞のみこんだ後に。

「ウルザ連邦の軍隊が、総力をあげても敵かなわなかったのが冥帝ヴアネツサなのに？」

「ああ。だけど数の問題ってわけでもない。俺の知ってる歴史は、たった一人で冥帝ヴアネツサに挑んで撃破した奴がいた。とんでもなく凄すごい人間の英雄が」

「……それと同じことがあなたにできるの？」

「絶対とは言えないよ。英シ雄ドの時とは条件も何もかも違うから」

　当時のシドは、おそらく他種族との戦いに精通していたはずなのだ。

　一方の自カ分イは人類庇ひ護ご庁で知識こそ得ているが、悪魔族を初めとした他種族との戦いの経験値が圧倒的に足りていない。冥帝ヴアネツサの撃破を想定した時、おそらくはシド以上に自カ分イの方が困難な挑戦になるだろう。

「だけど──」

「カイにはわたしがついてるもん」

　力を貸してくれる奴がいる。

　そうカイが言う前に、隣のリンネが手を上げた。

「わたしは強いから。それにカイもたぶん平気。わたしの法術も剣で躱かわしたし、悪魔たちに囲まれても大丈夫だと思う」

　わたしの法術──

　リンネが口を滑すべらせたのには肝を冷やしたが、ジャンヌも花琳フアリンも疑問の声を発しない。話の本筋を追うのに夢中で、法術という単語もただの言葉尻と解かい釈しやくしたのだろう。

「大方はリンネの言うとおり。俺たちが駄目だったらすぐ兵を引き上げてくれ。俺とリンネが冥帝ヴアネツサを倒せたら理想。そうでなくても人類反旗軍レジストの被害は抑えられる」

「……でも」

「ジャンヌ、倒せるはずなんだ。人間が悪魔に劣ってるわけじゃない」

　預言者シドがそれを証明した。

　その歴史を覚えている自カ分イがやるしかないのだ。

「利点メリツトは？」

　ぽつりと口にする花琳フアリン。

「お前をそこまで突き動かす動機がわからない。人類特区ヒユーマンシテイのために二人で冥帝ヴアネツサに挑いどむ。その危険リスクに釣り合う対価があるようには思えないが」

「……俺だけの勝手な理由さ」

　無意識のうちに零こぼれたのは自じ嘲ちようの笑みだった。

「俺は、こっちの世界じゃ『存在しない』人間だ。だから逆に、この世界がどうなっても俺には関わり合いがないし、俺が手を差しのべる理由もない」

「それで？」

「って思われても仕方ないんだろうな…………だけど！」

　我知らずのうち、カイは拳を握にぎりしめていた。

「サキもアシュランも俺のこと忘れていようが、俺は二人を覚えてる。俺にとっちゃ大事な仲間だ。それにジャンヌ、信じられないだろうけど、俺たちずっと腐れ縁だったんだぜ。そいつらが、こんなどうしようもない状況で命かけて戦ってるのを見て、俺だけ背を向けるのは……嫌なんだよ」

　自分が覚えている世界に帰き還かんできたとしよう。

　平和な世界でサキやアシュラン、ジャンヌと再会できたとしよう。

　……俺は。

　……この世界で見捨ててきたお前たちにどんな顔で会えばいい？

　ここで背を向けるのは。

　人類庇ひ護ご庁で共に過ごしてきた仲間への裏切りだ。

「だから俺もやる。俺だけが戦うんじゃない。アンタらが戦ってるから俺もやるのさ」

「────そうか」

　女護衛が沈ちん黙もく。

「その上でジャンヌ。俺から人類反旗軍レジストに頼みがある」

「聞かせて」

「俺とリンネで冥帝ヴアネツサに挑いどむ。その間、それ以外の悪魔たちを引きつけてほしい。具体的には人類反旗軍レジストで王都に攻めこんでもらいたい」

　王都へ、総力を集中する。

　冥めい帝ていヴァネッサの塒ねぐらである政府宮殿についた時点でカイとリンネが離り脱だつ。二人が忍びこむ間、人類反旗軍レジストが政府宮殿を囲って暴れる陽よう動どう役となる。

「悪魔族は個体数がとにかく多いのが厄介だ。ウルザ連れん邦ぽう全土に何万体いるかわからないけど……王都にいる悪魔はそう多くないと俺は思う」

「どうして？」

「悪魔あいつらが、人間を最ハ初ナから相手にしてないからさ。悪魔が敵対ライバル視してるのは残る三種族。つまり大陸の南、東、西を支配する聖霊族と蛮神族と幻獣族だ。そいつらが侵略してくる方が、人間の反乱なんかより一億倍危険だろ？」

　ならば冥帝ヴァネッサはどこに戦力を配置する？

　答えはウルザ連邦の境界線。敵対ライバル種族の侵しん攻こうを牽けん制せいするために一体でも多くの配下を国境に沿って配置するだろう。

「王都の地形を考えても、政府宮殿のまわりに何百体って悪魔が飛びまわってるとは思えない。せいぜい近場を歩いてるのが数体で、仲間を呼んでも数十体」

　そうだよな──視線を送った先のリンネが、意を察して頷うなずく仕草。

　推測ではあるが、リンネが冥帝ヴアネツサと戦った時の記憶からできるかぎり正確に割りだした数字である。

　……悪魔の英雄は、自分の力に絶対の自信をもってる。

　……政府宮殿のビルに配置する部下も、腹心に限定してるはずなんだ。

　ビル内部には百体もいまい。

　ただし、そこに配置された部下はどれも高位悪魔であるのは間違いないのだが。

「人類反旗軍レジストで政府宮殿を包囲するわけね。悪魔がビルに入ってこれないよう堰せきとめる。状況次第だけど、数時間なら足止めは十分できると思うわ。ただし……」

　こちらを値踏みするような先ほどの態度は露つゆと消えて。

　指揮官として、表情を引き締めたジャンヌが真しん摯しな表情で口を開いた。

「王都は広大よ。人類反旗軍レジストの総力で出撃すれば王都に入ったと同時に見張りに見つかる。政府宮殿に行きつく前に妨害される恐れが──」

「地下から侵しん入にゆう可能です」

「……花琳フアリン？」

　惚ほうけたまなざしの主あるじの前で、護衛である女傭よう兵へいが円卓へと進みでた。

　王都ウルザークの拡大地図に指をつきつけて。

「政府宮殿の裏に、かつて王家が避ひ難なんに使った専用地下駅プライベートステーシヨンがあります。悪魔はおろか人間でさえ一般人は存在を知りません」

「…………なんですって」

「この専用地下駅プライベートステーシヨンの線路は、地下でウルザ連れん邦ぽう全域に繫つながっています。この本部から最寄りの廃駅にも繫がっている」

「そこを通れば政府宮殿の前まで行けるっていうこと？」

「はい。戦車は無理ですが装そう甲こう車なら線路内を走行可能です」

「わかったわ。だけど花琳フアリン？　あなたソレをなぜ黙っていたの。王都までの近道があるなら、それは人類反旗軍わたしたちにとって重要な作戦材料のはずよ」

　叱しつ責せきを滲にじませる主の口ぶり。

　対し、主を守る役目の女護衛が、珍しくも表情に苦笑いを浮かべてみせた。

「廃駅となった専用地下駅プライベートステーシヨンを利用する政府宮殿への突撃作戦は、十五年前、既に立案されていました。先代様によって」

「お父様が!?」

「はい。ですが当時は冥帝ヴアネツサを撃破する手段がありませんでした。人類反旗軍レジストの兵すべてを投入しても倒すことはできないと、先代様はこの計画を断念されました」

　この作戦は一度きり。

　専用地下駅プライベートステーシヨンの存在が悪魔族に知られた後は、同じ作戦は通用しない。

「先代様は慎しん重ちように機を待ちました。冥帝ヴアネツサを撃破する手段が見つかるまで」

「……そこまではわかるわ。でもどうして。お父様が引退なさった時に、その作戦を娘の私が知らされてないのは不自然よ」

「娘だからじゃないのか？」

　親の心、子知らず。

　呆ぼう然ぜんとふり返ったジャンヌに、カイは肩をすくめてみせた。

「政府宮殿に突撃して冥帝ヴアネツサに挑いどむ。そんな命知らずな作戦を娘にさせる親がいるか？　親父おやじさん、本当は自分でやるつもりだったんだろうからな」

「っ」

「そのとおり。付け加えれば、ジャンヌ様が二十歳になった時に、先代様ご本人から話をするとおっしゃっていました。私は命令違反ですね」

「…………ばか」

　うつむく主ジヤンヌが、従者フアリンの胸に拳をあてる。

　その他愛もない仕草に、どれだけの感情が込められているかはカイにさえもわからない。何年も主従関係を築いてきた二人だけの遣り取りジエスチヤーなのだろう。

「で、ジャンヌどうする？」

「やるわ。専用地下駅プライベートステーシヨンを利用したウルザ政府宮殿への突撃、すぐに作戦会議よ」

　ウルザ人類反旗軍レジストの指揮官が顔を上げる。

　そこに至いたる決心は、カイとリンネが耳を疑うたがうほどに早かった。

「ずいぶん早い決断だな？」

「大前提があるわ。躊ちゆう躇ちよすれば新ネオヴィシャールが襲しゆう撃げきされる。……何が何でも人類特区ヒユーマンシテイは守り抜く。それが霊光の騎士だもの」

　幼なじみであった面影は既になく。

　カイとリンネが見守る前で、ジャンヌが後ろ髪を束ねて結わえていく。

「──やろう。悪魔の英雄への挑戦だ。ウルザ連れん邦ぽうを取り戻す」

　霊光の騎士ジャンヌは、力強い口調でそう宣言した。
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　王都ウルザーク。

　大陸北部を占める広大な国家であるウルザ連邦の王都は、カイの知る正史の世界では、もっとも自動機械オートメーシヨン化が進んだ都の一つだった。

　高層ビルの硝子ガラスが空を映して蒼あおく澄すみ、緑の並木道が賽さいの目状に美しく整備されている。

　そしてウルザ政府宮殿。

　そびえ立つツインタワー型の高層建造物──その姿を今でも覚えている。

「昼間は、政府宮殿の窓ガラスが一斉に空を映して青に染まるんだ。陽が沈しずむと夕暮れを反射して赤くなる。それが綺き麗れいでさ」

　主要駅ターミナルの地下鉄道──

　土と黴カビの臭においが立ちこめる地底のトンネル。暗き線路を何十台という装そう甲こう車が進んでいく音を聞きながら、カイは言葉を続けた。

「……こっちの政府宮殿は、悠長に眺めてる余裕なさそうだけど」

「空を悪魔が飛び交ってるせいで無人偵察機も飛ばせやしない。今の政府宮殿がどんなお化け屋敷ホラーハウスになってるかは、実際に突撃してからのお楽しみってことだな」

　運転席のアシュランが苦笑い。

「驚いたぜ。ウルザ王の専用地下駅プライベートステーシヨンが、こうして廃線になった地下鉄に繫つながってるなんてよ。要するに政府宮殿まで一直線ってことだろ」

「ねー。しかも昨日のうちに花琳フアリン様が自分で歩いて下見したっていうじゃない」

　ガムを嚙かみながらサキが返事。

　ただし普段の助手席ではなく、今日の彼女は後部座席である。

「この道からアタシらが政府宮殿を強襲。それで悪魔の親玉を倒して一件落着よ」

「それはそうだがよ」

　運転席のアシュランが、バックミラー越しにサキをちらりと覗のぞいた。

　隣席にいるリンネの肩にしがみついた同サ僚キを。

「つぅかお前、なんでリンネにしがみついてんだ？」

「怖いからよ！」

　堂々と。ただし周りには聞こえない声量で、サキがアシュランに言い返した。

「人類反旗軍レジストの兵士を片っ端から集めて政府宮殿を占せん拠きよして、その地下に囚とらわれてる捕ほ虜りよを救出する。これは奇襲が成功すれば十分可能だわ」

「おう。傭兵オレらの腕の見せ所だ」

「そして政府宮殿十階の大ホール。ここでジャンヌ様と親衛隊が冥帝ヴアネツサの腹心たちを足止めする。危険だけどジャンヌ様と花琳フアリン様なら成功するって信じられるもん。ただ、この計画に唯一不安要素があるとすれば……」

「言ってみな」

「なんでアタシらが冥帝ヴアネツサを倒す突撃班に選ばれてるのよぉぉぉっっっ!?」

「……わっ？」

　リンネの声は、まさか人サ間キに抱きつかれるとは思ってなかったことへの動揺だろう。

「サキが女に抱きつくのが趣味だったとはな」

「男でも女でも、何ならぬいぐるみでも抱きつきたい気分なの！」

　涙声のサキ。

「信じらんない。たったの四人よ。カイとリンネに、アタシとアシュランの二人が支援要員。たった四人でどうしろっていうの！　途中で悪魔に見つかったら……あぁ。お父さんお母さんごめんなさい。今年の冬は生きて帰れそうにないわ」

　よろよろとサキが目を閉じる。

　と。そんな彼女の頭を撫なでる手があった。

「……リンネ？」

「元気出た？」

　リンネが、人間を元気づけた？

　そんな二人の姿に、助手席のカイも思わず見入っていた。

「カイの知り合い……だったって聞いたから。だから特別。ほかの人間にはしないわ」

　しかしやはり抵抗はあるらしい。サキの頭を撫なでるリンネの表情は、自分より大きな犬に手を伸ばす子供のように強こわばっている。

「心配しないでサキ。わたし強いもん。冥帝ヴアネツサ以外ならたぶん負けない」

「そ、そうなの凄すごいのね……でも肝心の冥帝ヴアネツサは？」

「────」

「その沈ちん黙もくは何なの!?」

「任せて。追い詰められた時は、カイを助けるために冥帝ヴアネツサごとわたしが自爆する。道連れにしても倒すから」

「早まらないでっ!?」

　抱きついていたリンネからサキが慌ててひきさがる。

「っていうかカイ!?　昨日も何度も聞いたけど平気なのね、アタシら四人で……」

「ああ。むしろ、これ以上は増やせない」

　わずか四人の突撃班。これも検討を重ねた結果だ。

　冥めい帝ていヴァネッサとの戦闘はカイとリンネ。その支援バツクアツプを任せるとすれば、人類反旗軍レジストの中でカイが人柄を熟知している二人以外に考えられない。

「……でもアシュランはよく平気ね？」

「平気じゃねえよ。さっきからハンドル握にぎる手がどんだけ震ふるえてると思ってんだ」

　サキの声に、運転席の同どう僚りようが溜ため息いき混じりに答えてみせた。

　──作戦決定が三日前。

　円卓の幹部たちが作戦を承認し、サキとアシュランがその役目を知らされたのは一昨日の夜ふけのことだ。二人にとっては心を落ちつかせる暇もない急務である。

「アシュラン、新ネオヴィシャールの様子は？」

「早朝に連絡とったかぎりはまだ無事だ。こればかりは冥帝ヴアネツサの気まぐれだろうな」

　アシュランが、ふるえる手を再びハンドルへ。

「なあサキ、俺がこうしてハンドル握ってんのは単純な下心さ。悪魔どもを倒せたら俺らは世界中から大絶賛だ。褒められたいし報ほう奨しよう金きんももらいたい。こんなどうしようもない世界で少しは良い気分になりたい。その程度でいいんだよ」

「……アシュランさ」

　運転を続ける横顔をカイは眺めて。

「俺の知ってる世界のアシュランより、逞たくましくなってるんだな」

「はぁ!?　だからお前のその話は俺にはサッパリわかんねぇっての……」

「期待してる。ところでリンネ」

　再び背後へと振りかえる。

「大事なことだからもう一度ここで聞くけど、俺たちがこんな大勢で忍び寄ってること、悪魔たちは気づかないんだよな」

「うん。人間には法力がないから。悪魔たちが感知するものがないの」

　たとえば鋭するどい嗅覚をもつ幻獣族が相手であれば、この潜伏は適かなわなかった。

　悪魔族は法力の感知に長たけている反面、他の感覚器官は人間のソレと大差ない。地下に潜もぐっている人間の臭においを感知するのは不可能なのだ。

「なら予定どおり進もう」

「いーや。もう到着のようだぜ。地獄の扉をノックする時間だ」

　乾いた口調でアシュラン。

　そんな彼が顎あごで指す先で、前方の車両がゆっくりと速度を落としていく。

「……いよいよね」

　後部座席のサキが、立てかけていた擲弾銃グレネードガンへと手を伸ばした。

　王都ウルザーク中心部。この地下鉄道のすぐ上に専用地下駅プライベートステーシヨンの隠し扉がある。そこを開ければ目の前に政府宮殿だ。

『ウルザ人類反旗軍レジスト、ここに集うすべての同志たちに告げる』

　装そう甲こう車が一斉停止。

　全兵に支給された通信機へ、霊光の騎士ジャンヌの声が伝わっていることだろう。

『私を信じてよくここまでついてきてくれた。まずは、この場で礼を言う。諸しよ君くんらの忠ちゆう誠せいと勇気が、今日までの人類の希望であったことは疑うたがいようがない』

　幾いく重えにも、幾重にも。

　車両のヘッドランプのみが照らす地下道トンネルに、指揮官の声がこだまする。

『本作戦にかけた準備期間は三日。そのことに不安を覚える者もいるだろう。……だが、思いだしてほしい。我々は何年間戦い続けてきた？』

　誰もが聞き入るなかで。

『強大な悪魔の支配に抗あらがい続けてきた歴史を遡さかのぼれば、もはやどれほど古くに至いたるかもわからない。それだけの時を戦いぬいてきた。それこそが「今日」のための備そなえであったと私は考える』

　ウルザ人類反旗軍レジストの指揮官は宣言した。

『十分すぎるほど、我々は闘志という備えを蓄えてきた。そろそろ思い知らせてやろう。反撃の刻ときだ。──諸君、この暗い地下から這はい上がろう』

　これが平穏な時代であったのならば。

　今ここで割れんばかりの拍手と喝かつ采さいとがわき起こっていたことだろう。

　……ここからが始まりだ。

　……地底で気勢を上げて騒ぎ立てて、地上の悪魔に見つかったら元も子もない。

　誰もがそれを理解している。

　だからすべての傭よう兵へいたちが、拍手のかわりに、己おのれの銃を担かつぐことで応えてみせた。

『征ゆくぞ』

「リンネ、サキ、アシュラン。──行こう。手て筈はずどおり駆け上がる！」

　ジャンヌの号令。

　と同時に、カイは装そう甲こう車から飛びおりた。

　──目指すは地上。

　前方車両の傭兵たちを何十人と追い越して、線路の奥へ。そこにあったはずの壁は既に撤てつ去きよされ、先には美しいタイル張りの通路が広がっていた。

「カイ、これが専用地下駅プライベートステーシヨンなの？」

「だろうな。リンネ、俺から離れるなよ……っていうまでもないか」

　亜竜爪ドレイクネイルを背負って走る。

　銃を携帯したうえで速度を落とさず走る訓練を重ねてきた身だが、並走するリンネは涼しい顔でカイの疾走についてきている。むしろ問題なのは後ろの二人だ。

「ちょっ、ちょっとお前ら速すぎなんだよ！」

「待ってよカイってば！　どうやったら銃担いでそんな速く走れるのよ!?」

「……ねえカイ。わたしが二人を抱えて飛んじゃいけないの？　その方がずっと速いよ」

「それは緊急手段な。翼つばさも隠しておいてくれ」

　リンネの正体はぎりぎりまで人類反旗軍レジストにも秘密。

　ただし突撃班──カイを含むサキとアシュラン、リンネ自身に命の危機がおよぶ場合には法術も躊躇ためらうな。そう伝えてある。

「あった、自動階段エスカレーター。サキもアシュランも、ここを昇ったら地上に出るぞ」

　埃ほこりをかぶった自動階段エスカレーター。

　電気供給が断たれて数十年と経過したソレを、一気に駆け上がる。地下二十メートルから専用地下駅プライベートステーシヨンの地上出口へ。

「カイこっちだ」

「ジャンヌ、待たせた」

　天井のスキマから注ぐ日射し。

　その逆光に照らしだされるのはジャンヌと親衛隊。さらに護衛の花琳フアリンは、天井につけられた扉をわずかに開けて、地上の様子を窺うかがっている。

「花琳フアリン、政府宮殿前の様子はどうだ」

「悪魔が三体。ただし偶然ここを通りかかっただけでしょう。問題ありません」

「想定どおりだな。人間が政府宮殿に攻めこむなど考えてもいないか」

　霊光の騎士が片手を挙げる。

　すっと静まる周囲。寒気さえ覚えるほどの静せい寂じやくがあたりを包みこむ。その余よ韻いんの後に。

「──やれ！」

　爆破。

　仕掛けられた大量の成形爆薬が、専用地下駅プライベートステーシヨンの天井ごと地上への扉を粉々に破壊した。大穴が生まれ、濛もう々もうと黒煙がそこから噴ふき上がる。

「行くぞ」

　煤すすと砂すな埃ぼこりのたちこめる天井を伝って、カイは地上に飛びだした。

　暗雲たちこめる天そら。

　その色を映しだすかのように、暗あん褐かつ色しよくに染まった巨大な建造物が聳そびえたっている。




　──ウルザ政府宮殿。




「これが……!?」

　悪魔に奪うばわれた王都最大のビルだ。

　ツインタワー型であった塔の一本が、半なかばから消滅。窓ガラスは割れ砕けて、壁面にも蜘ク蛛モの巣状の亀き裂れつが痛々しいほどに刻まれている。

『ニンゲンッ!?』

　政府宮殿に続く広大な階段で。

　煙から飛びだしたカイの姿を見た漆しつ黒こくの巨体が吼ほえた。

　第九主要駅ターミナルで遭遇したのと同じ古代魔デーモン種──拗ねじくれた角に漆黒の翼つばさを有する悪魔。彫像魔ガーゴイルのような弱点は存在せず、強大な法力によって様々な法術を行使する。

「何を驚いてるんだよ」

　亜竜爪ドレイクネイルを手に、踊り場まで一息で駆け上がる。

「もともと人間の物ビルだ。驚くことじゃない」

『凍リツケ！』

　暗色の円えん環かんが開き、そこから極寒の風が吹きつけた。

　階段の手すりが瞬またたく間に氷の柱となり、階段が薄はく氷ひように覆おおわれていく。地面を這はって近づいてくる氷の蔓つる。その触手が足首に絡みつく寸前で、カイは宙に跳んでいた。

「その法術は知ってる」

　人類庇ひ護ご庁に残された戦闘映像でだ。過去、人間が目まの当たりにしたすべての法術を、その効果と威力まで、カイは一つ残らず頭に叩きこんである。

『キサマ──!?』

「行くぞ」

　次の法術を発動しようと伸ばした腕めがけ、亜竜爪ドレイクネイルの切っ先を振り下ろす。

　略式ドレイク弾。膨ふくれあがる爆炎が古代魔デーモンを包みこむ。だが悲鳴は、そんなカイの背後から響きわたった。

「カイ、上！　彫像魔ガーゴイルの群むれが！」

　サキが指さすのは頭上。

　二十階建てとなる政府宮殿の屋上に飾ってあった石像たち──それが背中の翼つばさを羽ばたかせ、奇怪な雄お叫たけびを上げて飛びたったのだ。

「たやすく突入させちゃくれないか……」

「どうするの、ここで時間かけてられないんでしょ!?」

「まとめて片付ける」

　うっすらと煙をまとう亜竜爪ドレイクネイルの銃口を向ける。

「降雷弾ボルト・バレツト」

　地電流。短鎗ジヤベリンのごとく地面から射出された何十という雷撃が、飛翔する彫像魔ガーゴイルをことごとく打ちすえて地に落としていく。

　その光景に背を向けて、カイは政府宮殿の入口エントランスへと靴先を向けた。

「すげぇ!?　おいカイ、何だよあれは！」

「俺の世界で製造された群体用の弾丸だ。とっておきだから弾数は限られてるけど」

「何よ何よ、そんなすごいのあるなら最初に言っときなさいって！」

「……まあな」

　サキとアシュランはもちろん、続いて地上に上がってきたジャンヌの本部部隊も誰一人として気づいた様子はない。

　──カイの背後で、ふふんと胸を張るリンネに。

　自慢げにこちらをチラチラ見てくるのは、彼女なりの「後で褒めてね？」のアピールなのだろう。

　降雷弾ボルト・バレツトなど存在しない。その正体は、カイの宣言にあわせてリンネが放った法術だ。略式エルフ弾の亜種と言いくるめれば疑うたがう者はいないだろう。

「順調だな」

　後ろから追いついてきたのは、銀色の鎧よろいを着たジャンヌだった。

「その鎧、走るのに重くないのか」

「ギリギリまで鎧の厚みを削ってる。まったく問題ない。────皆、展開せよ！」

　ジャンヌ率いる人類反旗軍レジストの第一陣が一階入り口エントランスに突入。

　さらに第二陣が、ビルをぐるりと取り囲むよう防塞バリケードを敷く。これで政府宮殿には悪魔が入ってこれない。

「面白い弾丸だったな」

　入り口エントランスへと走るカイに、長身の女傭よう兵へいが並んできた。

　偃月刀シヤムシール──見慣れない曲刀を両手に携たずさえた花琳フアリンが、押し殺した声で口にした。

「広範囲に雷を撃ちだす。凄すさまじい威力だった」

「俺の銃じゆう剣けんのとっておきだよ」

「引き金も弾かずにな。半なかばまで押しこんでいたが、途中で止めていた。あれでは弾丸は出ないだろう？」

「────」

「あの娘か。リンネとかいう。最初から妙な気配だとは思っていたが」

　見ていた？

　はるか後方から。誰もが上空の彫像魔ガーゴイルに目を向けていたはずの場面で、この女護衛だけはカイの手元を注視していたのだ。

　視力も並外れているが、それ以上になんと恐るべき直感か。

「私が問うのは一つだけだ。お前は、お前とあの娘とで冥帝ヴアネツサに挑いどむと言った。言葉に二言はないな？」

「ない」

「承知した」

　詮せん索さくする気はない。そう言わんばかりに花琳フアリンが主あるじを追いかけて走り去っていく。

　……さすが。これが、悪魔と戦い続けてきた歴戦の勇士か。

　……ジャンヌが護衛に指名するわけだ。

　先頭をいく指揮官と護衛。その後ろに続く何十人という兵士が一階ホールで足を止めた。人類反旗軍レジストの部隊はここで悪魔たちを迎げい撃げきする役目となる。

「隊長、任せた」

「はっ！」

　敬礼で応じる部下に背を向け、ジャンヌの親衛隊が非常階段を駆け上がる。その後方から速度を上げて、カイはジャンヌのすぐ後ろへ追いついた。

「ジャンヌ、こっちで間違いない？」

「正しい。中央の昇降機エレベーターと階段は目立ちすぎる。非常階段からの迂う回かいが妥だ当とうだ」

「……確かに、悪魔の気配がほとんどないな」

　三階から四階。さらに四階から五階へと上りつめる。

　最上階を目指すのがカイたち。

　一方でジャンヌとその親衛隊が向かうのは、政府宮殿の中層階にあたる十階だ。

　この勢いで上れば数分で到達するだろう。だが、奇妙なまでの静せい寂じやくが逆に物々しいと感じるのはカイの杞き憂ゆうだろうか。

「リンネ、どうだ」

「ううん。強い法力は感じない。でもさすがにおかしいよ。わたしと戦った時の冥帝ヴアネツサなら絶対なにか……」

　階段を一段抜かしで飛び進んでいくリンネが、顔を上げる。

　その視線が宙の一点で静止した。

「カイ、あそこ！」

「小悪魔インプ!?」

　体長数十センチほどの小柄な悪魔が、虚こ空くうで自分たちを凝ぎよう視ししていたのだ。

　身体からだの大きさどおり肉体は脆ぜい弱じやくで、法力も微量。使う法術にいたっては一つしかない。

　だが、その法術が時に「最悪」になりうることをカイは知っていた。

「やばい……ジャンヌ急げ！　来るぞ！」

　転移呪法サモンスペル。

　悪魔のみが使う術式──小悪魔インプ一体につき一体、自分より強大な悪魔を呼びよせる。

　非常階段の壁に生まれる暗色の円えん環かん。

　ピシリッ、と壁に罅ひびが入った音を聞くや、カイとリンネは同時に五階の踊り場から六階の階段へと跳んだ。

　そして、壁が砕けちる。

　政府宮殿のぶあついコンクリート壁を破壊して、丸太ほどもある太さの腕が伸びてきた。

「巨大悪魔ヒユージデーモン!?」

　巨人種タイタンなみの巨体にくわえ、膨ぼう大だいな法力を有する高位悪魔。

　その腕が、ジャンヌの背後に立つ親衛隊の一人を鷲わしづかみにした。

「う、うあああああああああぁぁぁぁぁ────────ッ！」

　恐怖に染まった悲鳴。

　虫を握にぎりつぶすかのごとく、巨大悪魔ヒユージデーモンの掌が傭よう兵へいを捕らえて力をこめる。その刹那に。

「鈍のろい」

　巨大な腕の、その指先が消滅した。

　摑つかまれていた傭兵があっさりと掌から滑すべりおちる。その首根っこを捕まえて受けとめたのは、壁に配置された排気ダクトに立つ花琳フアリンだった。

『────────ニンゲンッ！』

　巨大悪魔ヒユージデーモンの怒ど号ごうが響きわたる。

　それを冷笑で受けながす花琳フアリンが右手を上げた。たったいま悪魔の指を切断したばかりの偃月刀シヤムシールの切っ先を、その首筋へと差し向けて。

「ジャンヌ様。お先に上へ」

「花琳フアリン！」

「ぶあつい皮ひ膚ふと強固な肉体。銃とは相性が悪い。お側そばを離れるのは予定外ですが、私が抑えます」

　身の丈十メートル近い怪物と睨にらみあう。

「ただの木で偶く。すぐに処理して追いつきます。ご安心を」

「……十階で待つ」

　霊光の騎士と親衛隊の軍靴が再びこだまする。

　その階下から立て続けに鈍にぶい破壊音。花琳フアリンと巨大悪魔ヒユージデーモンの戦闘だけではない。一階でも人類反旗軍レジストと悪魔との衝突が始まったのだ。

　七階から八階。八階から九階へ。

　無言で登り続けるジャンヌが、不意に、すぐ背後のカイへと横顔を向けた。

「言っておく。指揮官わたしの身を案じるのは不要だ」

「っ」

　内心の不安をずばり見透かされた。

　護衛の花琳フアリンが戦っている間、この十階大ホールで冥帝ヴアネツサの腹心をジャンヌが相手にするのは危険すぎる──まさにカイが口にすべきか悩んだ矢先のことだ。

「私たちはこのフロアで気楽に暴れるだけだ。私も親衛隊も、我が身は自分で守る」

「……護衛フアリンがいないのに？」

「もちろん。誰より勇ゆう敢かんに振る舞ってこそ指揮官というものだ！」

　ジャンヌの爪先が床を激しく打ちつけた。

　浮かびあがるような跳ちよう躍やくで十階へと身を躍らせる。カイや親衛隊を待つことなく通路を直進して大ホールへ。

「待てジャンヌ!?」

　指揮官らしからぬ猪ちよ突とつ猛もう進しん。少なくともカイにはそう見えた。

　悪魔が待ち伏せしていれば、法術で迎え撃ってくれと言っているようなもの。親衛隊がいるというのに指揮官ジヤンヌが危険な先頭を走る意味はない。

「カイ」

　背後によりそうリンネが、目をみひらいた。

「────強い法力。そっち危ない！」

「ジャンヌ止まれ！」

　ホールに足を踏み入れた霊光の騎士。

　その全身を、何十発もの濃こ紫むらさき色の雷撃が撃ちぬいた。

　リンネの法術にも比類する稲光が轟とどろき、大ホールを振るわせる。そんなものを人間が浴びればどうなるか。答えなどわかりきっている────だからこそカイは目を疑うたがった。

「カイ。これでも不安か？」

　雷撃が終息。法術の残ざん滓しが粉雪のように舞うなかで、騎士の鎧よろいをまとう指揮官は平然とした面持ちでその場に立っていた。

「……エルフの霊装!?」

「ご明察」

　驚きよう愕がくの声を上げるリンネに、霊光の騎士が片目をつむってみせる。

「幻獣族との交戦でエルフの郷さとから奪だつ取しゆした『霊光の装束』だ。法術耐性で勝るもののない至宝でもある」

　悪魔族を象しよう徴ちようする強大な法術。

　それに恐れることなく立ち向かう姿は、紛まぎれもなくウルザ連れん邦ぽう解放の騎士だろう。

「行け」

　大ホールの奥から這はい出でてくる四本腕の古代魔デーモン。それと真っ向から向かいあいながら、ジャンヌの指先が指し示したのは通路の向こう。

「配下が現れるということは、この上に冥帝ヴアネツサがいると自白しているようなもの。それを倒すと言ったのは君だろう。カイ」

「──ここは任せた」

　ジャンヌとその親衛隊に背を向ける。

　非常階段に引き返し、カイはさらに上階を目指して突き進んだ。

「サキとアシュラン。これ腕につけててくれ。光学迷彩カモフラージユの機能で、つけてる間は悪魔にも見つからなくなる」

　後方の二人に腕章アームバンドを投げわたす。

「で、いいんだよなリンネ？」

「うん。天使の結界法術だから……じゃなくて、天使の結界を真ま似ねして人間が作ったの」

　これもリンネの法術だ。

　術者リンネのまわりの姿と法力を外部から隠いん蔽ぺいする。優すぐれた嗅覚をもつ竜ドラゴンを擁ようする幻獣族には効果が薄いが、悪魔族や聖霊族にはほぼ完璧に機能するという。

「サキもアシュランも俺とリンネから離れるなよ。数メートルでも離れると腕章アームバンドの光学迷彩カモフラージユが解ける」

　十五階、十六階。そして十七階で急停止。

　通路にそって、息を殺してフロア北端めざして歩きだす。

「おいサキ、ここだよな？」

「三十年前のビルの見取り図が正しいならね」

　地図を握にぎりしめるサキ、その後ろを同僚アシユランがぴたりと寄りそって進んでいく。

　光り輝く照明。

　床は美しく磨きあげられて、覗のぞきこめば顔が映りこむ。

　廃はい墟きよじみたビルの外観と対照的に、建物の内側は今なお王宮の大通路のように美しい。豪ごう奢しやでありながらも機能的で、とても悪魔の塒ねぐらとは思えない。

「……今さらだけどジャンヌの予想的中か。ビルの一部はまだ電気が通ってるって」

　フロアを照らす電気照明。

　さらにいえば、乗客がいないはずの昇降機エレベーターも電源が落ちていないのだ。

「発電設備が生きてる。悪魔が保守メンテナンスできるわけねぇし、ここに捕まってる人間ドレイだろ。そっちは別働隊が救出するって言ってたけどよ」

　機関銃マシンガンを手にして進むアシュラン。

「で、カイ。俺たちは電気室を占せん領りようす────…………っ、な、なんだこれ!?」

　ずしん、と伝わる物々しい鳴めい動どう。

　ジャンヌたち下層の戦闘か？　だが鳴動は収まる気配がない。ずしん、ずしん、と……意思を持っているかのごとく近づいてくる。

　広大な通路を埋めつくす巨体。犀サイを思わせる外見の怪物が曲がり角から姿を見せた。

　魔獣ジャバウォック。

　巨大な法力をもつ悪魔にして獣。拗ねじくれた一本角を誇示するように頭部を屈かがめ、地鳴りと共に接近してきたのだ。

「っ!?」

「待ってサキ」

　擲弾銃グレネードガンの引き金に指をかけた少女を、リンネが咄とつ嗟さに止めた。

「だいじょうぶ。わたしたちのことバレてないから」

「……ほ、ほんとに？」

「見つけてたら突進してくるもん。通み路ちの端っこでじっとしてれば通りすぎるから」

　壁すれすれに身を寄せて立ち止まる。

　その眼前を、巨象のごとき怪物が地鳴りを従えて過ぎていく様は、たとえ姿が見えていないとわかっていても背筋が凍る恐ろしさだ。

「さすが冥帝ヴアネツサの巣そう窟くつ、あんなのが当たり前に徘はい徊かいしてるのか……」

　魔獣ジヤバウオツクが奥の曲がり角へ。その足音が遠ざかっていくのを確かめて、再び歩きだす。今まさに魔獣ジヤバウオツクがやってきた方向へだ。

　──電気室。

　うっすらと埃ほこりをかぶった大型機械が立ちならぶ部屋に飛びこむや、扉を閉めた。

「ああもう……寿命が三年は縮んだわよ」

　擲弾銃グレネードガンを抱えた少女が青ざめた表情で壁によりかかる。

「ま、これでアタシらは目的地に到着ね。アシュラン、そっち頼んだわよ」

「おう。こんなの目つむっててもしくじりゃしねえよ」

　アシュランが見下ろすのは配電盤。そして彼が握にぎったレバーは、政府宮殿の全フロアの電気供給を遮しや断だんする配電用遮断機ブレーカーである。

　このレバーを降ろすことで、ビル全体の電気供給が停止する。

「撤てつ退たい用な。冥帝ヴアネツサを倒すか、逆に無理だって思った時に電気を遮断してビルの明かりを消す。悪魔どもが動揺してる間にずらかる。これでいいんだよなカイ？」

「ああ。俺から合図する」

「最高のタイミングで決めてやるよ。レバー降ろすだけだけど……で。いいんだな？」

「うん」

　答えたのは扉前に立つリンネ。

「わたしとカイは行くね。二人はここで待ってて。たぶん、じっとしてればこんな奥まった場所に悪魔が入ってくることないと思うから」

「無理すんなよ。俺もサキも言いたいのはそれだけだ」

　元同どう僚りよう二人が、右手の甲を額ひたいにあてる。人類反旗軍レジストの敬礼に見送られ、カイはリンネとともに電気室の扉をこえた。

　再び十七階の通路へ。

　……このビルは二十階建て。そしてウルザ王の執しつ務む室があった場所も二十階だ。

　……冥帝ヴアネツサがいるとすれば十中八九そこで間違いない。

　唾を飲みこんで胸に手をあてる。とくんとくんと早鐘を打つ鼓動が静まるのを待って、カイはリンネへとふり返った。

「ありがとうリンネ。大変だっただろ」

「うん？」

「俺以外の人間と一緒にいるの、嫌がってただろ。ここにくる時まで人類反旗軍レジストの傭よう兵へいが山ほどいて、サキとアシュランだってずっと傍そばにいたから」

「……カイに褒めてもらえるなら、わたし我慢できるよ？」

　どこか照れくさそうに答える彼女。

　胸一杯に両手を広げる──ぱっと後ろ髪がなびくと共に、そこから天魔の翼つばさが勢いよく飛びだした。

「うん。やっぱりわたし、こっちの方が調子いいみたい」

「じゃあ行こう」

　曲がり角から通路を覗うかがう。悪魔も魔獣もいない。いたとしてもリンネの隠いん蔽ぺい術式がある以上、よほどのことが起きないかぎり見つかることはあるまい。

　そして足を踏みだした瞬間。




　警報サイレンがけたたましく鳴りひびいた。




　侵しん入にゆう者を告げる鐘。

　この状況下だ。自分たちが侵入者の立場であるのは間違いない。

「そんな!?　わたしの結界が効きかないなんて!?」

「これは……監視装置が生きてるのか！」

　リンネの術式は光の錯覚を利用した光学迷彩カモフラージユ。

　幻獣族の嗅覚を誤魔化せないのと同じく、赤外線センサによる体温検知機器には通用しない。それがここで作動したのだろう。理り屈くつはわかるが、カイにとって予想外だったのは、赤外線センサがまだ作動しているという事実そのものだ。

　……監視装置は、高度機械文明の産物だ。

　……技術者が保全しないと数か月で動かなくなるはずなのに。

　さらに言えば魔獣ジヤバウオツクの通過では作動しなかったことも腑ふに落ちない。

『ニンゲンの悪知恵も偶たまには役に立つ』

　ぞくり、と。

　流氷の海に投げこまれたかのような悪お寒かんが、脳天から足先までを駆けぬけていく。

『監視装置コレは熱に反応するのだろう？　壁をすり抜ける聖霊族も、結界をまとう天使の接近も看破する。まさかニンゲンが網にかかるとは思わなかったが』

　じゅぅと禍まが々まがしい音。

　熱したバターのごとく天井の壁がみるみると融ゆう解かい。天井だったコンクリートが灰色の水滴と化して滴したたり落ちて、一体の古代魔デーモンがその天井の穴から降りてくる。

「……カイ」

　リンネの声が震ふるえだす。そしてカイの知るかぎり初めてだ。悪魔族を前にして彼女が緊張を露あらわにしたのは。

「この悪魔、結構やばいかも」

「ああ。見るだけでヤバイってわかる」

　全身から溢れだす灰色の障しよう気きが、その強大さを物語っている。

『何だその翼は』

　リンネの翼つばさを凝ぎよう視しする古代魔デーモン。

『ニンゲンどもをここまで誘導したのは貴様の術だな。そしてその翼は天使？　しかし、なぜ我々の臭においが混ざっている。……何だ貴様は。その混こん沌とんとした────』

「話し好きなら教えてほしいことがある」

　リンネの姿を隠すかたちでカイは前に出た。

「お前か？　わざわざビルの監視装置を改造した悪知恵の主は」

『ヴァネッサ陛下のお知恵である』

　誇らしげに両手を掲かかげる古代魔デーモン。

『この都はニンゲンの監視機器とやらが張り巡らされている。天使の結界も、聖霊族の侵しん入にゆうも看破するという。ニンゲンには上出来すぎる。ぜひ使ってやろうとな』

「…………」

『そしてその機器は、ニンゲンに管理させるのが最も話が早い』

　難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さい。

　だからこそ悪魔族は王都ウルザークに棲すみついた。人間の技術者を見つけだして捕らえ、今なお監視装置の保全をさせ続けているのだ。

『そしてもう一つ。貴様らの侵入を知って陛下は大変喜んでおられた。なぜこの機にこのような自滅行為に走ったか。とても面白い。興味があると』

「じゃあ冥帝ヴアネツサのところまで案内してくれるのか？」

『目の前に愉快な玩がん具ぐがある』

　悪魔の全身から障しよう気きがわき上がる。

『見逃す理由はない』

「ああ、そうかい！」

　真白い煙が通路を包みこんだ。

　発煙手榴弾グレネード。カイの放った手榴弾が破裂。法術を発動しかけた悪魔の視界を塞ふさぐ。

『────ッ、何だこの……!?』

「発煙弾は初めて見たか？　こんなビル内でなきゃ悪魔には効きかないだろうけどな」

　悪魔の狼ろう狽ばいは一瞬。

　そのわずかな虚きよをついて、電気室から離れる方向へとカイは走った。耳をつんざく警報サイレンが響きわたるなか、身み震ぶるいするほどの殺気が膨ふくれあがっていく。

「追ってくる!?　リンネ、光学迷彩カモフラージユは！」

「……甘かった。アイツ、わたしの術に烙印マーキングをつけてきた」

　唇を嚙かみしめながら、リンネ。

「このビルのどこに隠れてもわたしを追ってくる」

「なら上だ」

　通路を駆けぬけて非常階段へ。十七階から十八階。さらに十九階へと続く踊り場を見上げて──そこでカイは目をみひらいた。

　燃えさかる炎の壁。

　鋼こう鉄てつの階段が炎に包まれ、激しく火の粉を噴ふき上げる光景がそこにはあった。

「ここも小悪魔インプか……！」

　真っ赤な炎に照らしだされる小柄な悪魔たち。

　それも一体や二体ではない。カイが見上げる空中を埋めつくす数の法術円えん環かんが生まれ、転移呪法サモンスペルによって上位悪魔の影が浮かびあがってくる。

　……完全に先回りされた。

　……どうする。ここから離れないとあっという間に囲まれる。

　非常階段は二つ。片方が潰つぶされてもまだもう一つの経路が残っている。

「こっちだ！」

　リンネの手を取って走りだそうとして。

「だめ、カイ危ない！」

　背後から突き飛ばされる。

　体勢を崩して前傾に。蹈鞴たたらを踏みながらもカイが見たのは、通路を閉ざす巨大な氷塊だ。リンネが気づいていなければ氷に吞のみこまれていた。

　が。氷の檻おりはすでに二人をわけ隔へだてている。

「リンネ!?」

「……だいじょうぶ。わたしはだいじょうぶだから」

　悪魔の群むれと対峙する少女が、気丈な横顔でふり向いた。

「行ってカイ。わたしが一緒にいたら追跡される。先に上で待ってて。わたしもすぐ追いかけるから。それで冥帝ヴアネツサを一緒に倒すの」

「だけど……」

「お願い行って！」

　最後の言葉は、絶叫にも似た懇願だった。

　……わかってる。

　……リンネの言ってることの方が正解なんだ。

　ジャンヌをはじめ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいたちが、今も低階層で悪魔たちを食い止めているはず。ここで止まるわけにはいかない。

「────絶対追いついてこい。約束だからな！」

　背を向ける。

　血が滲にじむほどに掌に爪を食いこませ、唇を嚙かみしめてカイは床を蹴けりつけた。





　　　　　　　






　人間の少年カイ・サクラ＝ヴエントが去っていく。

　見捨てられたわけじゃない。逃げていくわけじゃない。この上にいる冥帝ヴアネツサを倒すために走るのだと約束した。

　……そうだよねカイ？

　……わたしを信じて上で待っててくれるよね？

　リンネはすべてが嫌いだ。

　嫌いだった。

　悪魔族は陰険で嫌いだ。五種族の中でもっとも他種族への侮蔑が激しい。

　幻獣族は野蛮で嫌いだ。五種族の中でもっとも粗そ野やで荒々しい。

　聖霊族は奇怪で嫌いだ。五種族の中でもっとも理解しがたく近寄りがたい。

　蛮神族は強情で嫌いだ。五種族の中でもっとも排はい他た的で気位が高い。

　人間族は脆ぜい弱じやくで嫌いだ。五種族の中でもっとも弱くて臆おく病びようだ。

　そして。

　その全部が混じっている自分が、一番嫌いだ。

　なのに彼カイは、そうじゃなかった。

　自分を見て怖がらなかった。嫌な表情をしなかった。それどころか──




〝しばらくこうしてろ。落ちつくまで待っててやるから〟




　抱きしめてくれた。

　だから一緒にいたい。もう一度体温を感じたいのだ。

　……嫌だよカイ。

　……わたしが行くまでに死んじゃってたら、嫌だからね。

　振りかえる。非常階段の出口を破壊して現れる古代魔デーモン。さらに壁や天井が融ゆう解かいし、そこからも異形の悪魔たちが現れる。

　そのいずれもがリンネを前に、奇妙なモノを見たかのように動きを止めた。

『臭におうぞ。天使の臭いだ』

『だが悪魔の臭いもする……？』

『いや、エルフの臭いも。ドワーフの臭いも漂ってくる』

『竜も。聖霊の臭いもだ』

『何だ。貴様は何だ……？　その底知れぬ臭いと法力の混合……』

　膨ふくれあがる悪魔の殺気。

「そんなのわたしが訊ききたい……わたしは何なんだっていうの、教えてよ」

　にじり寄る悪魔族と向かい合う。

　強大な法力を宿やどした高位悪魔たちを順々に見比べて、リンネは言葉を続けた。

「わたしが何なのか自分でもわからない。でも一つだけわかるの──────わたしが、アンタたちなんか大っ嫌いってこと！」

　天魔の翼つばさを広げる。

　リンネ──そう名乗る少女の全身から迸ほとばしる法力の波動は、あらゆる種族の力が渾こん然ぜん一いつ体たいと混ざりあった唯一無二の輝きを秘めていた。

「わたしはカイと一緒にいたいの、邪魔するならどうなったって知らないから！」
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　政府宮殿、十階。

　アーチを描く天井に、四本腕の古代魔デーモンの咆ほう吼こうが轟とどろいた。

『脆ぜい弱じやく種ガッ……！』

　一本だけが丸太のごとく肥大化した右腕が、大おお蛇へびさながらに蠢うごめいて親衛隊の傭よう兵へいを壁に叩きつける。全身に機関銃の弾丸を霰あられのごとく受けながら、だ。

　彫像魔ガーゴイルのように弾丸が効きかないわけではない。

　だが全身を覆おおう法力が障しよう気きとなり、弾丸が着弾する前に鉄鋼を腐ふ食しよくしてしまうのだ。

　せいぜいゴム弾。

　弾の威力が大幅に削そがれ、悪魔の身体からだを貫つらぬくことができない。それを──

「はっ！」

　霊光の騎士ジャンヌの剣が、鞭むちのようにしなる悪魔の腕を切り裂さいた。

『──ッ!?』

「浅かったか。だが天使術式による『天罰』つきだ。そう簡単に治ると思うな」

『天使の法具カッ!?』

　二の太た刀ちを振るうジャンヌを前に、悪魔はその刃やいばを避よけようとはしなかった。振り下ろされる刃へと二本の手を伸ばし、刃を掌で握にぎり摑つかむ。

「っ」

『弱い。天使の法具を人間が振るったとて、そんな腕力ではな……本当の剣とはこういうものだ』

　悪魔の掌に紅ぐ蓮れんの火炎が収束していく。大おお鉈なたのように振るった法術の刃が鎧よろいを引き裂き、ジャンヌの身体を焼きつくした。

　……そのはずだった。

　法術による炎の剣が消滅。

　ジャンヌに触れた瞬間に、炎の刀身が弾はじけて元の火花となって消えていく。

『鎧？　いや、その下か。エルフの霊装！』

「気づいたか」

　跳び下がる人類反旗軍レジストの指揮官。

　炎の剣に切り裂かれた鎧の隙間から覗のぞくのは、淡あわい薄うす衣ぎぬの装束である。生地の厚さは薄紙にも満たないだろう。その衣が悪魔の法術をかき消したのだ。

　鎧よろいはあくまで男装カモフラージユのため。

　ジャンヌの真の防具は、その下に身につけている薄うす衣ぎぬだ。

　──霊光の戦いくさ装束。

　エルフの至宝の一つであり、法術耐性では最上位の力をほこる。霊光の騎士ジャンヌの象しよう徴ちようたる、対悪魔の切り札の一つだ。

『自ら死を選ぶか、ニンゲン！』

「────」

　それに応えず、たった一言。

「擬ぎ装そう解除。『月の弩おおゆみ』よ」

　ジャンヌの剣から光が生まれた。

　天使の法術をしめす白亜の輝きに包まれて、剣が変化。数多あまたの宝石をちりばめた世にも美しき弓となる。

「劈つんざけ」

　大気を切り裂さく法力の矢を受ける古代魔デーモン。

　巨体が壁に衝突。その様子を見届ける前に、ジャンヌは突如として猛烈な目眩めまいに襲おそわれて膝をついた。

「ジャンヌ様!?」

「……問題ない。隊長、持ち場を死守せよ！」

　駆け寄ろうとする親衛隊の隊長を一いつ喝かつ。そうする間に、ジャンヌの頰ほおを滝のように汗が滴したたり落ちていく。ぞっとするほど冷たい汗が。

「自ら死を選ぶか、だと」

　歯を食いしばり、全身を戦おののかせながらも霊光の騎士は立ち上がった。

「そのとおりだ。その覚悟がなくて人間われらが悪魔おまえたちに勝てるわけがない！」

　天使の弓とエルフの霊装。

　これらは元々、強大な法力を有するエルフと天使だから使える法具だ。法力を持たない人間が着用すれば瞬またたく間に体力を奪うばわれ、命さえ枯れていく。

　──命を食らって輝く死装束。

　霊光の騎士ジャンヌは、常に死と隣り合わせで戦い続けている。

　人類反旗軍レジストの傭よう兵へいで知らぬ者などいない。だからこそ敬意を抱いだくのだ。

「軽いものだ。悪魔の英雄と戦うことと比べれば……」

　別歴史の世界からやってきたというカイとリンネ。

　本音を言えば、ジャンヌはまだカイの話を信じきれていない。どうすれば五種族大戦で人間が勝利するような歴史になるというのか。

　だが、彼カイはそれを証明してみせると言った。

　悪魔の英雄へと挑いどむ。その無理無謀と比べれば、命を食らう霊装の着用などたやすいものだ。ジャンヌの覚悟一つでできるのだから。

「ジャンヌ様！」

　突然に響く部下の絶叫。

　気配は頭上から。

　天井が音を立てて崩壊し、そこから猟犬型の魔獣が飛びおりてきたのだ。ケルベロス。そう称される伝説級の魔獣にも似た怪物が、前脚を振りあげた。

　呪じゆ詛そと猛もう毒どくの爪。その切っ先がジャンヌの脳天めがけ襲おそいかかる。

「お待たせしました、わが主あるじ」

　その爪が、虚こ空くうでへし折られた。

　偃月刀シヤムシールの一いつ閃せんで。

「少々、道が混んでおりました。片付けながら来たもので」

「……肝を冷やしたぞ」

　花琳フアリン──親衛隊、幹部、そのいずれにも属さないジャンヌの従者。霊光の騎士に仕える護衛が、紙一重で間に合ったのだ。

『…………貴様か……聞いたことがある……』

　くぐもった声を漏らす魔獣。

　へし折られた前脚の爪、そして花琳フアリンが両手で持つ偃月刀シヤムシールを忌々しげに見比べて。

『並外れた強さの人間がいると。貴様か…………竜戦士ドラグナー！』

「さあな」

　真っ赤に熱を帯おびて輝く偃月刀シヤムシール──のように見えるソレは、亜竜の牙ドレイクトウース。

　カイの銃じゆう剣けん「亜竜爪ドレイクネイル」はあくまでその姿を模もしたもの。

　だが花琳フアリンが持っているのは本物だ。幻獣族が跋ばつ扈こするこの世界だからこそ入手できる世界最硬級の剣素材。

　竜の牙を以て戦場を駆ける。悪魔族からも恐れられた竜戦士ドラグナー。

「階下で部下たちも持ちこたえている模様。とはいえ時間稼ぎも限度があるでしょう」

「……最上階次第か」

「はい。そしてジャンヌ様は後ろへ。私が参ります」

　口早に応じ、ウルザ連れん邦ぽう最強の戦士は再び亜竜の牙ドレイクトウースを構えた。
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　ウルザ政府宮殿、二十階。

　最後の一段を上り終えたところで、カイは疲労混じりの息を吐きだした。

「ようやくか……」

　ついに最上階。

　人類反旗軍レジストが全力で悪魔を引きつけている間に、とうとう冥めい帝ていの塒ねぐらまで辿たどりついた。

　……悪魔の追跡は撒まいた。追ってくる気配なし。

　……あとはリンネを待てば。

　自カ分イを逃がすため、リンネは自ら危険な別行動を選んだ。

　非常階段はビルの南北それぞれの端に一つずつ。カイが通ってきたのは南側の通路で、リンネが悪魔の包囲を突破すれば北側の階段からやってくる。

「リンネ……来いよ……」

　約束したのだ。二人で冥帝ヴァネッサを倒すのだと。

　非常階段のスペースから一歩足を踏みだし、二十階の通路へ出る。

　そのはずが。

「なっ!?」

　無意識のうちに驚きよう愕がくの声が喉から漏れた。

　通路も壁もない。二十階のすべての隔かく壁へきが粉々に破壊され、フロア一つが大広間に造り変えられていたのだ。

　そしてカイは、そんな大広間の中心に一体の悪魔の姿を見た。

　煌きらびやかな照明の下、かつて壁であった瓦が礫れきが散乱する床において場違いなほど豪ごう奢しやな椅子──かつての王の座に腰かける悪魔。




　冥帝ヴァネッサが、そこにいた。




「ようこそ人間」

「…………お前が……」

「まあそう強こわばった表情をするな。ここは余だけの間だ。部下がいても窮きゆう屈くつゆえにな」

　底知れぬ威い厳げんと不気味さと、そして艶なまめかしさを湛たたえた女声を発する悪魔。

　夢魔サキユバス──

　麗うるわしき相そう貌ぼう。背中にかかる黒髪は光を反射して紫色に艶つやめいて、真っ赤な瞳ひとみと唇は、一目でそれが魔性のものとわかるほどに妖よう艶えんだ。

　……大昔から人間の王を虜とりこにして国を滅ぼしてきた。

　……そんな伝説が山ほどある悪魔の一種か。

　悪魔族の英雄。

　と同時に女王ともいうべき存在が、カイを見てクスクスと微笑を零こぼす。

「銃を捨てないのか？」

「……なんだって？」

「最強の悪魔が夢魔サキユバスであること、人間には意外らしい。古代魔デーモンや魔獣のような姿を想像して、余が冥帝ヴアネツサと知るや人間は戦意を失うことがほとんどだ。『こんな美しい娘に銃は向けられない』と口々に言う。どうだ、貴様も暇つぶしに愛めでてやって構わんぞ」

「…………」

「どうした」

「そうじゃないだろ。お前の本性は」

　亜竜爪ドレイクネイルの切っ先を向け、カイは大広間に響きわたる声でそう言った。

　リンネから聞いている。

　冥めい帝ていヴァネッサという悪魔がどういう存在か。

「目め障ざわりな古代魔デーモンや魔獣をことごとく力でねじ伏せて頂点に立った。いかにも色っぽい夢魔サキユバスのフリをしてるのは人間が騙される姿を見たいだけ。ホントは誰よりも好戦的で、隙あらば他種族の地域に攻めこむ戦闘狂。それがお前だ」

　きょとんと。

　信じられないものを、そんな表情でカイを見つめる夢魔サキユバス。

　……なんてね。俺もリンネから聞かされてなかったらさすがに驚いたさ。

　……冥帝ヴァネッサ。どんな恐ろしい見た目かって思ってたよ。

　外見は、美しい人間の女性にしか見えないのだ。












　禍まが々まがしい衣装の隙間からはこぼれんばかりに実った胸の谷間が覗のぞき、膝を組む姿勢は、見事な脚線美を表現するのにこれ以上ない仕草と言えるだろう。この美び貌ぼうに魂も尊厳も奪うばわれた人間が、過去にどれだけいたのか想像するのも恐ろしい。

「ふっ、あははっ、ははははははっっ！　面白いな貴様？」

　腹を抱えて冥帝ヴアネツサが笑う。

「戦闘狂？　いやいや、確かに余は争い事も嫌いではないが、これでも夢魔サキユバスとしての自覚もあるし、美貌には自信があるのだぞ？　人間ごとき余の色いろ香か一つで虜とりこにしてやろうと思っていたのだが。はは、その返事は予想していなかった」

　膝を組みかえる冥帝ヴアネツサ。

　太ふと股ももの付け根ぎりぎりまでが露あらわになるも、それは計算ずくの行為だろう。

「そういえば人間の反乱軍があったな。霊光の騎士とやら、配下からそんな名を聞いたことがある。エルフの霊装を使うと聞いたが。お前か？」

「あいにく人違いだ」

「では貴様はその部下か？」

「いいや。確かに俺は、お前から王こ都こを取り返すためにやってきた。だけど人類反旗軍レジストとは無関係のヨソ者だ」

「ヨソ者？」

　不測の言葉に、魔性の美貌を湛たたえた悪魔が首を傾かしげてみせた。

「ウルザ連れん邦ぽうの外からか」

「もっと遠い場所だ」

　余裕の表情を崩さない悪魔の英雄。

　王の座に深々と腰かける冥めい帝ていヴァネッサの、その嘲ちよう笑しようを消し去るつもりで──




「お前が敗北した後の世界から」




　カイは、亜竜爪ドレイクネイルを向けてそう答えた。

「………………はて」

　気味悪いほど長き沈ちん黙もく。見つめるだけで生気を吸い取る瞳ひとみ、そんな伝説さえある夢魔サキユバスがわずかに眼まな差ざしを鋭するどくした。

「余が敗北した世界？　あいにくとそんな世界はない。過去も未来永えい劫ごう先も」

「過去でも未来でもない。こことは別の歴史をもった世界だよ」

「夢見事か？」

「ああ、俺だって何回も夢だって思ったさ。お前が信じようが信じまいが、俺は別の世界から迷いこんできた人間だ。俺からすれば俺の覚えてる方が本当の歴史で、そっちはもうとっくに五種族の戦いが終わってる」

　冥帝ヴアネツサが沈思。

　二度目の沈ちん黙もくは、一度目と比べればはるかに短かった。

「して。お前の言う世界では余が敗れたと。ならば余に勝利した種族は？　世界を支配する種族はいったい何になったというのだ？」

「人間」

「────────はっ！　あはははははっ何を言い出すかと思えば人間が勝利？」

　嬌きよう笑しようが響きわたった。

　自慢の胸が揺れるほどに肩をふるわせて、息も絶え絶えなほどに大笑い。

「幻獣でも蛮神族でも聖霊族でもなく、人間が勝利？　いやはや面白い、これほど嗤わらったのはいつぶりか。いったいどこの輩やからが妾わらわを倒したというのだ？」

「預言者シド」

　人間の英雄はこの世界に存在しない。

　だから彼の名に、冥めい帝ていヴァネッサが反応することはない。……そのはずだった。

「────────」

「冥帝ヴアネツサ？」

　預言者シド。その名を耳にした大悪魔の表情から笑みが消えたのだ。

　カイのことなど忘れたように宙を見上げ、その艶つややかな唇が独白モノローグを紡ぎ始めた。

「シド。シド？…………人間…………剣…………」

　今までの冥帝ヴアネツサの態度とは明らかに違う。

　それはまるで──

　記憶を失った者が、必死にその記憶を思い起こそうと抗あらがっている姿のようで。

「……シド……墓所…………世界座標の鍵コードホルダー、封ふう印いん………………『世界輪廻』…………」

「え？」

　いま何と言った。墓所？　世界座標の鍵コードホルダー？

　墓所も預言者シドの剣も、どちらも正史にのみ伝わる概念だ。別史にいる悪魔の英雄が口にする単語ではないはずなのに。

　そして「世界輪りん廻ね」とは何だ。いま確かに、そんな単語を口にした。

「冥帝ヴアネツサ！　お前、いま何を!?」

「──────いや」

　悪魔の英雄が首をふった。

　嬌笑まじりの眼まな差ざしが豹ひよう変へん。ぞっとする殺意とともに冥帝ヴアネツサが立ち上がる。

「余としたことが物思いに時間を割さいた。が、程々には愉たのしかったぞ。褒ほう美びとして選択肢をやろう。しばし余に愛めでられて朽くちるか、今すぐ燃え殻がらと化すか」

「どっちもご免だね」

「それは残念だ。夢魔サキユバスとして歓かん迎げいしてやろうと思ったが」

　冥帝ヴアネツサのドレスの裾が勢いよく跳ね上がる。

　足下の瓦が礫れきと砂さ塵じんを巻きこんで渦うず巻まく障しよう気きを従えて、悪魔の英雄が片手を上げた。

「では塵ちりとなれ」

「打ち消せ」

　声が重なった。

　冥帝ヴアネツサの爪先から放たれた紫電の矢。大気に強烈な電気をまき散らしながら迫せまる法術に、カイもまた亜竜爪ドレイクネイルの引き金を引いていた。

　──略式エルフ弾。

　五種族大戦の記録を基に開発された弾丸が、稲妻とぶつかりあって対消滅。

「なにっ!?」

　冥帝ヴアネツサの口から漏れる驚きよう愕がく。

　略式エルフ弾はこの世界には存在しない弾丸だ。法力を打ち消す弾を知らない悪魔に対し、確実に「反撃」が決まる。

「人間を舐なめすぎだ、悪魔」

　法術を打ち消されたことへの動揺。その一瞬で、カイは床を蹴けって跳んでいた。

　……どんなに強い法力を持ってようが。

　……肉体は夢魔サキユバスだ。略式ドレイク弾一発で仕留められる。

　我に返る冥めい帝ていヴァネッサ。

　だが遅い。既に亜竜爪ドレイクネイルは振り下ろされている。夢魔サキユバスの肩口へと叩きつけられた刃やいばが唸うなり、略式ドレイク弾が炸さく裂れつする。

「吼ほえろ！」

　その刃が、冥帝ヴァネッサの豊満な肉体を素通りした。

　蜃しん気き楼ろうのごとく夢魔サキユバスの姿が消滅。勢いを得た亜竜爪ドレイクネイルが突きささったのは、その背後にあった王の椅子である。

　爆発。略式ドレイク弾の爆風が王の座を跡形なく砕く中で。

「幻!?」

「余が夢魔サキユバスであることを忘れたか？」

　魔性の声こわ音ね。

　ぞっとするほど近くから伝わる声と、そして首筋へと触れようとする何かの気配。

「幻惑系エンチヤント。人間を魅了する術の応用だ」

「──くっ！」

　ふり向く余裕さえなく身を投げすてた。

　瓦が礫れきのなかを前転。全身が砂まみれになりながら起き上がったカイを、冥めい帝ていヴァネッサは手を伸ばした恰好のまま見下ろしていた。

「お？　これはずいぶんと機き敏びんな。獣人じみた回避反応ではないか」

　冥帝ヴアネツサの指先が、カイの銃じゆう剣けんへと向けられる。

「そして法術を打ち消す弾丸。面白いな。それが貴様の世界の武器というのなら」

「信じる気になったか」

「自惚うぬぼれるな」

　冥帝ヴアネツサの応えは、蔑さげすみきった眼まな差ざしだった。

「脆ぜい弱じやく種が。その程度で余の法術を止めた気か？」

　ざわりと夢魔サキユバスの髪が揺らめいた。

　髪の束一つ一つが、あたかも蛇へびのごとくうねり蠢うごめく。それは、すべて冥帝ヴアネツサの全身から立ち上る法力の波動によるものだった。

「冥唱グロリア『我が煉れん獄ごくに炎あり』」

　視界が「赤」に包まれる。

　炎と呼ぶにはあまりにも美しく、荘そう厳ごんで、そして凝ぎよう縮しゆくされた熱の結晶とも言うべき閃せん光こうを前に、亜竜爪ドレイクネイルを握にぎる手が凍りついた。

　──寒気。

　全身から汗が噴ふきだす。その汗が瞬またたく間に蒸発する熱量の炎を目まの当たりにしながらも、感じたものは冥府の氷コキユートスを想わせる絶対的な死の悪お寒かん。

「炎に吞のまれよ」

「……くっ！」

　略式エルフ弾を撃つ気さえ起きない。全身全霊で、一切の抵抗を放ほう棄きしてカイは床を蹴けりつけた。一直線に迫せまる紅ぐ蓮れんの激流の射線の外へ。

　炎が、フロアの壁を突きやぶる。

　ぶあつい鋼こう鉄てつ製の壁がコルク栓のごとく刳くり貫ぬかれて消滅。ビルから溢れた炎が空へと抜けて大気を焦こがす。

　……人類庇ひ護ご庁の高熱兵器だってこんなバカげた火力は無理だ。

　……これが……悪魔の英雄の本気なのか。

「おや？　しまったな。大事な要よう塞さいだから破壊しないようになるべく炎を集中させたが、それで避よけられてしまったか」

　膝をつく自分を見下ろす最強の悪魔。

「そうだ人間。一つ面白いことを教えてやる」

　視線がカイの銃剣へ。

「余の椅子を破壊したその銃。爆薬つきというのは中々に面白い」

「……どういう意味だ？」

「種族差。たとえば幻獣族は強固な鱗うろこのせいで炎に強い。聖霊族であれば先の幻惑系エンチヤントを無効化してしまうし、蛮神族にいたっては法術全般に耐性をもつ。種族の特徴に応じた耐性はとても面倒くさい」

　淀よどみない口調で続ける冥帝ヴアネツサ。

「だが、そんな耐性を無視し、種族を問わずに通じる万能の術がある。それが『爆ばく砕さい』。貴様の銃に爆薬が仕掛けてあるのも似た理由だろう。──何が言いたいかと言うと」

　その背中から翼つばさが飛びだした。

　蝙こう蝠もりのソレにも似た飛膜で、ねじくれた突起物の生えた悪魔の翼が。

「余のもっとも得意な術式が、その『爆砕』だ」

　絶対的強者の憫びん笑しよう。

　カイの足下の床全域に、巨大な法術円えん環かんが浮かびあがった。

「────っ！」

　逃げ場などない。

　フロアそのものを吹き飛ばす爆砕の波動が足下で膨ふくれあがっていく。

　まずい。足下から浮上する極大の破壊。未来予知のごとく、目の前のすべてが爆炎に吞のみこまれて燃え尽きる光景がカイの瞼まぶたに焼きついた。

「終いだ人間。貴様の死は運命づけられた」

　冥帝ヴアネツサが両手を広げて天を仰あおぐ。

　だがその一言が。

　カイの脳裏に、リンネと出会った時の光景を甦よみがえらせた。




〝世界座標の鍵コードホルダーは「運命」を斬る。無用なる死の運命サダメを世界から切り離しなさい〟




「世界座標の鍵コードホルダー！」

　黒き銃じゆう剣けんを頭上へと掲かかげて名を叫ぶ。英雄の剣の名を。

　冥帝ヴアネツサの法術が発動したのは、その直後だった。

　──冥唱グロリア『我が楽園よ、爆はぜ狂え』。

　鋼こう鉄てつの床が沸騰する。

　床と一体化した法術円環が破裂。噴ふき上がる爆炎が政府宮殿の壁と天井とに大穴を開け、そこから紅ぐ蓮れんの火柱が噴出する。

　業火によって煮えたぎり、液状化した床。

　炎の気流が収まったその後に、そこに立つ冥めい帝ていヴァネッサの姿があった。

「塵ちりも残さぬ。死をまぬがれる術すべはない。四種族の英雄でもないかぎり」

　埃ほこり一つ、瓦が礫れき一つ落ちていない。

　すべて等しく爆炎によって蒸発しきったからだ。

「なのに、なぜお前は生きている」

　冥めい帝ていヴァネッサの声に混じる苛いら立だち。

　それは、悪魔の英雄が人カ間イに対して初めて抱いだく警戒の念の現れだった。

「余はこの要よう塞さいの天井を丸ごと吹き飛ばす気でいた。それが発動の瞬間、威力の大部分が消滅したぞ。人間、その剣は何だ」

「……さあね」

　陽光色に煌きらめく世界座標の鍵コードホルダー。

　亜竜爪ドレイクネイルを依より代しろに顕けん現げんしたシドの剣を構えた姿で。

　……九死に一生か。

　……また助けられたな。この剣に。

　運命を切せつ除じよする。

　命に干かん渉しようする事象を「物理的」に斬る──その全貌を完全に理解した自信はないが、リンネと冥帝ヴアネツサの法術を切断したのはそういうことだろう。

「お前が持っていたのは黒の銃だった。いつその剣を取りだした？」

「それは──」

「カイ、下がって！」

　迸ほとばしる地電流。床を伝って這はいまわる電撃が、一切の逃げ場なく全方位から冥帝ヴアネツサの足首に絡みつき、その全身を激しく灼やいた。

「リンネ!?」

　階下から飛びだした翼つばさの少女。

　その頰ほおや二の腕には火傷やけどの痕が痛々しく刻まれて、背中の翼も、先端の羽がまばらに抜け落ちてしまっていた。

「お前、その傷……」

「平気だよ。ちょっと無理したけど」

「無理って時点で全然平気じゃないだろ……そんな傷でかよ」

「カイが生きててよかった」

「──俺が？」

「さっきの爆炎で建物が揺れたの。すごく怖かった。カイが死んじゃうんじゃないかって」

　リンネの声はふるえていた。

　恐怖と、そして怒りとで。

「だからなおさら許せない。来なさい冥帝ヴアネツサ！　わたしが相手をしてあげる！」

　雷撃が鎮しずまった後に、無傷で佇たたずむ妖よう艶えんなる悪魔の英雄。

　その表情が険しさを増した。

　カイでもリンネでもなく、先の爆炎で消し飛んだ天井の方向を凝ぎよう視しして。

「何者だ」

　その呟つぶやきに応じるかの如く、異変は起きた。

　何かを警戒する冥帝ヴアネツサの背後。空中に、突如として渦うず巻まく黒点が生まれた。

　カイとリンネが見ている前で渦うず潮しおを思わせる穴が広がり、人に似た影が浮かびあがる。




〝悪魔の英雄に想定外の「揺らぎ」を観測。禁忌単語タブーワード「シド」による影響、あり〟

〝切除器官ラスタライザによる切せつ除じよを開始する〟




　奇怪なる異種族。

　現れたのは、破壊された人形のように身体からだのあちこちが欠損した怪物だった。

　全身の概観は人間のそれに酷こく似じしているが、下半身は蛇へびの胴体のような触手構造。背中からは奇怪な管が露ろ出しゆつしている。

　……リンネに襲おそいかかった怪物と似てる。

　……その仲間？　まさかここまで追いかけてきたのか!?

　ひっ、と恐怖にリンネが身をすくめた。

「カイ！　あ、アイツ！」

「リンネ、後ろにいろ！」

　世界座標の鍵コードホルダーを構える。だが、その人形じみた怪物が無音で飛びかかったのは、間近にいた大悪魔だった。

「貴様!?」

　ふり返る冥帝ヴアネツサの首を締め上げる怪物。どれだけ力をこめようと、夢魔サキユバスの細い首筋に深々と刺さった爪が食いこんで外れない。

『世界への影響、拡散性と判断』

「貴様、そうか……理解したぞ……切除器官ラスタライザ！　主天アルフレイヤの差し金か！」

『無座標化ゼロコードを執行。英雄ヴァネッサの『記録コード』を世界から切除する』

　再現。

　リンネが受けたものと同じく。無数の黒渦が冥めい帝ていヴァネッサの周りを覆おおいつくすかたちで出現するや、一斉に全身にまとわりついていく。

　と同時に、冥帝ヴアネツサの身体からだが恐ろしい速度で消滅しはじめた。

「ッッッッッッッッッッッッッ!?」

　全身を削られていく悪魔の絶叫。

　死ぬ？　あの悪魔の英雄が、このまま正体不明の怪物に襲われて死ぬというのか。




　──冥唱グロリア・続詠唱セクエンツイア『我が血と肉と霊魂に、栄光を』




「調子に乗るなよ愚ぐ図ずがっっ！」

　悪魔の英雄が吼ほえた。

　背中からさらに一対の翼つばさが飛びだして、側頭部にも小さな角らしき突起が生えていく。さらに全身の肌に呪じゆ詛その紋もん様ようが浮かびあがった。

　妖よう艶えんな女性と、禍まが々まがしい悪魔の融合した姿へ。

「ほぉら摑つかまえた」

『!?』

　冥帝ヴアネツサが手を伸ばす。

　無座標化ゼロコードなる攻撃によって全身が崩れていく中で、逆に、切除器官ラスタライザという怪物の首を摑み返したのだ。

「主天アルフレイヤの犬ごときが、余の首を取れると驕おごったか」

『冥めい帝ていヴァネッサの抵抗値上昇？　想定外の法力。無座標化ゼロコードの完結まであと──」

「四散せよ」

　怪物の身体からだが粉こな微み塵じんとなって砕けちる。

　爆ばく砕さいの法術はあらゆる種族に通用する万能系。まさにその言葉どおり、体内から生じた法力の超爆発によって、欠損の怪物が燃え殻がらとなり消えていく。

「……なんだこの傷は。法力を集中しても治らぬ」

　絶え絶えの息で冥帝ヴアネツサが舌打ち。

「まあいい。目の前の脆ぜい弱じやく種を排除するのが先決か」

　ぎょろりと悪魔の英雄がこちらにふり向いた。全身から夥おびただしい量の血を流し続ける冥帝ヴアネツサが、殺さつ戮りくの嬌きよう笑しようをうかべて一歩、また一歩近づいてくる。

　……これが冥帝ヴァネッサの本性。

　……夢魔サキユバスなんて可愛かわいいもんじゃない。こいつ本当の悪魔だ！

　夢魔サキユバスの性さがなど欠片かけらもない。

　目の前にいるのは、強きよう大だい無む比ひの力ですべてを爆砕せんとする殺戮の化身。

「リンネ、お前こんな奴と戦ってたのか」

「……違う……」

　本性を解きはなった冥帝ヴアネツサを目まの当たりにして。

　リンネが、愕がく然ぜんとそう口にした。

「……怖い。前から強かったけど、でも、わたしが戦った時はこんな怖くなかった。こんな表情見たことないもん…………」

　正史とは異なる歴史の世界で、冥めい帝ていヴァネッサもまた凶きよう悪あくな変貌を遂げていた。

　だが、リンネがここまで怯おびえるほどの変わり様なのか。

「逃げて！」

　張りつめた悲鳴がこだました。

「カイ逃げて！　だめ、勝てない。強さとかじゃなくて……勝てないってわかるの……」

「リンネ!?」

　我が身を省かえりみない勢いで冥帝ヴァネッサに激突。

　その腰にしがみついたリンネが、歯を食いしばって言こと霊だまを吐きだした。

「『影の幽獄』よ！　この悪魔を、わたしごと縛りつけなさい！」

「聖霊族の結界？　貴様っ!?」

　リンネと冥帝ヴアネツサのまわりが薄暗闇の檻おりに閉ざされる。

「貴様は何だ。その翼つばさ。そして聖霊族の結界まで……どういうことだ」

「早くカイ！　こんな結界じゃすぐに壊されちゃう。わたしが抑えてる間に逃げて！」

「抑える？」

　ピシリ、と暗闇の檻に生まれる真っ赤な亀き裂れつ。

「余を抑えるだと。こんな脆もろい結界で余を閉じこめたつもりか小物！」

　吼ほえ哮たける爆炎が、暗闇の檻を内側から跡形もなく破壊した。

　爆風に煽あおられたリンネが宙を舞い、鈍にぶい音を響かせて硬い床に叩きつけられる。翼を羽ばたかせた悪魔の英雄が、リンネへ追撃。

　その背中に向け、カイは叫んだ。

「冥帝ヴアネツサ！」

「……だ……め…………やめ……て……カイ」

　世界座標の鍵コードホルダーを振りあげて冥帝ヴアネツサへと挑いどむ。

　策などない。床に倒れたリンネから一秒でも一瞬でも、この殺さつ戮りくの悪魔の気を逸そらす。その一心でカイは剣を握にぎりしめて。

「カイ逃げて────────」

「目め障ざわりだ人間」

　悪魔の声。それが──

　カイが意識を失う前に聞いた、最後の言葉だった。




　少年の身体からだが、血色の爆炎に包まれた。




　血色の飛沫しぶき。

　リンネの前で宙を舞う少カ年イ。持っていた世界座標の鍵コードホルダーさえ手放して、その身体がはるかフロアの壁にまでぶつかって潰つぶれた。

　倒れ、起き上がる気配はない。

　ただ爆風を浴びたわけではない。身体からだの芯から破裂した法力によって、外見こそ無事でも内蔵も骨もズタズタに引き裂さかれたことだろう。

　法術が少カ年イの体内で破裂した瞬間を、リンネは目撃してしまった。

「…………カイ？」

　答えはない。生きているわけがないからだ。

　リンネの目からもソレはあまりに絶対的だった。どんなに認めたくなくても、生きていてほしいと願っても、希望を許さぬ血と死の臭におい。

「…………あ…………」

「はっ。生あい憎にくだな。貴様が逃そうとした人間は消えた。どうする？　奴のための仇討ちか。それとも貴様だけでも逃げおおせるか」

「……………………」

「それとも戦意さえ尽き──────」

　言いかけた悪魔の言葉が止まった。

　無言で起き上がった少女リンネ。その傷が、目の前で再生しつつあるのだ。

「……馬鹿な」

　冥帝ヴアネツサの爆炎には強力な治ち癒ゆ阻そ害がいの呪じゆ詛そが含まれている。治癒能力に優すぐれた幻獣族、あるいは天使の加護であっても容易たやすく治る傷ではない。

　そのはずが。

「ヴァネッサァァァァァァァッッッッ────────！」

　リンネは吼ほえた。

「許さない。絶対に絶対に絶対に……許さないんだから！」

　自分以外に大事なものなんてなかった。親も友人も同種族の仲間さえいなかった。

　……それが、ようやく見つかったのに。

　……カイだけはわたしに接してくれたのに。

　初めて知った。

　大事なものを失うという喪失感。




　──『■■■』因いん子し、覚醒。




　まぶたを閉じ、頭上の天を仰あおぐように両手を広げる少女リンネ。

　その背中にある天魔の翼つばさが、空気が弾はじける音とともに二倍近くに巨大化した。

「……なんだと」

　悪魔の英雄が絶句する先で、さらに変化は続いていく。

　リンネの金髪が輝きだした。法力の光に照らされているのではなく、髪そのものが透けて内部から光が無限に生みだされていく。

　さらに額ひたいや二の腕にも、うっすらと光る紋もん様ようが皮ひ膚ふに浮き上がっていく。

　──翼つばさの肥大化は「幻獣」因いん子しの顕けん現げん。

　──身体からだの内側から光る器官は「聖霊」因子の顕現。

　悪魔族と蛮神族と人間。

　さらに幻獣族と聖霊族の特徴が、新たにリンネの身体に備そなわっていく。

「雑種？　いや違う。……何だその五種族が混じった混こん沌とんの姿は……？」

「うるさい」

　リンネの姿が搔き消える。鋼こう鉄てつの床に足跡を残すほどの強きよう靱じんな跳ちよう躍やくで距離をつめ、その勢いのまま夢魔サキユバスのやわらかな肉体に拳を突き刺した。

　竜の腕力で。

「…………っ……かっ…………は……？」

　身体を大きく折り曲げて冥めい帝ていヴァネッサが膝をつく。

「……貴様、その姿は……！　その姿が貴様の……本性……か」

「うるさいうるさいうるさい！」

　獣人の脚力でもって顎あごを蹴けりつける。悪魔の障しよう気きそして法力の壁で軽減していなければ、冥帝ヴアネツサの頭部は砕けちっていただろう。

「ヴァネッサァァァァァァァッァッッッッ！」

　大粒の涙を残して地を蹴るリンネ。

　聖霊族の特性──その残した涙さえも光り輝く幻想的な光景を前にして。

「はっ！　ははははは！」

　悪魔の英雄は、口から血を噴ふきだしながら嗤わらっていた。

　痛みなどどうでもいい。可お笑かしくてたまらない。甲高い嘲ちよう笑しようがそう物語っている。

「これは、これはなんと滑稽か！　なあ輝かしき混沌種よ！」

「…………」

「わかっているだろう。その力とその姿で！　貴様が最初からソレで戦っていれば、あの人間を余から逃すことくらいはできたはずだ」

「…………」

「よもや人間アイツに、その姿を見られることを臆おくしたか？」

　リンネの顔に、悲ひ愴そう感が過よぎる。

「はっ、わかるぞ！　人間はもっとも脆ぜい弱じやくで臆おく病びようなものたちだ。悪魔を恐れ、幻獣を嫌い、聖霊を厭いとい、蛮神を妬ねたむ。貴様のその輝く姿は美しい……が、それだけ人間から程遠い。それを恐れたわけだ。バケモノと呼ばれることを恐れたわけか！」

　全力の形態になることを躊躇ためらった。

　そしてその逡しゆん巡じゆんが、こうして人間の命を失うことに繫つながったのだ。

「貴様の涙は余への怒り？　違うな。アイツを殺あやめたのは貴様だ。貴様がその姿になっていれば、人間一人を助けて逃げだすことは可能だった」

「そうよ」

　天魔の翼つばさとエルフの耳。

　ただでさえリンネは人間と違うのだ。

　……これ以上「違う」ものがあったら、もしかしたら嫌われるんじゃないかって。

　……カイから冷たい目で見られるんじゃないかって。

　それが怖かった。

「だけど、もういいの。後悔したってカイは生き返らない」

　空中で夢魔サキユバスの翼にしがみついた。

　竜の剛力で四枚の翼をまとめて羽は交がい締じめにする。一心同体。爆ばく砕さい系の法術を放てば、冥帝ヴアネツサまで爆風を浴びるだろう。ゆえに逃れる術すべはない。

「ヴァネッサ。わたしと一緒に死んで」

「なに!?」

　リンネの爪が、夢魔サキユバスの翼に食いこんだ。

　標的の体内にリンネ自身の血を注入する血の混生。そして、混ざりあった血を媒ばい介かいに発動する呪じゆ術じゆつがある。




　Solitis Clar　"Elmei-l-Nazyu Phenoria"　──禁きん呪じゆ『混こん沌とん病原体』




　ぽたっ、と滴したたり落ちていく紫色の水滴。

　冥めい帝ていヴァネッサの肌から次々と生まれ、滝のような勢いで床に落ちて流れていく。

「この水滴はお前の「命」そのものよ。どんな防御だって防げない。命が消えるまで滴しずくは落ち続けるんだから」

「……貴様っ!?」

「わたしの命と一緒にね」

　リンネの頰ほおや額ひたいからも、光り輝く水滴が同じ勢いで落ちていく。

　命の等価消費。

　それを理解した悪魔の英雄から悲鳴が上がる。己おのれの命がみるみる絞り出されていく恐怖。傷も痛みもない。だからこそ恐ろしいのだ。

「この……忌まわしき存在……がっ……」

「もう終わりよ。これで────────」

　あと数秒で両者の命が尽き果てる。

　不意に、翼つばさを羽は交がい締じめにしていたリンネの腕から力が抜けた。

「……え？」

　気づいた時には、リンネはその場に落下して床に身体からだを打ちつけていた。

　力が入らない。いや、そもそも禁きん呪じゆが途絶えてしまったのはなぜだ。リンネと冥帝ヴアネツサの命が尽きるまで術は発動するはずだった。なのになぜ……

「禁呪といえど法力によるもの。それが貴様の敗因だ、混こん沌とん種」

　冥めい帝ていヴァネッサが着地。

　リンネから慎しん重ちように距離を取ったのは、万に一つの反撃を警戒してのことだろう。

「ここは余の塒ねぐら。他種族の侵しん攻こうに備そなえるのが当然だろう」

「……まさか」

「広範囲呪じゆ詛そ。法力を阻害する呪のろいの陣を敷いてある。三つだ。聖霊族と幻獣族、そして蛮神族に効きくようにな」

　全種族の特性をもつリンネの肉体。

　万能に見える力だが、戦闘においては必ずしも無敵にはなりえない。なぜなら全種族の弱点も内ない包ほうしてしまっているからだ。

「三種族分の呪詛。逆に、よくもまあここまで法力を持たせたというべきか」

「……そん……なっ……」

　禁呪を使った代償で身体が動かないのであれば、竜の剛力も意味がない。

　そして法力も呪詛によって絞り尽くされた。

「憐あわれな生き物だ」

　指一つ動かせず倒れたリンネに降りそそぐ悪魔の言葉。

「どの種族にもなりきれぬ半端な種。この世でもっとも意味のない生。貴様のようなものがなぜ生まれたのか理解に苦しむ」

　それを、リンネはただ受け入れるほかなかった。

「…………ごめんなさい……カイ」

　悔しかった。

　助けられなかったこと。

　すべてを投げ打って、なお冥帝ヴァネッサに届かなかったこと。

「ごめんなさい……ごめんなさい。カイ……わたし……頑張ったけど…………」

「その言葉さえ耳障りだ」

　冥帝ヴアネツサの片翼に灯ともる法術円えん環かん。

　生まれた業火が動けないリンネへと襲おそいかかる。少女を吞のみこむ炎が爆はぜ、空をも焦こがす火柱となって無数の火の粉を撒まき散らした。

　灰さえ残らない。冥帝ヴアネツサがそう確信へと至いたった背後で。

　──剣けん閃せん。

　悪魔の炎が、たった一度の剣閃に断ちきられた。

「……まさか!?」

　愕がく然ぜんと、冥帝ヴアネツサが立ちつくす。

　あの人間に対しては爆ばく砕さいの法術が完璧に決まっていた。法力をもたない人間が生き延びることはありえないはずなのに。

「俺に謝る？　なに言ってんだよリンネ」

　太陽の光すべてが一つに結晶化したような陽光色──

　暁あかつきのごとき剣の煌きらめき。

「お前が戦ってなきゃお終いだった。今、ギリギリまで意識が飛んでたからな」

　いまだ起き上がれぬ少女は見た。

　目の前に、悪魔の英雄と向かいあう人間が立っている姿を。




　世界座標の鍵コードホルダーを手にするカイ・サクラ＝ヴェントが、そこにいた。




　轟ごうと唸うなる猛々しき炎が消えて。

　崩壊しかけた大広間に、小気味よい風が通りすぎていく。

「……カイ……生きてる……の？　噓うそ、じゃないよね……」

　怖々と顔を上げる少女に。

　カイは、無言で手を差しだすことでソレに応えた。自分の手でリンネの手を握にぎりしめる。起き上がることもままならないが、感じるはずだ。体温を。

「……あたたかい」

「ま、さっきも言ったけどギリギリだったけどな」

　同時だったのだ。

　冥帝ヴアネツサによる法術の発動。

　そしてカイが、ソレを世界座標の鍵コードホルダーによって切せつ除じよした瞬間が。

　今も喉の奥に血の味を感じる。コンマ一秒でも遅ければ間に合わなかっただろう。

「まだ余の前に立つと？」

　立ちはだかる人間を睨にらみつける悪魔の英雄。

「挙げ句、余に挑いどむようにも見えるが」

「そういうことになる」

「吼ほえるな人間！　たかが二度、余の術から逃げのびただけの分際がっ！」

　大悪魔の怒ど号ごうが響きわたる。

　その激げき昂こうを物語るように、強きよう大だい無む比ひの法力が魔性の肉体を覆おおっていく。

「死に損ないが。そこの半端者が余に挑いどんでいる間に、かろうじて息を吹き返しただけではないか」

「──だからこそ、さ」

　世界座標の鍵コードホルダーを握にぎる腕に力をこめる。

「だからこそ、俺は意地でもお前に勝たなきゃいけなくなった」

　サキやアシュラン、ジャンヌ。自分の知る世界で大事な同どう僚りようだった者たちを放っておけない。それがこの世界で自カ分イの戦う動機だった。

　……だけどもう一つ。

　……命を張らなくちゃいけない理由ができた。

「リンネが命をかけてお前と戦ったんだ。俺のために。だから、俺だって意地でもそれに応えるさ」

「はっ！　何か秘策があるとでも？　余に何かを見せるとでもいうのか？」

　大悪魔が両手を広げた。

　妖よう艶えんな肢し体たいを見せつけるように。無防備とさえ言える所しよ作さで高らかに嗤わらう。

「余は人間キサマらをよく知っている。皆同じだ。口々に言う。人間の強さを、人間の可能性を、人間の未来を見せてやる──と。そして、そのすべてが偽りだった」

　聖霊族の英雄たる霊れい元げん首しゆ・六リク元ゲン鏡キヨウ光コ

　蛮神族の英雄たる主しゆ天てんアルフレイヤ。

　幻獣族の英雄たる牙が皇おうラースイーエ。

　敵ではあるが、種族を率いる絶対強者という点で冥帝ヴアネツサは三種族の英雄を評価している。いずれも紛まごうことなき好敵手だと。

「人間には英雄がいない」

「…………」

「種族を束ねる強者の欠落。それとも貴様がそうだというのか？」

　試すような口ぶり。

　半分は嘲ちよう笑しよう。もう半分は、強者を求める覇は者しやの本音で。

「答えろ人間」

「まさか。俺は人間の英雄になりたいとか欠片かけらも思っちゃいない。だけど──」

　その視線を正面からカイは受けとめた。

「見せてみろって言ったよな冥帝ヴアネツサ。だから見せてやる」

「何をだ？　人間の強さか。可能性か。未来か」

「──真髄を」

　人間の本質。その道の奥義。精神の極限。

　そのすべてを以て真しん髄ずいと呼ぶ。

　そのすべてを、自カ分イは、この日のために鍛きたえ上げてきた。

「お前の言うとおりだ。この世界に人間の英雄なんていない。それでも……俺のすべてでお前を倒すよ。だから──」

　剣を握にぎりしめる。

　かつて五種族大戦を制した剣で、もう一つの五種族大戦に終しゆう止し符ふを。




「今この瞬間、俺が、悪魔おまえと戦う人間代表だ」




　世界座標の鍵コードホルダーを水平に持ち上げる。

　ウルザ政府宮殿の頂上。

　遙はるか広大なるウルザ連れん邦ぽう、悪魔の統すべる大地のその中心で。

「行くぞ悪魔の英雄。見せてやるさ、人間の真髄を！」

　一人の少年が──

　悪魔の英雄に挑いどんだ瞬間だった。
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　ウルザ政府宮殿、二十階。

　広大なフロアを生温い気流が渦うず巻まいていく。

　暗色がかった波動。冥めい帝ていヴァネッサの法力が大気に溶け、超高密度に圧縮されて可視化したもの。いわば極大エネルギーの具現化である。

　……あんだけ大法術を連発した上でリンネとも戦って。

　……まだこれだけの法力を操あやつれるのか。

　だが、それも覚悟の内。あらゆる悪魔を屈くつ服ぷくさせて頂点についた夢魔サキユバスだ。その法力が無尽蔵であったとしても驚く気はない。

「これで最後だ冥帝ヴアネツサ」

「来い」

　まったく同時にカイが剣を振りかぶり、冥帝ヴァネッサが片手を上げる。

　──互いに理解したのだ。

　カイは、冥帝ヴアネツサの法術を受けた負傷によって。

　冥帝ヴアネツサは、リンネの禁きん呪じゆを受けた負傷によって少なからず疲ひ弊へいしている。

　迅じん速そくなる決着を。

「貴様に何ができるとも思えんが、抗あらがうがいい。それを押し潰つぶすまで！」

　悪魔の英雄・冥帝ヴァネッサの矜きよう恃じ。

「降ごう魔まの星よ」

　空に渦巻く悪魔の法術円えん環かん。

　そこから召喚されたのは隕石。蒼あおく輝く鬼火に包まれた超質量の塊が、轟ごう音おんと風鳴りを従えて落下する。

　……政府宮殿を巻き添えに!?

　……俺とリンネ、それに人類反旗軍レジストの人間をまとめて潰す気か！

　視界を埋めつくす巨大な落星。

　絶対なる死をもたらすであろうその星を見上げ──

「ああ、証明してやる」

　暁あかつきのごとき光を放つ剣。カイは、陽光色に輝く世界座標の鍵コードホルダーを振りあげた。

　預言者シドに代わって。

　大戦に終しゆう止し符ふを打った剣は確かにあるのだと、この世界で証明してやる。

「だから応えろ、世界座標の鍵コードホルダーっ！」

　暁あかつき色の軌跡。

　煌きらめく剣けん閃せんが、蒼あおく燃える悪魔の星を断ちきった。破裂。世界座標の鍵コードホルダーに切断された星が砕け、無数の欠片かけらへ。流星群となって落ちていく。

「はっ！　余の法術をこうも断ちきるか！」

　歯がみしながらも、冥帝ヴアネツサはなお強者の笑みを浮かべていた。

　先の法術から人カ間イが生き延びた秘密はあの光の剣にある。それを確信したのだ。そして、その剣に対する対抗策も。

「冥めい府ふの花よ、咲き誇れ！」

　何百何千という火が浮かびあがった。

　先の落星を覆おおっていた鬼火が、冥帝ヴアネツサの言こと霊だまによって開花する。一つ一つが膨ぼう大だいな法力を溜ためこんだ極大の機雷だ。触れれば大爆発を引き起こす。

「法術を斬る剣であったとしても、これだけの数は砕けまい」

　勝利の確信。

　冥帝ヴアネツサの命によって、花の姿をした何百もの業火がカイめがけて襲おそいかかる。

「散れ──」

「落とせ！」

　ヴツンッ、と何かが途切れる音。

　そして、政府宮殿に通じる電気の供給が停止した。すべての照明が消え、フロア全域が無明の闇に包まれる。

「……なにっ!?」

「最高のタイミング。完璧だサキ、アシュラン」

　カイが取りだしていたのは通信機。

　通話先は十七階の電気室、そこで待機しているサキとアシュランだ。




〝撤てつ退たい用。冥帝ヴアネツサを倒すか、逆に無理だって思った時に電気を遮しや断だんしてビルの明かりを消す。悪魔どもが動揺してる間にずらかる。これでいいんだよなカイ？〟

〝ああ。俺から合図する〟




　カイの指示によって、二人がビル全体の照明を消したのだ。

「最初は撤退用のつもりだったけどな」

「……そういうことか！」

　冥帝ヴアネツサもまた瞬時にカイの策を理解していた。

　なぜ闇を選んだか──

　五種族の中で人間だけは法力を持たない。ゆえに人間の挙動は目で見るしかない。闇に隠れてしまえばカイの位置は捕ほ捉そく不可能。

　ではカイ側は？

　冥めい帝ていヴァネッサの強大な法力の輝きが、冥帝ヴアネツサの姿を照らしだしている。

「貴様だけが余の姿を一方的に認識できる。闇に乗じての奇襲か」

　法力の爆炎で闇をはらう？

　だがそれも遅い。今から実行してもカイの剣が先に冥帝ヴアネツサへと届くだろう。

「…………惜しいな」

　闇に混じる悪魔の冷笑。

　夢魔サキユバスの爪が指さしたのは、闇の中、淡あわい光を放つ陽光色の輝きだった。

　世界座標の鍵コードホルダーが放つ光。微び弱じやくゆえにカイの姿までは見えないが、この暗黒空間のなか、シドの剣はまさに夜明けに差しこんだ一筋の光のごとく。あまりに目立つ。

　光の軌跡が、カイの走る居場所をそのまま示しているのだ。

「そこにいるのだろう。終わりだ」

　冥帝ヴアネツサが指さす先へ──青白く灯ともる炎の花が、一斉に世界座標の鍵コードホルダーの光へと襲おそいかかった。斬りふせられる数ではない。

　巨大な火柱が上がる。そして、そこに照らされた者の姿を冥帝ヴアネツサは見た。

　──リンネの姿を。

　世界座標の鍵コードホルダーを手にした少女が、冥めい府ふの炎のなかを平然と走ってくる。

「まさか!?」

「何が終わりだって？」

　冥帝ヴアネツサの背後から、声。

　悪お寒かん。かつて経験したことのない恐怖に迫せまられて夢魔サキユバスが振りかえる。その眼前にまでカイは走りこんでいた。

　……すべて承知の上だ。

　……こんな暗い中じゃ世界座標の鍵コードホルダーの光が目印になるもんな。

　ゆえにカイは、闇に乗じて世界座標の鍵コードホルダーをリンネに手渡した。

　リンネならば冥帝ヴアネツサの法術にも耐えられる。そしてカイ自身は、息を潜ひそめて冥帝ヴアネツサの背後へと回りこんだのだ。

「ようやくここまで来たぜ」

　拳の届く至近距離。

　ここで冥帝ヴアネツサが法術を放てば冥帝ヴアネツサ自身も巻きこむだろう。法術は使えない。

「……脆ぜい弱じやく種とばかり思っていたが」

　冥めい帝ていヴァネッサがふり向いた。

「見事だ」

　今までの冷笑とは違う。

　悪魔の英雄が初めて贈る、人間という種族への心からの賞賛だった。

「暗中の機転。この要よう塞さいが人間のものであることを利用して余の視界を奪うばい、さらに切り札のはずの剣さえ手放す二重の策。なんと不敵な」

「────」

「賞賛に値する。我が懐ふところまで迫せまった相手が過去にどれだけいたことか。……だがあと一つ足りなかったな」

　人間には知恵がある。

　政府宮殿という地の利を生かし、闇を作った。

　さらに己おのれの武器である世界座標の鍵コードホルダーを囮おとりに使う策で、この距離まで迫ってみせた。

「それでどうする」

　眼前に迫ったカイを見つめ、悪魔の英雄は問いかけた。

「貴様は剣を捨てた。その諸手に何かを握にぎり隠していたとしても、それで余を倒すことはできまい。貴様はあと一つ、絶対的な力が足りなかったのだ」

　法力に守られた冥帝ヴアネツサは、リンネが放った竜の拳にも耐えた。

　至近距離からの手榴弾グレネード程度では傷つきもしないだろう。唯一の鍵かぎである世界座標の鍵コードホルダーを手放したツケがここで致命的な仇となる。

「──って思うよな」

「なに!?」

「真しん髄ずいを見せてやる。俺はそう言ったぜ？」

　最後の踏みこみ。

　冥帝ヴァネッサの懐へと飛びこむや、歩幅を広めて屈かがみこむ。

「十年。この為だけに鍛きたえてきたさ。悪魔おまえを吹っ飛ばすためにな！」

　徒と手しゆ空くう拳けん。カイの所属する人類庇ひ護ご庁では、対四種族を想定した格闘技を習得することが義務となっている。

　──力の一点爆破。

　轟ごう音おん。あたかも爆ばく砕さい系の法術が決まったかのごとく。

　カイの捨て身の鉄てつ山ざん靠こうが、夢魔サキユバスの身体からだを吹き飛ばした。

「…………ッッ!?」

　法力に守られた冥帝ヴアネツサに外傷はない。

　だがその衝撃は夢魔サキユバスの身体を芯から揺らし、一瞬、意識を刈り取るのに十分だった。

「……そ……ん、な…………？」

　最大の誤算。

　まさか──

　まさか悪魔の英雄に、素手で挑いどむ人間がいようとは。

「……貴様の……奥の手は、その剣では……なかったというのか！」

「ああ。英雄の剣に頼りきるつもりなんて毛頭ない」

　冥帝ヴアネツサは、人間というものを見誤った。

　剣も銃もなければ取るに足らない存在であると見下しきっていた。

　それが悪魔の英雄の、敗因。

「決着だ、冥帝ヴアネツサ」

　リンネの投げた世界座標の鍵コードホルダーをカイが受けとめる。

　美しいほどに澄すみきった黄き金ん色の剣を前に、体勢を崩したままの冥帝ヴアネツサは口元をやわらげ、そして自らに言い聞かせるように口にした。

「────余の敗ま北けだ。この領土ウルザ、貴様にくれてやる」

　そして。




　陽光色の剣けん閃せんが、冥めい帝ていヴァネッサを断ちきった。




　剣の手応え。

　法力の障壁を貫つらぬいて、世界座標の鍵コードホルダーの切っ先が届いた感触が確かにあった。

　……倒した、のか？

　……手応えだけなら確実に決まってた。

　確信に至いたる一撃だった。

　それでもカイとリンネが身構え続けたのは、世界座標の鍵コードホルダーを受けた冥帝ヴアネツサが、その場に膝を突きながらも意識を残していたからだ。

「──────」

　だが様子がおかしい。

　翼つばさを閉じた夢魔サキユバスが無言で自分の頭を押さえているのだ。傷の治ち癒ゆをするわけでもなく襲おそいかかってくるわけでもない。

「ね、ねえカイ。なんかアイツおかしいよ？」

「……ああ」

　身の毛のよだつ殺気が消えたことから、冥帝ヴアネツサの戦意は尽きたように思える。

　だが今までと様子が違う。いったい何を──

「……シド」

　夢魔サキユバスの艶つややかな唇から、この世界に存在しないはずの名前がこぼれおちた。

「…………シド……そうだ。シド、預言者。余としたことが何というザマか」

　冥帝ヴアネツサが立ち上がる。

　全身を小刻みに震ふるわせて、いまだ自分の頭を押さえたまま。

「世界輪廻……世界は書き換えられる…………そうだ。思いだした。シドめ、あの男が言っていたのはコレか」

「冥帝ヴアネツサっ!?　どういうことだ!?」

　ピシリ、と何かが砕ける音が響きわたる。

　それは冥めい帝ていヴァネッサの身体からだが半なかば石化し、砕け始めた崩壊の音だった。

「聞け、人間」

　悪魔が目を見ひらいた。

「世界が創り変えられる。シドはこの事象を『世界輪りん廻ね』と呼んでいた。この世界輪廻を引き起こし、世界を改かい竄ざんした者がいる。そやつを探しだせ！　余とシド以外の英雄、残る三体のいずれかだ！」

「シドがこれを知っていた？　それに世界の改竄って、そんなことが……？」

「奴シドは、世界に起きるこの異変を予見していた。ゆえに」

　夢魔サキユバスの爪。

　黒のマニキュアが塗られた艶つややかな爪が指したのは、カイの持つ剣だった。

「シドは、余に、その剣を預けたのだ。来るべきこの事態にそなえ、余はその剣を隠しぬいてきた。世界の改竄を正す唯一の鍵かぎを」

「この剣を!?」

　手に握にぎる世界座標の鍵コードホルダーをカイは凝ぎよう視しした。

　それが、悪魔の墓所にシドの剣が突きささっていた理由？

　しかし謎は残っている。冥帝ヴアネツサにとって世界座標の鍵コードホルダーは憎きシドの剣。それを保管する理由がわからない。

「どうして……お前と預言者シドは敵じゃなかったのか？　大戦で戦ったって記録はどうなってるんだ！」

「そう。余は、紛まぎれもなく奴と刃やいばを交えた。だが……」

　崩れていく身体。

　歯を食いしばってその場に立ち続ける悪魔の英雄が、絶え絶えに息をつく。

「お前の知らない過去がある。お前の知る世界に隠された禁断の『記録コード』が」

「っ」

　ぞくっ、と恐怖にも似た心地にカイは息を吞のんだ。

　運命の憎ぞう悪お。世界に隠された禁きん忌きに触れてしまった。そんな気がしたのだ。

「……無座標化ゼロコード。厄介な術だ」

　砕けていく冥めい帝ていの肉体。白く石化して破は片へんとなっていく様は、明らかにカイの世界座標の鍵コードホルダーによる傷ではない。

「だが、これは貴様の勝利。見事だ人間──」

　額ひたいに張りついた前髪をはらう大悪魔。

　小さく息を吸って、吐く。そして。

「────────あぁん。もう、すっごい悔しいっ」

　一体の美しき夢魔サキユバスは。

　悪魔の英雄という冠かんむりを脱ぎさって、久しく忘れていた「自分」のままにそう言った。

「私の負け。大負けよ。言い訳する気もおきないわ」

「ヴァネッサ？」

「覚悟なさい。次があれば……今度は夢魔サキユバスとして……あなたの……相手をしてあげる。思いきり愛めでて泣かしてあげるんだから。覚えておきなさい」

　くすっ、と微笑。

　麗うるわしき悪魔の肉体が爪一つ、髪一本残さず黒い霧となって。

「……次は……もっと…………楽しみましょう……」

　消滅する肉体。

　それが、悪魔の英雄が発した最後の言葉だった。













　悪魔の英雄・冥帝ヴァネッサの撃破──

　ウルザ連れん邦ぽうにて、王都ウルザークから悪魔たちが撤てつ退たい。

　人類史上最大の「反撃」は、瞬またたく間にウルザ連邦の人類特区ヒユーマンシテイへ、さらにはその地域の外へと伝わった。

　西の連邦で幻獣族と交戦中のシュルツ人類反旗軍レジスト。

　南の連邦で聖霊族と交戦中のユールン人類反旗軍レジスト。

　東の連邦で蛮神族と交戦中のイオ人類反旗軍レジスト。

　これら人類反旗軍レジストを通じて、その地の人類特区ヒユーマンシテイにも冥帝ヴアネツサ撃破の吉報は届いたことだろう。

　一方のウルザ人類反旗軍レジストは。

　王都奪回を果たした安あん堵どと、激戦の疲労が重なったのだろう。普段なら夜明けと共に起床する傭よう兵へいたちも、今日だけは朝日が昇っても目ざめる気配がない。

　そんな寝静まったキャンプを抜けだして──

「ありがとう」

　王都ウルザーク。

　三十年ぶりに人類が取り戻した都は、変わり果てた姿になっていた。

　当時の戦火で燃え落ちた建物。

　魔獣の闊かつ歩ぽによって踏み荒らされた歩道は激しく傷つき、その割れた罅ひびからは見たこともない怪しげな植物が生えている。

「こんな荒れはてた景色だけど、こうして地上を歩くことができるのは二人のおかげね。悪魔の英雄を倒したあなたたちのおかげ」

　霊光の騎士ジャンヌ──

　鎧よろいこそ着ているものの、今の振る舞いは十七歳の少女ジャンヌとして。

　昨夜の戦いに疲労しきった部下たちが死んだように眠るなか、指揮官であるジャンヌは、護衛の花琳フアリンを連れて王都の通りを歩いてきた。

「でも、肝心のあなたたちの顔が晴れてないわね？」

「いやほっとしてるよ。冥帝ヴアネツサとだって、正直、もう一度戦って勝てる自信はないし」

　その指摘に微苦笑で応じ、カイは隣のリンネと顔を見合わせた。

　リンネが異種族であること以外のすべて──冥めい帝ていヴァネッサ戦の経過を、カイはジャンヌに偽りなく話した。

　停電を利用した反撃。

　切除器官ラスタライザという怪物の襲しゆう撃げきがあったこと。

　そして冥帝ヴァネッサが、カイと同じく五種族大戦の記憶を持っていたことも。

「ただ、もう少し知りたいことができたから」

　冥帝ヴァネッサはこうも言っていた。




〝この世界輪りん廻ねを引き起こし、世界を改かい竄ざんした者がいる。そやつを探しだせ！〟

〝余とシド以外の英雄……残る三体のいずれかだ！〟




　その言葉は。

　カイとリンネにとって少なからぬ衝撃だった。

　……俺は、自分たちが「異変が起きた側」だと思ってた。

　……俺とリンネの二人が、別の世界に飛ばされた例外なんだって。

　だが冥帝の言葉を信じるならば、逆。

　世界そのものが「異変が起きた側」で、自分とリンネが異変から逃れた側だったのだ。

　ならば、世界の改竄を正す手段は？

　異変を引き起こした元凶を見つけだす。現時点では冥帝ヴァネッサの言った手段以外に思いあたるものがない。

「カイ、リンネ」

　ジャンヌが足を速めた。

　護衛の花琳フアリンをも引き離すように早足で進んでいく。

「この地を取り戻したおかげで人間の活動は大きく広がるわ。まずはウルザ人類反旗軍レジストの本部をここに移そうと思うの。三十年前の街並みに。いえ、より素敵なかたちで復興させてみせるから」

「ああ」

「……だけど」

　その足が、止まった。

「それって私じゃなくてもできると思うの」

「どういう意味で？」

「王都の復興は幹部たちに任せるわ。私みたいな若造が指揮するより、三十年前の王都を知ってる本人たちの方が力も入るでしょ？　だから私じゃなくていい」

「……じゃあ」

「ジャンニャは何するの？」

　カイの隣で。

　今まで沈ちん黙もくを選んでいたリンネが、まっすぐ人間の指揮官を見つめていた。

「悪魔を追い払ったから引退おしまい？」

「いいえ」

　幼なじみだった少女が息を弾ませる。

「船出よ。私はこのウルザを発たつ」

　そして彼女はふり向いた。

　霊光の騎士として鎧よろいを着用。ただし、男装のための髪留めは外し、解放された後ろ髪を風になびかせて。

「人間が奪うばわれた連れん邦ぽうは大きく三つ。それぞれ幻獣族、聖霊族、蛮神族に支配されていて、そしてその支配と戦っている人類反旗軍レジストがあるわ」

「他の人類反旗軍レジストと協力して、大規模な作戦を展開する」

　あとの言葉を継ついだのは護衛の女傭よう兵へいだ。

「今朝のうちに、既に複数の人類反旗軍レジストから共同戦線の話があった。悪魔の英雄を撃破した報しらせが、世界中に火をつけたわけだ。そこで──」

「一緒に来てほしいの」

　ジャンヌが足を止める。その先には、朝陽を受けて輝く政府宮殿がそびえ立っていた。

「ウルザ人類反旗軍レジストの指揮官として要請するわ。カイ、リンネ。冥帝ヴアネツサを倒したあなたたちは、もしかしたら、あなたたちのいう世界と同じことができるかもしれない」

「……同じことって」

「五種族の大戦を終わらせましょう」

　四種族への反撃宣言。

　わずか四人の場で、霊光の騎士ジャンヌは胸に手をあてて謳うたいあげた。

「私が指揮を取るわ。あなたたちが最高の力を発揮できるように兵を動かす。そのための最高の指揮官に私はなる。だから一緒に戦って。あなたたちがいれば、きっとこの世界を変えられる」

「────」

「あ……も、もちろんできるかぎりの待遇を用意するわ！　たとえば──」

「違う違う。イヤってわけじゃない」

　沈ちん黙もくを否定と解かい釈しやくしたらしきジャンヌが慌てて付け加える。そんな彼女に、カイは苦笑まじりに応じてみせた。

「ちょっと本気で驚いたんだ。すごいなジャンヌは」

「え？」

「こんな立派な奴になってて。俺の知ってるお前ジヤンヌは、向上心はあるけどまだまだ親父おやじさんの後ろについていく子供って感じだったし」

「っっ!?　な、何を言うの!?」

　顔を真っ赤にしてジャンヌが吼ほえる。

「私のどこが子供なの!?」

「いや本当に。俺の訓練時間中に、支給品の通信機で私事プライベートの話してくるし」

「ウソ！　そんな世界があるわけないわ。私はいつだって品行方正で────」

「その話はいつか気が向いたらな」

　慌てる少女から視線をはずす。

　その隣では、リンネが珍しくもいたずらっぽい笑みを人前で見せていた。

　──よかったね？

　リンネの表情が物語るとおり。ウルザ人類反旗軍レジストが世界遠征に向けて動くなら、こんなに心強いことはない。

　……俺もリンネも、こっちの世界のこと知らないことだらけだし。

　……ウルザ連れん邦ぽうの外に行くのも命がけだから。

　本当は、カイからジャンヌに協力を要請するつもりだったのだ。

　残る三英雄との戦いに力を貸してくれ、と。

「リンネもいいよな」

「うん。わたしはカイと一緒なら何でもいいよ」

　そっと身を寄せてくる彼女。

「でも、早く元通りにしたいの。この世界は何だか怖いから」

「……ああ。それはわかってる」

　裾をぎゅっと摑つかんでくるリンネに、カイは頷うなずいた。

　残る英雄は三体──

　蛮神族の英雄「主しゆ天てん」アルフレイヤ。

　幻獣族の英雄「牙が皇おう」ラースイーエ

　聖霊族の英雄「霊れい元げん首しゆ」六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

　この三体のうちの誰が、どんな手段で。何を目的として世界を書き換えたのか。

「シド、あんたは知ってたんだろ……？」

　この世界にいない人間の英雄。




〝奴シドは、世界に起きるこの異変を予見していた〟

〝お前の知らない過去がある。正史に隠された禁断の『記録コード』が〟




　預言者シドは、なぜ世界座標の鍵コードホルダーを敵である冥めい帝ていに預けたのか。

　預言者シドは、なぜ世界輪りん廻ねの発動を予見していたのか。

　……シド。

　……あんたは、百年前に何を知ったんだ。

　この世界には何かがいる。

　明確な悪意を持って世界を改かい竄ざんした者。シドはそれさえ予見していたのだろうか。

「やるだけやってみるさ。この世界にいないアンタの代わりに俺が大戦を終わらせる……なんて言うと大げさかもしれないけど」

　苦笑にも似た息をついて、カイはそびえたつ大建造物を仰あおぎ見た。

　ウルザ政府宮殿。

　戦いの証あかし。人間が、悪魔の英雄から王都を取り戻した証拠がここにある。

「元凶を見つけだすさ。誰が相手だろうと野放しにするつもりはない。そして──」

　挑いどもう。

　次の英雄へ。この世界を支配する強大な種族たちへ。

「本当の世界を取り戻す。だから見ててくれ、英シ雄ド」




　これは。

　世界から忘れられた少年が、世界の真実に挑む物語。

　その冒険が始まった。












あとがき







『なぜ僕の世界を誰も覚えていないのか？』（『なぜ僕』）、手にとって下さりありがとうございます。著者の細さざ音ね啓けいと申します。

　世界から忘れられた少年の物語、第１巻いかがでしたでしょうか。

　幼なじみの少女や仲間たちから忘れられてしまって、さらに目が覚めてすぐに悪魔族に襲おそわれて戦闘へ。そして人類の存続をかけた戦いに最序盤から巻きこまれるという中々に過酷ハードな始まりの主人公ではありますが、今後はヒロインたちとも交流を深める楽しい旅のシーンも描いていける気もします。

　世界の「禁断」に挑いどむ少年の物語、ここから一歩一歩、頑張りたいなと思います。

　さて、そんな２巻は10月25日予定です。

　ヒロインたちとの楽しい旅に、死闘もさらに激化する第２巻。ご期待ください！

　でも10月まで少し時間がありそうです。もしよければということで、細音の別シリーズをここでご紹介させてください。


●富士見ファンタジア文庫



『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』（以下『キミ戦』）

　敵対する少年剣士と魔女ヒロインのヒロイックファンタジー。

　刊行直後からとても好調で、『なぜ僕』と一緒に今年の主軸にしていきたい物語です。


●Ｎｏｖｅｌ ０



『ワールドエネミー』（最新２巻が８月15日発売決定！）

　最強の怪異に育てられた最強の怪異ハンターの事件簿。

　実はこちらもすごく好調です。毎巻完結のお話なので、お気軽にぜひぜひ！




『キミ戦』は７月に最新２巻が出たばかりで、『ワールドエネミー』も８月に最新２巻が刊行予定です。幸いなことにどちらも１巻がとても好調ですので、本屋さんで手にとってもらえると嬉うれしいなと。

　……さてページも残り少なくなりました。

　最後になりますが、この場を借りて御礼を。

　本作を最高にスタイリッシュで恰好良いイラストで彩って下さったｎｅｃｏ先生。前作から引き続き支えてくださっている編集Ｎ氏。そして何より、本作を読んで下さった方に、心から御礼申しあげます。

　それでは、10月の『なぜ僕』２巻でお会いできますように。


夏が近づいてきた午後に　　細音　啓　











　著者

　細音啓（さざね・けい）

　　新作が本屋さんに並ぶ日はいつもドキドキします。

　　嬉しさと緊張のあまり眠れない……という時もありますが、この『なぜ僕』第１巻、とても楽しく書くことができました。

　　これは──

　　世界から忘れられた少年が世界を取り戻す物語。

　　１巻１巻頑張りますので、どうぞよろしくお願いします！




　イラストレーター

　neco（ねこ）

　　フリーのイラストレーター。

　　キャラクターデザインを中心に活動中。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／neco

　　装丁／阿閉高尚
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